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訳者とイクバール思想の紹介









　パキスタンは、南アジア地域の西北の国で、第二次世界大戦後の一九四七年に英領インドから独立した。その独立の数年まえに詠まれた本詩集の言語であるウルドゥー語が国語であり、また同国ではイスラーム教徒が大多数を占めている。最近の国際情勢においては、隣国アフガニスタンからイスラーム過激派が入り込み注目を集めている。


　訳者の片岡弘次氏は、わが国ではウルドゥー語はマイナーな外国語と考えられがちで、言語名すら知らない人が多いなかで、この言語の専門家として、ウルドゥー文学をわが国に紹介する活動を使命のように、これまで邁進されてきた。私もその姿勢には、いつも感銘を受けている。


　その一連の翻訳活動は、パキスタンとわが国との文化交流のため、目立たないが大きな貢献の一つに考えられる。


　さて、片岡氏が取り組んできた詩人イクバールについて、ここで私なりに追加的に紹介してみたい。


　イクバールは、ヨーロッパ留学後に、イスラームの精神に強く目覚めるようになり、イスラーム教徒同胞、とくに若い世代に向かって、眠っている自我の覚醒を強く促して大きな反応を呼び起こした。


　詩人イクバールの登場は、あたかも、イスラームの預言者のようであったと言われる（もっとも、イスラームでは、ムハンマド以外を預言者と認めないが）。


　また、そこにはイスラーム神秘主義思想の「神への愛」の観念があり、すべてを超えた情熱が基調になっている。この観念が物質的欲望からの超越を訴え、近代西欧で発展した物質文明を批判している。


　なお、イクバールは『ジブリールの翼』（大同生命国際文化基金）のなかにあるように、すでにヨーロッパにおいて物理学者との会見で、原子力の破壊力のことを知り、その破壊力からイスラーム的に「最後の審判」の日の情景を想起している。詩人がもう少し生きながらえたならば、広島・長崎の原爆を知り、イスラーム的に「最後の日」のカタストローフ（終末の大惨事）に映ったのではなかろうか。


　以上、パキスタンの詩人・哲学者のイクバールをめぐって、私なりの感想を述べさせていただいたが、詩人理解の一助となれば幸いである。


　このような意味からも、本書が現代のイスラームの内面を知る文献として読まれるならば、紹介者として喜ばしい限りである。







大阪外国語大学名誉教授　　加賀谷　寛　　
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訳者とイクバール思想の紹介　　加賀谷　寛






ボーパールの統治者　サル・ハミード・アッラー・ハーン太守に捧ぐ（A‘l[image: ]̄ [image: ]a[image: ]rat Nawwāb Sar [image: ]amīd Allah Khā[image: ] Farmā[image: ] Rawā-e-Bhōpāl ki Khidmat me[image: ]）

読者へ（Nā[image: ]irīn）

序（Tamhīd）









Ⅰ　イスラームとイスラーム教徒（Islām aur Musalmān）






１　朝（[image: ]abā[image: ]）

２　アッラーの外に神はなしラー・イラーハ・イッラッラーフ（Lā Ilāh Illā Allāh）

３　運は天に任せて（Tan bah Taqdīr）

４　ムハンマドの昇天ミウラージュ（Mi‘rāj）

５　哲学好きのサイヤド・ザーダ宛（Ek Falsafahzadh Saiyyad Zāde ke Nām）

６　大地と空（Zamīn-o-Āsmā[image: ]）

７　イスラーム教徒の衰退（Musalmān ka Zawāl）

８　知識と愛（‘Ilm-o-‘Ishq）

９　イスラーム諸学における法解釈イジティハード（Ijtihād）

10　感謝と不満（Shukr-o-Shikāyat）

11　唱ズィ念クルと瞑フィ想クル（Zikr-o-Fiqr）

12　マッカの聖域ハラムにいる学ムッ者ラー（Mullā-e-[image: ]aram）

13　運命（Taqdīr）

14　神の唯一性（Tau[image: ]īd）

15　知識と宗教（‘Ilm aur Dīn）

16　インドのイスラーム教徒（Hindī Musalmān）

17　刀剣所持の自由化宣言に際して（Āzādī Shamshīr ke I‘lān par）

18　聖ジハ戦ード（Jihād）

19　権力と宗教（Quwwat aur Dīn）

20　清貧と王制（Faqr-o-Mulkiyat）

21　イスラーム（Islām）

22　永遠の生命（[image: ]ayāt-e-Abadī）

23　王権（Sultānī）

24　神秘主義者スーフィーへ（[image: ]ūfī se）

25　西洋かぶれ（Afra[image: ]gzadah）

26　スーフィズムタサウウフ（Ta[image: ]awwuf）

27　インドのイスラーム（Hindī Islām）

28　ガザル（Ghazal : Dil-e-Mudah Dil Nahī[image: ] Hai）

29　世界（Dunyā）

30　礼拝（Namāz）

31　啓示ワフィ（Wa[image: ]ī）

32　敗北（Shikast）

33　知能と心（‘Aql-o-Dil）

34　主役の陶酔感（Mastī-e-Kirdār）

35　墓（Qabr）

36　世を捨てたスーフィーカランダルの識別（Qala[image: ]dar ki Pahchān）

37　哲学（Falsafah）

38　神の人たち（Mardān-e-Khudā）

39　不信者と敬虔なムスリムモミン（Kāfir-o-Momin）

40　真の救世主マフディー（Mahdī-e-Bar[image: ]aq）

41　敬虔なムスリムモミン（Momin）

42　ムハンマド・アリー・バーブ（Mu[image: ]ammad ‘Ali Bāb）

43　運命（Taqdīr）

44　ムハンマドの魂よ（Ae Ru[image: ]-e-Mu[image: ]ammad）

45　イスラーム文明（Madaniyyat-e-Islām）

46　理想のイマーム（Imāmat）

47　清貧と修道生活（Faqr-o-Rāhibī）

48　ガザル（Ghazal : Terī Mata‘-e-[image: ]ayāt）

49　承認と同意（Taslīm-o-R[image: ]ā）

50　神の唯一性タウヒードの要点（Nuktah-e-Tau[image: ]īd）

51　霊感イルハームと自由民（Ilhām aur Āzādī）

52　魂と肉体（Jān-o-Tan）

53　ラーホールとカラーチー（Lahōre-o-Karāchī）

54　預言者たること（Nabuwwat）

55　人アー間ダム（Ādam）

56　マッカとジェノワ（Makkah aur Jenuwa）

57　マッカの聖域ハラムにいる師よ（Ae Pīr-e-[image: ]arām）

58　救世主マフディー（Mahdī）

59　イスラーム教徒の人（Mard-e-Musalmān）

60　パンジャーブのイスラーム教徒（Panjābī Musalmān）

61　自由（Āzādī）

62　ヨーロッパにおけるイスラームの布教（Ishā‘at-e-Islām-e-Farangistān me[image: ]）

63　「なしラー」と「外イッにラー」（Lā-o-Illā）

64　アラブの貴族へ（Umarā'-e-‘Arab）

65　アッラーの命令（A[image: ]kām-e-Allah）

66　死（Maut）

67　立て　神アッラーの許しで（Qum Bizni Allahi）









Ⅱ　教育と訓育（Ta‘līm-o-Tarbiyat）






１　目標（Maq[image: ]ūd）

２　現代の人（Zamānah-e-[image: ]ā[image: ]ir ka Insān）

３　東洋の諸民族（Aqwām-e-Mashriq）

４　気づくこと（Āgāhī）

５　東洋の改革者たち（Mu[image: ]li[image: ]īn-e-Mashriq）

６　西洋の文化（Maghribī Tahzīb）

７　明らかな秘密（Asrār-e-Paidā）

８　スルターン・ティプーの遺言（Sultān [image: ]ipū ki W[image: ]īyyat）

９　ガザル（Ghazal : Nah Mai[image: ] ‘Ajamī）

10　覚醒（Bedārī）

11　自我の訓練（Khūdī ki Tarbiyat）

12　思考の自由（Āzādī-e-Fikr）

13　自我の生（Khūdī ki Zindagī）

14　統治（[image: ]ukūmat）

15　インドの学習塾（Hindī Maktab）

16　訓育（Tarbiyat）

17　美と醜（Khūb-o-Zisht）

18　自我の死（Marg-e-Khūdī）

19　親愛なる客人（Mihmān-e-‘Azīz）

20　現代（‘A[image: ]r-e-[image: ]ā[image: ]ir）

21　学生（[image: ]ālib-e-‘Ilm）

22　試験（Imti[image: ]ān）

23　学校（Madrasah）

24　哲学者ニーチェ（[image: ]akīm Nietzshe）

25　諸先生（Asātizah）

26　ガザル（Ghazal : Milegā Manzil-e-Maq[image: ]ūd）

27　宗教と教育（Dīn-o-Ta‘līm）

28　ジャーヴィードへ（Javīd se）









Ⅲ　女性（‘Aurat）






１　西欧の男（Mard-e-Fara[image: ]g）

２　一つの問い（Ek Sawāl）

３　パルダ（Pardah）

４　独居（Khalwat）

５　女性（‘Aurat）

６　女性解放（Āzādī-e-Niswā[image: ]）

７　女性の擁護（‘Aurat ki [image: ]ifā[image: ]at）

８　女性と教育（‘Aurat aur Ta‘līm）

９　女性（‘Aurat）









Ⅳ　文学と芸術（Adabiyāt, Funūn-e-La[image: ]īfah）






１　宗教と芸術（Dīn-o-Hunar）

２　創造（Takhlīq）

３　狂人（Junū[image: ]）

４　わが詩へ（Apnē Shi‘r se）

５　パリのイスラーム寺院マスジド（Peris ki Masjid）

６　文学研究（Adabiyāt）

７　見る目（Nigāh）

８　クワットル・イスラーム寺院マスジデ・クワットル・イスラーム（Masjid-e-Quwwat-ul-Islām）

９　テアトル（Tiyāter）

10　希望の光（Shu‘ā‘-e-Ummīd）

11　希望（Ummīd）

12　愛の眼まな差ざし（Nigāh-e-Shauq）

13　芸術家の人へ（Ahl-e-Hunar se）

14　ガザル（Ghazal : Daryā me[image: ] Motī）

15　存在（Wujūd）

16　メロディー（Sarod）

17　そよ風と朝露（Nasīm-o-Shabnam）

18　エジプトのピラミッド（Ahrām-e-Mi[image: ]r）

19　芸術家の創造（Makhlūqāt-e-Hunar）

20　イクバール（Iqbāl）

21　芸術（Funūn-e-La[image: ]īfah）

22　花園の朝（[image: ]ub[image: ]-e-Chaman）

23　ハーカーニー（Khāqānī）

24　ルーミー（Rūmī）

25　斬新さ（Jiddat）

26　ミルザー・ベーディル（Mirzā Bēdil）

27　威厳と優雅さ（Jalāl-o-Jamāl）

28　画家（Mu[image: ]awwar）

29　イスラーム法に適かなった歌（Sarod-e-[image: ]alāl）

30　禁忌の歌（Sarod-e-[image: ]arām）

31　噴水（Fawwārah）

32　詩人（Shā‘ir）

33　ペルシアの詩（Shi‘r-e-‘Ajam）

34　インドの芸術家たち（Hunarurān-e-Hind）

35　偉大な人（Mard-e-Buzurg）

36　新しい世界（‘Ālam-e-Nau）

37　意味の発明（Ījād-e-Ma‘nī）

38　音楽（Mūsīqī）

39　見る喜び（Zauq-e-Na[image: ]ar）

40　詩（Shi‘r）

41　舞踊と音楽（Raq[image: ]-o-Mūsīqī）

42　欲望の抑制（[image: ]ab[image: ]）

43　舞踊（Raq[image: ]）









Ⅴ　東洋と西洋の政治（Siyāsiyāt-e-Mashriq-o-Maghrib）






１　共産主義（Ishtirākiyyat）

２　カール・マルクスの声（Kāl Mārks ki Āwāz）

３　時代の変革（Inqilāb）

４　お追つい従しょう（Khūshāmad）

５　地位（Manā[image: ]ib）

６　ヨーロッパとユダヤ人たち（Yūrop aur Yahūd）

７　隷属の心理学（Nafsiyāt-e-Ghulāmī）

８　ロシアのボルシェビキ（Bolshevik Rūs）

９　今日と明日（Āj aur Kal）

10　東洋（Mashriq）

11　西欧の政治（Siyāsat-e-Afra[image: ]g）

12　従属化（Khwājgī）

13　隷属下にある人々へ（Ghulāmo[image: ] ke lie）

14　エジプトの人へ（Ahl-e-Mi[image: ]r se）

15　アビシニア（Abīsiniyā）

16　悪魔イブリースの命令　その政治狂いの息子たち宛に（Iblīs ka Farmān Apnē Siyāsī Farzando[image: ] ke Nām）

17　東洋の国際連盟（Jam‘iyat-e-Aqwām-e-Mashriq）

18　永遠の王権（Sul[image: ]anī Jāwīd）

19　民主主義（Jumhūriyat）

20　ヨーロッパとスーリヤ（Yūrop aur Sūriyā）

21　ムッソリーニ（Mussolīni）

22　訴え（Gilah）

23　委任統治（Intidāb）

24　宗教のない政治（Ladīn Siyāsat）

25　文化の値段（Dām-e-Tahzīb）

26　忠告（Na[image: ]ī[image: ]at）

27　ある海賊とアレクサンドロス（Ek Ba[image: ]rī Qazzāq aur Sikandar）

28　国際連盟（Jam‘iyat-e-Aqwām）

29　シリアとパレスチナ（Shām-o-Filas[image: ]īn）

30　政治指導者（Siyāsī Peshwā）

31　精神的隷属（Nafsiyāt-e-Ghulāmī）

32　奴隷の礼拝（Ghulāmō[image: ] ki Namāz）

33　パレスチナのアラブ人（Filas[image: ]īnī ‘Arab se）

34　東洋と西洋（Mashriq-o-Maghrib）

35　統治の心性（Nafsiyāt-e-[image: ]ākimī）









Ⅵ　ミフラーブ・グル・アフガーンの思想（Mi[image: ]rāb Gul Afghān ke Afkār）






ミフラーブ・グル・アフガーンの思想（Mi[image: ]rāb Gul Afghān ke Afkār）

１　わが山よ（……Jāo[image: ] Kahā[image: ]）

２　この世の始まり以来（……Raqābat-e-Aqwām）

３　あなたの祈願で（……Nahī[image: ] Saktī）

４　意地悪い天も（……Kyā Māh）

５　これらの学校（……Rawāraw）

６　新しい物づくりの世界に（……Sāhib-e-Ījād）

７　イタリア人が（……Badlā Hindustā[image: ]）

８　烏からすは言う（……Terē Par）

９　愛は生来（……Nahī[image: ] Mi[image: ]l-e-Hawas）

10　その若者は民族の目の（……Ā[image: ]kh ka Tārā）

11　明かりでおまえの（……Shab-e-Dosh）

12　おまえはどんな困難に（……Uljhā Tū）

13　わたしにはこの世界が（……Digar Gū[image: ]）

14　奔放さのない愛は（……Rūbāhī）

15　人間の良心が（……Shāhid）

16　諸民族にとっての（……Judāī）

17　その火が老若男女の（……Pīr ko）

18　シェール・シャー・スーリーは（……Shēr Shāh Sūrī ne）

19　本物の視力とは（……Pa[image: ]chāne）

20　自然の諸目的を（……Nigahbānī）









詩集『ムーサーの一撃』とイクバール

主要参考文献

訳者あとがき

著者略歴・訳者略歴










装幀　山崎　登

扉絵　樹下龍児



















ムーサーの一撃

　すなわち

現代への戦闘宣言












自由な気持ちは一つ場所に止まれない

そよ風のように　旅の気持ちをつくれ




千の泉がおまえの道の石から湧き出る

自我に沈潜しムーサーの一撃を加えよ












ボーパールの統治者

サル・ハミード・アッラー・ハーン太守に捧ぐ











時代がアジア諸民族に対し　何をしたか何をしているか

その物語をよく語れる者は　誰（１）もいなかった






あなたには洞察力がある　わが心の奥底にあるもの

あなたの心はそれを推察し　あなたの頭はそれを察知する






春を告げるこれらすべてをわたしから取れ

「花（２）はあなたの手の中で　枝よりも生き生きする」







◎一九三五年以前より、イクバールは喉の病気で声がかすれ、法廷で弁護活動が充分にできなくなった。ボーパールの太守サル・ハミード・アッラー・ハーン（一八九四～一九六〇年）は、イクバールと長年交流があり親友だったボーパール在住の文部大臣サル・ラース・マスウードの仲介で、イクバールに月額五百ルピーの奨学金を出した。イクバールはそれに対する謝意を表すために太守への献辞をここに書いた。

　　なお、この詩は全文がペルシア語。









（１）そこでその義務をわたしが果す。

（２）ペルシア詩人、ターリブ・アームリーの詩より。花とはこの詩集の意。あなたのお陰で一層広い範囲にわたしの詩集が広まる。














読者へ











人生の真実に目が届かない限り

あなたのグラスは石に太刀打ちできない






ここは腕力と一（１）撃が冴えるところ

戦場で弦楽器チャングの音など求めるな






心臓と肝臓から流れ出る血だ　命のもとは

愚か者め　血の迸ほとばしる歌だ　必要なのは　水（２）などの歌でない







◎東洋の諸民族、特にイスラーム教徒に向けて。事態の改善にはムーサーの一撃が必要と示唆する。









（１）ムーサーの一撃の意。ムーサーとは預言者・使徒の一人で、奇跡を行い対立者を撃破する。杖で岩を打ち、十二の泉を湧き出させた（クルアーン［コーラン］第２章60節参照）。海の水を杖で打ち、海水を二手に分けた（クルアーン第26章63節参照）。

（２）原文では水を入れて音を出す楽器（ジャル・タラング）。七～八個のガラスのコップ状の容器にそれぞれ異なる分量の水を入れて打つと、異なる音階の音を出す楽器。















序











⑴






偶像殿にも（１）マッカの聖域ハラムでも自我の目覚めがない

東洋の地では　諸民族の魂は阿あ片へんづけ






もしおまえに地上の混乱が容易でないなら

天に飛びかう思想に酔いしれることはよくない






死の悲しみからおまえの解放は可能でない

おまえは自（２）我を土の体と考えているので






時代は起きている出来事を隠せない

隠すのはおまえのベールだ　心と目の汚れた






わたしに与えられた　ア（３）ジアの湿った藁わらが

わが炎の中には　反抗心と大胆さがあるので






⑵






おまえの罪だ　イクバールよ（４）　宴うたげを飾るのは

おまえは時代のように　人との繋つながりは希薄だが






阿片の吸引に慣れた哀れな者たちに

おまえの歌は意気軒昂さを生じさせた






紺碧の空のせいで震えている

家の中庭で満足していた切（５）れ切れのあの羽が






お（６）まえの罰は夜明けの歌が奪い取られることだ

愛や陶酔　出会いの喜びが奪い取られることだ







◎二つの部分に分けて前半の⑴ではイスラーム教徒にその現実を述べ、後半の⑵ではイクバール自身について述べている。









（１）聖地のこと。イスラームの二大聖地はアラビア半島西部にあるマッカとマディーナ。前者はムハンマドの生地で、カアバ聖殿がある。後者は六二二年の聖遷先で、ムハンマドの埋葬地でもある。

（２）自我とは肉体の一部でなく、その内部に精神を隠し持つもので、死によりなくなるものではない。これに気づかない限り死の悲しみからの解放はない。


（３）それを燃やしてアジアの諸民族の中に生気を生じさせるために。

（４）人々に改革のメッセージを送ること。

（５）イクバールの詩に影響を受けて、隷属の鎖を断ち切ろうとし始めた人々。

（６）イクバールに敵対する人からイクバールに与えられる罰。












Ⅰ　イスラームとイスラーム教徒







　西欧の文化の影響で、イスラーム教徒はイスラームの教えやクルアーンの両方に対する関心を失った。危機感を抱いたイクバールは、本書ではこのテーマの詩を一番多く作っている。

















１　朝








時に明日となり時に今日であるこの朝は

どこから生まれてくるのかわからない






人間存在の寝室を揺るがすその朝は

敬（１）虔なムスリムモミンの（２）礼拝告知アザーンで生まれてくる







◎１夜明けには二種類ある。一つは太陽が昇る自然のもの。もう一つは社会の夜明けとなるもの。

　　ボーパール（水晶の間）にて書く。









（１）イクバールはイスラーム教徒のことを「ムサルマーン（ペルシア語系でイスラーム教徒の意）」「モミン（アラビア語系で敬虔なムスリムモミン）」と使い分けている。なおムスリムはアラビア語系で「イスラーム教徒」。

（２）一日に五回行われる礼拝に集まれとの呼びかけ。ここでは一日の最初の礼拝となる夜明けの呼びかけ。









２　アッラーの外に神はなしラー・イラーハ・イッラッラーフ








自（１）我の隠れた秘密は「アッラーの外に神はなしラー・イラーハ・イッラッラーフ」

自我が剣なら　その砥と石いしは「アッラーの外に神はなし」






現代は現代に合ったイ（２）ブラーヒームを探している

こ（３）の世は偶像寺院　「アッラーの外に神はなし」






お（４）まえは高慢の品物の取引をした

損得の欺ぎ瞞まん　「アッラーの外に神はなし」






こ（５）の世のこれらの財宝　これら親戚や繋がり

すべて妄想の偶像　「アッラーの外に神はなし」






理（６）性がわが肩に時間と空間の聖せい紐ちゅうを着けた

時間は永遠でなく空間も永遠でない　「アッラーの外に神はなし」






こ（７）の歌はバラやチューリップの季節に捕われない

春であれ秋であれ　「アッラーの外に神はなし」






人々の袖口に隠されている　偶（８）像が

わたしには礼（９）拝告知の命令が　「アッラーの外に神はなし」







◎２七つの対句からなるこの詩はそれぞれの対句がイスラームの根本教義の一つである神の唯一性に行き着いている。神の唯一性についてはクルアーン第２章163節、第16章22節、第28章88節など参照。









（１）個人、自己、自分、自身の意。

（２）紀元前19～前17世紀の人物でクルアーンの中の預言者の一人。旧約聖書ではアブラハム。メソポタミア出身で偶像崇拝を批判した一神教徒。息子のイスマーイールと共にカアバ聖殿を建設する。

（３）そこで神の唯一性を叫ばねばならない。クルアーン第21章58節参照。

（４）物質の世界の虜とりこになり、損得のペテンに巻き込まれた。神の唯一性を叫び、それより抜け出なければならない。

（５）これはすべて妄想だから足手まといにならないようにその叫びで断ち切ってしまえ。

（６）時間や空間が存在しない時、それについて考えるのは愚かなこと。ただ真実は神の唯一性だけ。クルアーン第49章13節参照。

（７）神の唯一性の歌。

（８）人種や膚はだの色、出自、主義主張など。

（９）共同体を神の唯一性の方へ連れていけとの命令。









３　運は天に任せて








そのクルアーンの中に今は世（１）を捨てる教えがある

かつてはそれは敬虔なムスリムモミンを月や星を越える者にしたが






今日彼らの行動は運を天に任せる仕方

彼らの意志の中に神の満足が隠されていたが






悪であったものが次第によいものになってしまった

隷属の中では変わってしまうので　諸民族の強き心も







◎３クルアーンはイスラーム教徒に信仰をもって善行、努力、聖戦ジハードを命じた。この教育によりイスラーム教徒はこの世で支配者にもなった。しかし非イスラームの思想の影響を受け、クルアーンの教えを捨ててその民族の良心も変わってしまった。









（１）イスラームの教えはイスラーム体制を樹立し、その喜びをアッラーに捧げ、社会の中で生きること。故に、キリスト教の世を捨てた修道院的生活の教えは、イスラームに反すると非難している。クルアーン第57章27節参照。









４　ムハンマドの昇天ミウラージュ








愛の情熱に飛ひ翔しょうの意味が与えられると

このつまらぬ者が月や太陽も征服してしまう






難（１）しくはない　花園にいる者よ　鷹たかとの戦いも

山やま鶉うずらの胸の息が気迫に満ちているならば






イ（２）スラーム教徒は矢　その標的は昴すばる

魂の孤独での秘密こそム（３）ハンマドの昇天の証拠






おまえが星（４）章の意味がわからなくとも何の不思議か

お（５）まえの潮の満ち干には今も月の満ちたりなさがある







◎４イクバールはイスラーム教徒にムハンマドの昇天を通して、人間でも愛の感情に満ち溢れれば全宇宙を征服できると語る。









（１）対句２は対句１を具体的に述べている。山鶉は普通の人間の意。

（２）イスラーム教徒の高い意欲の前では昴の高さも意味がない。

（３）預言者ムハンマドの昇天は人間の偉大さの証明である。

　　ムハンマドは人間だったが、マッカのマスジドから楽園である遠隔のマスジドまで一晩で往復した。クルアーン第17章１節参照。

（４）クルアーン第53章のことで、その11節～18節にも昇天の様子があり、預言者が天使ジブリールに会った記述がある。

（５）おまえは真の愛の感情や預言者の教育を知らない。そこでそれより益を受ける代わりに、現在の隷属的被征服の不名誉にまみれた人生を得ている。









５　哲学好きのサイヤド・ザーダ宛








あなたが自我を失ってなかったなら

ベ（１）ルグソンの（２）聖せい紐ちゅうを着ける者にならなかった






ヘ（３）ーゲルの母貝には真珠が入ってない

そ（４）の魔法はすべて空想である






人（５）生がいかにしたら強固になるか

いかにしたら自我が不滅になるか






人間は永続を求めている

行動様式を求めている






この世の闇夜がそれで日の出の朝となるのは

世界へ呼びかける敬虔なムスリムモミンの（６）礼拝告知アザーン






わ（７）が出はソームナート

わが祖先は偶像崇拝者






おまえはサ（８）イヤド・ハーシミーの子孫

わが土壌はバラモンの出






哲学はわが水（９）や土の中にあり

心の血管の中に隠れている






イクバールは無芸であるとはいえ

その哲学の鉱脈ぐらいは知っている






お（10）まえの狂気の炎は熱がない

聞け　わたしから　心を明るくするこの点を






知恵の行きつく場は神への拝謁がなく

哲（11）学は真の人生から遠ざける






そ（12）の思考の声なき歌は

行為の楽しみにとり死である






宗教とは生き方の占星術

宗教とはムハンマドやイ（13）ブラーヒームの秘密






「ム（14）ハンマドの言葉に気をつけよ

　ア（15）リーの子孫よ　ブ（16）ーアリーにいつまで捕われているか」






「道が見える目を持たない時は

　ブ（17）ハーラー出身の者よりコ（18）ラシーの道案内を見るのがいい」







◎５サイヤド・ザーダは哲学好きの政府の役人であった。若い時一度、彼はイクバールの許を訪れ、哲学の議論を交わした。当時イクバールは病いにあったが、その議論に興味を持ち、ザーダに答える形式のこの詩に結実した。しかしその相手はザーダだけでなく、西洋哲学に影響を受けたすべての若者への答えとして見ることができる。

　この詩は長いが三つに分けると読みやすい。最初は対句１から対句５まで。そこに西洋哲学の説明がある。第二は、対句６から対句９まで。自分とザーダの出自を語る。最後はイクバールは祖先がバラモンにもかかわらず今なぜイスラーム教徒であるかを語る。









（１）フランスの哲学者（一八五九～一九四一年）で『創造的進化』を著わし生命をとらえるものは知性でなく本能や直観であることを明らかにし、一貫して生の哲学の立場をとったが神や預言者を認めない。

（２）ヒンドゥー教の祭司やバラモンが礼拝の時、肩に巻く紐。すなわちベルグソンの聖せい紐ちゅうを着けて西洋哲学を奉じる者にならなかった。

（３）ドイツの哲学者（一七七〇～一八三一年）で弁証法的展開を追求したドイツ観念論の完成者。そのヘーゲル学派からマルクスなども誕生する。

（４）人間性の真の問題に案内がないのでそれに捕われぬように。

（５）この問い及び次の対句４に対する解答は前述の哲学者でなくイスラームより得られる。

（６）礼拝への呼びかけであるが、その中に神の偉大さの宣言や神の唯一性の承認も含む。

（７）対句６より対句９までイクバールとサイヤドの出自について。

　　ソームナートはインド西部、サウラーシュトラ半島南西岸のヒラニーヤ川河口の遺跡。クリシュナ神が死んだという、ヒンドゥー教の聖地。

　　イクバールの一族はその地のバラモン出身の偶像崇拝者。しかし彼はイスラームを高く評価する。

（８）預言者ムハンマドの曾祖父ハーシム。イブン・アブド・マナーフを名な祖おやとする家系。しかしおまえはイスラームを今評価していない。

（９）体の意で、わたしはバラモンの出身であるので哲学の思考の仕方は知っている。

（10）対句10よりイクバールの経験を語る。狂気が知にあるだけで愛にないので熱がない。

（11）神から離れ、哲学は人を懐疑的にさせてしまう。

（12）思考に耽ふけることで行為の力が死んでしまう。

（13）Ⅰ２（２）既出。

（14）対句14、15は共にペルシア語でペルシア詩人ハーカーニー（一一二一～九九年）による。

（15）第四代正統カリフ（在六五六～六六一）。預言者ムハンマドの従弟で、預言者の娘と結婚し、娘婿となる。シーア派の初代イマーム。

（16）イブン・スィーナー（九八〇～一〇三七年）のこと。哲学者・医学者。ブハーラー近郊に生まれ、イラン各地の宮廷に仕えた。イスラーム最高の知性の一人で、アヴィセンナの名で西欧世界でも有名。

（17）ブーアリー（イブン・スィーナー）のこと。

（18）コラシーとはクライシュ族のことでマッカの名門一族の名称。預言者ムハンマドはこの一族の出身。ここではムハンマドのこと。









６　大地と空








おまえが春と考えるもの

ほかの人の目に秋の季節ともなりえる






状況の連なりは刻々変わる

道を行く者よ　損得に捕われるな






それが誰かほかの人の世界の土地であることもありえる

おまえが自分の世界の空と考えているものが







◎６視点を変えることにより状況が変わって見えてくることをイクバールはこの詩で述べている。









７　イスラーム教徒の衰退








金かねもこの世で必要を満たすものであるが

清貧から得られるものは金銭では得られない






わが民族の若者に侠きょう気きと気概があれば

わがカ（１）ランダルの生活はア（２）レクサンドロス大王の輝きに劣らない






理由は何かほかのものである　おまえが考えるようなものと違い

敬虔なムスリムモミンの衰退は貧困のせいなどでない






世間にわ（３）が持つ宝石が知れわたっているとはいえ

カランダルの生活で得たものであり金銭で得たものでない







◎７イスラーム教徒衰退の真の理由は貧困でなく、清貧が充分に享受されていないことによるとする。

　清貧の一義である貧乏は人間を不信仰や忘恩にする。だが、ここでの清貧はイスラームの唯一神アッラーを信じ、アッラーのため、現世の快楽を捨てること。その実現のためには常にアッラーの唱念とアッラーの瞑想が必要。









（１）世を捨てたスーフィー（神秘主義者）。

（２）マケドニア王国の王（在位前三三六～前三二三年）。即位後、東方遠征の途につき、アケメネス朝ペルシア帝国を滅ぼして中央アジア、インド北西部にいたる広大な世界帝国を築き大王と呼ばれる。

（３）世間でのわが尊敬。









８　知識と愛








知識はわたしに言った　愛とは狂気である

愛はわたしに言った　知識とは妄想であり疑念である

妄想と疑念の方よ　本（１）の虫になるな

　愛（２）とは完全なる神の顕現　知識とは完全なる覆い






愛の熱烈さからである　宇宙の賑にぎわいは

知識は神々の属性を語り　愛は至高神の姿を見せる

安息と安寧は愛から　生と死も愛から

　知（３）識は問いを促し　愛は答えを隠す






王権　清貧　宗教は　すべて愛の奇（４）跡

王（５）冠や指輪の主ぬしは　愛の劣った奴隷

愛（６）は家でありその住人　愛は時でありその大地

　愛とは完全なる確信　確信は戸口を開ける鍵






愛（７）の原則では止とどまる悦楽は禁忌（８）ハラーム

台風の騒ぎは如法（９）ハラール　海辺での逸楽は禁忌

愛での落雷は如法　愛での実りは禁忌

　知識とは書の息子　愛とは書の母







◎８愛もイクバールの詩の中で、自我や清貧のように重要で、イクバールは愛の讃美者である。自我の養育も愛によると考え、人間生活の一番の動力としている。

　　イクバールは人間生活に知性も愛も不可分なものと考えているが、愛に優位性を与えている。この詩でもそれを示している。









（１）本では真実がわからないので。

（２）愛は人を神の所まで行かせて幕を上げさせ神を見せるが、知識はそれができない。

（３）生や死の秘密を解くのは愛で、知識はそれについて表面的な質問をするだけである。

（４）成果や業績である。

（５）王冠を着ける大王も、恋人の前では無に等しい存在である。

（６）愛はすべてでありすべてを支配する。

（７）愛の原則は以降で示すとおり、常識や知性の反対である。そのため次の二行目の台風の騒ぎ、三行目の愛での落雷は如法である。

（８）イスラーム法での禁止行為。

（９）イスラーム法で許容されたもの。









９　イスラーム諸学における法解釈イジティハード








インドで宗教の知恵を誰もがどこから学ぶのか

神（１）学の喜びはどこにもなく　思想の深さはどこにも見えず






熱（２）血漢の集まりにかつての熟考の大胆さはどこに

残念　隷従と追随　探究心の崩壊では






自（３）ら変わらず　クルアーンの方を変え

マッカの律法学者たちは神佑（４）しんゆうから見放され






こ（５）れら隷従の者たちの言い分は　聖なる書に欠陥がある

なぜならそれは敬虔なムスリムモミンに隷属の仕方を教えていない







◎９イジティハードとはイスラーム諸学において、時代に即し学者が知識と思索を通して行う解釈である。このことに関してイクバールはインドのイスラーム教徒が隷属の時代にした法解釈を述べ、彼らの宗教的関心が隷従で薄れてしまったことを悲しんでいる。









（１）（聖・俗の）学者たちウラマーの中に。

（２）スーフィーたちの集まり。

（３）律法学者たちは神佑から見放されており、自らを本来のイスラーム教徒に正す代わりにクルアーンの解釈の仕方を変えている。

（４）アッラーの助け。

（５）隷属に慣れ過ぎてしまったためにこのような出鱈目を言う。聖なる書とはクルアーンのことで、隷従・隷属ではなく、支配を教えるためにムハンマドに下された神の啓示である。









10　感謝と不満








わたしは愚かな僕しもべですが感謝いたします

わたしは清（１）浄な天界と関係があります






わたしは人々の心に覚醒の波を立たせました

ラ（２）ーホールからブハーラーやサマルカンドまで






わ（３）たしの息吹きのせいで　秋でも

夜明けにさえずる鳥たちはわたしと一緒で幸せそうです






で（４）すがあなたはわたしを　こういう国に産んでくれました

僕しもべたちは奴隷であってもみんな喜々としているこの国にです







◎10イクバールはアッラーとの謁見の場で心の苦痛の表現をした。すなわちわが民族は外国への長い間の隷属の結果、被害者意識がなくなり魂が死んでしまったと。









（１）神の本体以外何もない。

（２）インド亜大陸より中央アジアまで。

（３）衰退していて苦痛に満ちたわが民族の人々は、わが詩で元気になっている。

（４）この最後の対句がこの詩の心である。どの民族も隷属下に置かれることは不名誉なことであるが、それを喜ぶようになってしまっている。

　　アッラーの僕はイギリス人の僕にはなれないのに。









11　唱念ズィクルと瞑想フィクル








唱（１）念と瞑想はスーフィー求道者の探究の一里塚

その威厳に対し「こ（２）れらの物の名を言ってみよ」が現れだ






唱念の到達点はル（３）ーミーやア（４）ッタールの境（５）地

瞑想の到達点はブ（６）ーアリースィーナーの境（７）地






瞑想の果実は時（８）間や空間の発見

唱念の成果は「（９）至し高こうの御お方かた　あなたの主あるじの御み名なを讃たたえなさい」の言葉







◎11唱念ズィクルと瞑想フィクルはスーフィー求道者や敬虔なムスリムモミンが神秘体験へといたる修行法。唱念が完璧の域に達すると高い精神的境地を得、瞑想が完璧の域に達すると高い哲学的境地を得る。これらの集まったものがイスラームである。









（１）礼拝において神の名を唱えることでファナー（消滅）やワジュド（陶酔や合一）のような神秘体験へといたる修行法である。クルアーン第33章41節参照。

（２）アーダム（人間）の偉大さを天使たちに示すために神が天使たちに言った。クルアーン第２章31節参照。

（３）ペルシア文学最大の神秘主義詩人（一二〇七～七三年）で、そのペルシア語のクルアーンとされる神秘主義詩の『精神的マスナヴィー』にイクバールは多大な影響を受ける。

（４）ペルシア文学の中で代表的な神秘主義詩人（一一四五～一二二一年）で、その詩はいずれも美的霊感に満ちて後代の神秘主義者に多大な影響を与える。

（５）両者は精神的な高さの境地を得ている。

（６）イブン・スィーナー（九八〇～一〇三七年）のこと。Ⅰ５（16）既出。

（７）哲学的な高さの境地。

（８）これらの真実を知ること。

（９）跪き拝はいである。それは神を称えることであり、次の言葉となって表れている。クルアーン第87章１節参照。









12　マッカの聖域ハラムにいる学者ムッラー








神の所まであなたの接近があってもな（１）んら不思議でない

だがあなたの目から人（２）間の位置が隠されていては






あなたの祈りに威（３）厳も優雅さも残っていない

あなたの礼拝告知アザーンにわ（４）たしへの夜明けのメッセージがない







◎12宗教の知識も充分でないのにイスラーム教徒の指導をし、マスジドの中で礼拝の先導を行っている者に対して。









（１）ムッラーに対する皮肉。

（２）人間の位置がわからないから神まで届かない。人間は神の代理人とされている。クルアーン第２章30節参照。

（３）それを見た人の心の中に祈りの気持ちが生じる。

（４）敬虔なムスリムモミン以外の者からのわたしへのメッセージは役立たない。









13　運命








無能者が時々　力と栄光を手にできる

才能ある者がこの世で時々　零落の様子を見せる






おそらくその動きの中に何か意図が隠されているのだろう

だが運命はその意図に従っているようには見えない






そ（１）のとおり　だが誰にでも明らかなことは

諸民族の歴史はわれわれの目から隠されていない






「そ（２）の視線は毎瞬　諸民族の動きに注がれ

　その視線は諸もろ刃はの剣つるぎのように鋭い」







◎13運命について人々が普通考えることがまず提示され、その後、真の運命について語られる。









（１）この三番目の対句の意味は二番目とは反対で、諸民族の盛衰は歴史に明白に表れていると言う。

（２）最後の対句で運命の正しい概念を示す。運命を成功に導くか否かはその行為のいかんによる。すなわち運命は自ら変えない限り、決して変わらない。クルアーン第８章53節参照。









14　神の唯一性








生きた力であった　この世でこの神の唯一性トゥヒードは　かつて

だが今日ではどうか　単に神学上の問題になっているだけ






もし行為の曖昧さが　そ（１）の光で明るくされないと

イ（２）スラーム教徒の立場が　イスラーム教徒自身から隠される






わが軍の隊長よ　わたしはおまえの軍を見た

「神（３）は唯一なり」の剣がない　その鞘さやに






残念　ムッラーも律法学者もこの秘密がわからない

行（４）為の一貫性のなさは　思想の一貫性が未熟なせい






民（５）族とは何か　民族の指導者とはどういうものか

それを教えられるか　ああこんな哀れな礼拝の先導者イマームたちでは







◎14かつてのイスラーム教徒には神の唯一性につき、理解と実行力があった。今は実行力を欠きイスラーム教徒が虚弱になっている。









（１）神の唯一性の光で。

（２）どんな目的で世界に送り出されてきたか。

（３）その精神がイスラーム教徒の中に見えない。

　　アッラーは唯一である。クルアーン第112章第１節参照。

（４）宗教指導者は神の唯一性は口にするが行動が伴わない。そのせいで思想と行動の一致がなく偽善に見える。

（５）地域を基礎とするより宗教や血縁に基づく集団。









15　知識と宗教








その学問は自らの偶像に対し自おのずとイ（１）ブラーヒームの役

神はそ（２）れを心と目の友としたが






時は一つ　生も一つ　宇宙も一つ

だがそれを現（３）代や過去の話にしてしまうのはものが見えてない証拠






花（４）園で蕾つぼみの生育はありえず

もし朝露の滴しずくがそよ風の連つれでないなら






その知識は貧弱　もし関係がないなら

カ（５）リームへの神の顕現と哲学者の観察とが







◎15イクバールは学問と宗教を関係づけようとする。









（１）ナムルードの時代、イブラーヒームは偶像をすべて破壊した。そのように正しい学問は自らの中にある偶像を破壊する。

（２）クルアーンやムハンマドの言行録であるハディースなど。

（３）すべてが神の唯一性のように一つである時、現代や過去に分けて考えるのは不適切である。

（４）蕾が開花するには朝露だけでなく朝風も必要。すなわち両方の助けがあって蕾が開花するように知識は宗教と調和しない限り充分にならない。

（５）カリーム（「神と話をする者」の意）はムーサーの称号。ムーサーはクルアーンに登場する預言者の一人。

　　ムーサーが山で神の栄光を見た「神の顕現」（クルアーン第７章143節）と学者の知的目撃がそろわない限りそれは学問ではない。目の輝き、心の清さのためにあるのが宗教である。









16　インドのイスラーム教徒








バ（１）ラモンはイスラーム教徒を国の裏（２）切者と言い

イギリス人はそれを物（３）乞いと考えている






パンジャーブの預（４）言者を語る者のイスラーム法は

これらかつての敬虔なムスリムモミンは不信の徒だと言い






いつどこから神の声があがるのか

「わがみじめな心は混乱に捕われている」







◎16一九三〇年代後半におけるインドのイスラーム教徒の様子である。









（１）カースト社会の最高位を占め、祭式執行と学問の教授を職業とする。

（２）ヒンドゥー教徒には、当時のイスラーム教徒はイスラーム教徒独自の単一国の成立を希望し、インド独立運動に対し非協力的と映った。

（３）イギリスに職を求めたり、イスラーム教徒の議席を増やす請願もしていたので。

（４）ミルザー・グラーム・アフマド（一八三五～一九〇八年）が19世紀末、北インドでイスラーム改革復興運動を起こし、自らをイスラーム社会の再生者となるべく約束されたメシアでありマフディー（共に「救世主」の意味）であると唱えた。その教義は従来のイスラーム教徒から反発、反論を呼んだ。









17　刀剣所持の自由化宣言に際して








イスラーム教徒の男性諸君　考（１）えたことがあるか

鋼鉄の鋭利な剣とはどんなであるか






こ（２）れがその両（３）半句の最初の半句とするなら　そこに

神の唯一性の秘密が隠されているとしよう






後の半句が余計　気になる　わたしには

どうかみなさんに　そこで清（４）貧の剣が与えられますように






この剣（５）も手に入れば　敬虔なムスリムモミンが

勇敢なハ（６）ーリドにも　勇猛なア（７）リーにもなれる







◎17一八五七年イギリスはインド大反乱を鎮圧すると、全インド人から武器を取り上げた。しかし一九三五年パンジャーブ人は武器を持ってもよいとの許可が出された。この詩はその時のものである。









（１）剣を持つ許可を与えられたが。

（２）刀剣の意。

（３）二つの半句で一つの対句を形成する。

（４）鋼鉄の剣の他に托たく鉢はつ僧そうの生き方が与えられますように。

（５）神アッラーは三つの賜物、すなわちクルアーンと秤はかりと鉄を預言者に下した。前の二つは神の道を維持して真理の道を極める助けとなり、後の鉄は剣となり敵と対戦する時の装備となる。クルアーン第57章25節参照。

（６）〝神の剣シャイフ・アッラー〟として知られるハーリド・イブン・アル・ワリード（五九二～六四二年）は初期イスラーム教徒軍指揮官で、ウフドの戦いやヤムルークの戦いなどに勝利をもたらした。

（７）第四代正統カリフ（在位六五六～六六一年）でその勇猛さも有名。









18　聖戦ジハード








シ（１）ャイフの教（２）令が出た　現代はペンの時代である

この世で今　剣は有効でないとの教令が






だがシャイフ殿はわからないのか

イスラーム寺院で今この説教は役立たずでやり甲斐がないのが






刀剣や鉄砲が今　イスラーム教徒の手の内のどこにある

あるとしても　その心が死の美味を知らないでは






邪教徒の死でも心が揺れる

そのような心に誰が言えるか　イ（３）スラーム教徒らしく死すべしと






彼（４）らに聖戦を止めさせる教育をしなくては

この世を血に濡れた爪先で危険に陥れるので






偽りの威光と威勢を維持するため

ヨーロッパ人は肩から腰まで鎧よろいで身を固め






キリストの肩を持つシャイフに聞く

東洋で戦いが悪徳である時　西洋でも同じかと






神を信じるなら　このことは相応ふさわしいのか

イスラーム教徒には尋問　ヨーロッパ人には見逃しが







◎18この詩でイクバールはイギリス人を擁護する結社に次のような質問をしている。もし聖戦が悪いことならあなたがたはヨーロッパ人に聖戦の放棄の勧告をなぜしないのかと。友よ聖戦の考えを心から捨ててしまえとなぜ言うのかと。









（１）スーフィーの師、スーフィー教団全体の長、個々の修行場の長などの呼び名。

（２）この教令を出したのは、イスラーム改革復興運動を起こしたミルザー・グラーム・アハマドの教団。同教団の教義では、聖戦ジハードは精神的な闘争に限定され武力闘争は否定された。Ⅰ16（４）既出。

（３）殉教すること。神の道に奮闘努力して死して信仰を証すること。殉教者はアッラーの大いなる祝福を受ける。クルアーン第２章154節、第３章157節、第22章58節参照。

（４）イスラーム教徒に代わってヨーロッパ人に。









19　権力と宗教








ア（１）レクサンドロス大王やチ（２）ンギス・ハーンの手で

幾度も人間の長なが衣ぎぬが引き裂かれてきた






諸国民の歴史のメッセージとは永遠の昔よりこうある

洞察力ある方よ　権（３）力の陶酔は危険だ






その台風や暴風の前では

理性や知性　見識もなにもかも塵ごみやちり同然






宗（４）教より自由になると致死量以上の毒

宗（５）教の保護を得て毒消しとなる　権力は







◎19権力と宗教の相互関連を明らかにしている。









（１）Ⅰ７（２）既出。

（２）13世紀初期モンゴル高原に興り、中央ユーラシアに拡大したモンゴル帝国建設者テムジン（一一六七～一二二七年）のことで、全モンゴルのハーンに即位するとチンギス・ハーン（在位一二〇六～二七年）と称した。

（３）権力が誰かの手に入った時、権力を得た者に善悪の区別を期待するな。

（４）力や権力が神の束縛から離れると危険この上ない。

（５）正当な理由による以外は、アッラーによって禁じられた者を殺してはならない。クルアーン第17章33節参照。









20　清貧と王制








清（１）貧の人は戦場に武器を持たず来る

その胸に健全な心が宿ればその一撃は致（２）命的






そ（３）の大胆さと不安はふくらみ続け

いつの時代でも　フ（４）ァラオとカリームの話は新しい






やがておまえの時代も来る　気概ある清貧の人よ

ヨーロッパ人の魂は金銀の欲望の餌食となった






愛と陶酔はわたしに魂の抑制を禁じた

そよ風なしでは　蕾の結び目が解けないので







◎20イスラームの魂である清貧と王制との比較をしている。









（１）ここではスーフィー托鉢僧ダルヴィーシュのこと。一般に清貧の人とは、汚れのない心をアッラーに捧げられる人である。クルアーン第26章88～89節参照。

（２）強権的な力を持つ者も打ち負かせる。

（３）清貧の人の大胆さ。

（４）偽の力を消すため専制君主ファラオとカリーム（預言者ムーサー）との戦いが続く。

　　ファラオ（古代エジプトの支配者の総称）は、クルアーンでは非情な専制君主とされ、ムーサーとの関わりの中で出てくる。ファラオに追われたイスラエルの民とムーサーが紅海を歩いて渡る（第２章50節参照）。アッラーから遣わされた使徒であることをファラオに認められず虐げられたムーサーが最終的に救われる（第７章104～141節参照）など。









21　イスラーム








イスラームの魂とは自我の光であり自我の火である

自（１）我の火とは人生を過ごすに光となり神の存在を示す






こ（２）れこそがすべてのものの掟　顕現の根本

神の力がこの魂を隠してしまっているとはいえ






もしヨーロッパ人がイ（３）スラームの語ことばを嫌うなら　そ（４）れもよし

〝気（５）概ある清貧〟　これこそこの宗教のもう一つの呼び名だ







◎21〝気概ある清貧〟がイスラームの別名だとイクバールは述べる。

　　イスラームとはアラビア語の〝帰依する〟が語源で、唯一神アッラーとその使徒であるムハンマドを信じ、聖典クルアーンの教えに従って生きることを意味する。









（１）自我に目覚めた人は自分の中に神の存在を感じ、さらにそれを目撃する。

（２）自我の光と自我の火。

（３）イスラームの命名は、マディーナ最後期のクルアーン第５章３節に明言されている。「今日われはあなたがたの宗教を完成し（中略）あなたがたのための教えとして、イスラームを選んだのである」

（４）違う呼び名の語ことばを使うので。

（５）清貧とは普通の意味では困窮。神秘主義的な意味では現世のものに対する欲求はなく、ただアッラーのためにだけ人生を送ること。イクバールはイスラームと清貧を同一なものとし、清貧を修道生活、世を捨てることと考えていた人々の考えを清貧に向けさせた。









22　永遠の生命








人生が貝なら　自我は春（１）の雨の滴

滴を真珠にできない貝とは何たるものか






自（２）我が自己の認識や育成　確立を得るなら

おまえに死が来ても死（３）がないことも可能だ







◎22永遠の生を得る手順を語る。









（１）ペルシア文学の伝統では春の季節の雨の滴が真珠貝に入ると真珠になると言われている。

（２）自分の宝である自我を認識し、それを利用して自分自身を完璧にまで到達させ、さらにその位置を確立させて活動する。

（３）殉教者やスーフィー聖者のように他の姿となって生きる。









23　王権








誰がわかるか　たくさんの修（１）行の段階があることが

クルアーンの魂が覆いなしで現れている清貧には






自（２）我に征服者の威厳が見える時

それこそ王権と言える段階である






こ（３）の段階こそ敬虔なムスリムモミンにとり力の試金石となる

この段階を通り　人間が神の影となる






これは暴力や怒りでなく愛や陶酔である

暴（４）力や怒りでは可能でないので　支配は






おまえは隷属に巻き込まれてしまった

お（５）まえは清貧の見張りができなかった






月のように額に輝いていたが　跪（６）拝の跡は

西欧人は買い取ってしまった　そ（７）のイスラーム教徒の証あかしを






その輝きで　月や太陽の敵となったが

おまえの星々の中に　今（８）あの輝きがない







◎23王権には、暴圧や怒りに基づいたものと、清貧に基づいたものがあり、極上の清貧に基づいたものが最上の王権となる。

　　ボーパール（リヤーズ・マンズィル）にて書く。









（１）クルアーンの精神を人生に取り込むことで生じる清貧には、修行のたくさんの段階がある。

（２）敬虔なムスリムモミンは自らの中に清貧の威厳を生むと、自分の中にどの位優れた力があるかわかる。この圧倒的威厳を自覚した段階を王権と言う。

（３）敬虔なムスリムモミンが王権を試金石に自分の力を試し、耐えられれば、敬虔なムスリムモミンは神の影（神の代理人）となる。クルアーンに「われは地上に代理人を置くであろう」（第２章30節）とある。

（４）暴力や怒りでは肉体的な支配は可能だが心の支配はできず真の王権に反する。

（５）神の力はおまえを他の者の被支配者にさせてしまった。イスラームの美点である清貧の擁護をしなかったので。この対句はこの詩の要。

（６）敬虔なムスリムモミンは跪拝の時、きちんと額を床に付けるのでやがて額に痣あざとなって残る。

（７）イスラーム教徒は自分の利害のためイスラームの精神を捨ててしまい、イギリス文化の旗手になってしまった。

（８）清貧の見張りがされなくなってしまったので。









24　神秘主義者スーフィーへ








あなたの視線には奇（１）跡の世界がある

わたしの視線には現（２）実の世界がある






思惟の世界は不思議だ　だが

もっと不思議だ　生（３）死の世界は






驚くべきことでない　あなたの目がそれを変えても

あなたを呼んでいる　可（４）能性の世界が







◎24イクバールは、隠遁生活を好み科学や現代の学問に無知になってしまった行動のない神秘主義者スーフィーたちに語りかけて言う。









（１）奇跡を示せば人々が集まってくると考えて、あなたは奇跡の世界に没頭している。

（２）わたしの関心は日夜新しく起こってくる出来事である。

（３）思考の世界に時を過ごすことは確かに不思議だ。だがそれ以上に実際に起こる生死の方が不思議だ。神アッラーは誰の行いが優れているかを見るために生死を創った。クルアーン第67章２節参照。

（４）あなたは想像の世界を捨てて可能性の世界に向かってもよい。ヨーロッパの科学者たちの目は完全に物質主義なので、あなたの目の力でその闇の中に精神の光を当てることができる。









25　西洋かぶれ








⑴






おまえの存在は徹頭徹尾　西欧の顕現

おまえはそこの建築家の作った建物






だがおまえの土（１）の肉体には自我が空から

ただ鞘だけだ　唐草模様の　剣なしの






⑵






おまえの目で神（２）の存在は証明できないと

わたしの目ではお（３）まえの存在は証明できない






存在とは何か　自（４）我という宝の表れだ

いいかよく考えよ　おまえの宝は表れていない







◎25⑴で西欧の文化に耽溺たんできし自分を失ってしまった若者に対し語る。⑵で彼らの弱点を思想の面から明らかにしている。









（１）最初の人間であるアーダムは泥や陶土で創られた。クルアーン第７章26節参照。

（２）西欧の学問を学んだおまえは神の否定者となってしまった。なお、クルアーンに、神アッラーを忘れた者のようであってはいけないとある。第59章19節参照。

（３）頭の先から爪先まで西洋文化とその物質主義に影響されて。

（４）おまえには自我がない。自我が動き始めて人間の存在は始まるので。









26　スーフィズムタサウウフ








これら天使のような清らかな知　これら神の世界のような理性

だが（１）マッカ聖域ハラムの苦痛の治療にならないなら　なんにもならぬ






これら真夜中の唱（２）念　瞑（３）想　陶（４）酔

おまえの自（５）我の番人にならないなら　なんにもならぬ






月や星々を手込めにしてしまう知（６）能

隠れた恋の騒ぎの仲間にならないなら　なんにもならぬ






知（７）恵が「神はなしラー・イラーハ」と言っても　得るものはなく

心や目がイスラーム教徒の心や目にならないなら　なんにもならぬ






わが言葉が分（８）裂ぎみに見えても　なんら不思議でない

夜明けの光が分（９）裂ぎみに見えないなら　なんにもならぬ







◎26スーフィズムの真実を述べる詩。スーフィズムとは内面を重視する思想・運動。神との合一のような非日常性だけでなく日常生活の指針となるものも含むため、非日常性に限定した訳語「イスラーム神秘主義」は適当でない。

　　ボーパール（リヤーズ・マンズィル）にて書く。









（１）それらの知性や理性がイスラーム共同体の役に立たぬようではなんにもならない。

（２）アッラーの名を含む章句を唱えること。

（３）アッラーに思念を集中し、アッラーを内観すること。

（４）神の愛や神との合一に沈潜する心的状態。

（５）これらのことがイスラームやイスラーム教徒に奉仕するものにならない限り。

（６）奇跡を起こし空まで征服する知能があっても愛の気持ちを起こさせないものでは価値がない。

（７）信仰告白を口でするだけで心や目が加わってない信仰告白。

（８）脈絡のない様子。

（９）広く拡散しないなら。









27　インドのイスラーム








ただ思（１）想の唯一性だけで生きている　イスラーム共同体は

そのせいでその唯一性が消えてしまうような啓示　それは背（２）教






その唯一性の擁護には腕（３）力なしでは有りえない

ここでは少しも役立たない　天賦の才能などは






神（４）の僕しもべよ　おまえはそ（５）の力を得ていない

どこかの洞穴に籠もり　アッラーの名を唱えているのがいい






零落や従属　そして永遠の絶望

神（６）秘主義タサウウフがこうであるそういうイスラームを作るのがいい






インドで跪（７）拝の許可を持つ礼拝先導者ムッラーは考える

イスラームはここではなんと自由かと愚かにも考える







◎27「16インドのイスラーム教徒」の中でインドのイスラーム教徒の状態を解説しているが、ここではその輪郭を示している。









（１）宗教や理想が一致している。

（２）共同体の誰かが思想の唯一性を壊す啓示を得てそれを他に伝える行為は背教である。

（３）共同体が唯一性を持つためには支配権力を必要とする。

（４）スーフィーを指す。

（５）共同体の唯一性を保つ力を持っていない。

（６）神の唯一性も守れなくなってしまったイスラーム教徒に自分に合った偽の神秘主義を作ったらと皮肉る。

（７）イギリスの統治上の政策であったにもかかわらず、またインドという戦いの家の中にいたのにもかかわらず、単に跪拝ができるという末梢的な自由を本物の自由と考えてしまっている。









28　ガザル








それを再び生き返らせよ　死（１）んだ心は心でない

これこそがイスラーム共同体の古（２）い病いの治療の極意






おまえの海に安息がある　だがこれは安息か魔術のせいか

鰐（３）わにもいず　台風もなく　岸辺の荒れもない






おまえは天（４）の心をまだ知らない

星々の瞬きもおまえを不安にしない






わ（５）が夜明けの歌がおまえの葦の茂みに投げ入れた

隠れていた火花を　わが消えかけの灰の中に






昨日きのうと明あ日すのこの世界が見えてくるだろう

わたしのように　珍（６）しがりやの気持ちをもつ人に







◎28世界中のイスラーム共同体の衰退を憂慮して述べる。









（１）生の魂が死んでしまい、心がなくなった。心ある者、耳を傾ける者への教訓がある。クルアーン第50章37節参照。

（２）隷属の病い。その治療には心の中に強力な解放の感情を生まねばならない。

（３）力の強い鰐は古代エジプトで神格化される一方、その獰猛どうもうな習性から恐れられた。ここは「おまえには、覚醒や独立への熱望に対し、鰐の激しさが見えない」の意。

（４）天が隠し持つ秘密。すなわちすべての人は自由な生活を送らねばならない、そしてそのため自由を獲得せねばならないという叫び声。

（５）それ故、わたしはおまえを慌てさせる準備をした。

（６）わたしの視点で世界の真実を考えようとする人には世界の体系の秘密が見えてくる。









29　世界








わ（１）たしにも見える　これらさまざまな眺めが

あれは月でこれは星　あれは石でこれは宝石






わが洞察力も　このように（２）教令ファトワーを発する

あれは山でこれが川　あれが空でこれは大地






だが本当のことをわたしは隠しておけない

お（３）まえの存在はあるがおまえに見えているものの存在はない







◎29人間の自我の存在は真実である。すなわち自我は残るがそれ以外宇宙のすべてのものは消え去る。人間も消え去るが他との違いは人間には自我があるということ。









（１）視覚を使うと他の人のように。

（２）イスラームにおいて法学者が一般信徒の質問に対して、口頭または書面で提示する法学的な回答。

（３）おまえとは人間のこと。人間以外はすべて夢まぼろしである。人間以外は自我を持たないので。人間のために神はすべてを創った。すべてのために人間を創ったのではない。山や川もすべておまえの奉仕者。おまえはそれらを自我の完成のために使え。クルアーン第２章29節参照。









30　礼拝








時代ごとに装いを新たにして出てくる

人間は老いるにしても　ラ（１）ート神やマナート神は若い






この一回の（２）跪き拝はい　それをおまえは億おっ劫くうにしているが

千回の跪拝より人間を救ってくれる







◎30礼拝の真実を述べている。すなわちもしイスラーム教徒が誠意をもって神に帰依するなら他から何かを欲しがる必要がなくなる。









（１）イスラーム以前、マッカのカアバ聖殿には多くの部族の守護神像が置かれ崇拝されていた。クルアーンにはアッラート、ウッザー、マナートなどの神々の名前が挙げられている（第53章19～20節参照）。アッラートはウルドゥー語ではラート神となる。

（２）礼拝の動作の平伏礼のこと。額を床につけ平伏し、神に対し〝至高なるわが主に栄光あれ〟と三回唱える。









31　啓示ワフィ








元手のない知（１）性は（２）イマームの地位イマーマトにふさわしくない

推（３）測や臆測が道案内では人生の営みはみじめだ






おまえの思考には光がなく　行動の情熱には基（４）礎がない

これでは難しい　人生の暗い夜が明るくなるには






よくも悪くも（５）事ことの結び目はどうして解ほどけるか

もしも人生自身がその秘密の注釈者でないなら







◎31啓示の必要性を証明しようとしている。啓示とは唯一神が預言者を選んで人間に言葉を与えること、またその言葉のことである。イスラームではその言葉はクルアーンであり、生涯それに従っていくことがイスラームで救済にいたる唯一の方法とされている。

　　ボーパール（リヤーズ・マンズィル）にて書く。









（１）知性は情熱のような相手側に働きかけるものがなく、指導者としては不充分である。

（２）礼拝の先導者の地位。

（３）推測や臆測は真理のような確実性がない。クルアーン第53章28節参照。

（４）一つが考え判断する力、もう一つが目的や理想。

（５）正しい指導がないと人間は人生の道をいかに決められるか。その指導を得ようとするのが人生の要求であり、それに答えるのが啓示である。啓示を受けて扉が開く。









32　敗北








神秘主義者スーフィーの中に（１）聖戦士ムジャーヒドのような情熱がなくなった

「わ（２）れは、あなたがたの主ではないか」　この酔いが不活発の言い訳では






町の律法学者が修（３）道生活を余儀なくされた

イスラーム法の戦いが面と向きあう戦場では






人（４）生の混乱からこれら男たちの逃避行

もしこれが敗北でないなら　どんなことだ　敗北とは







◎32イスラーム教徒に敗北の真の姿を理解させようとしている。









（１）聖戦ジハードを行う者。神アッラーのために自分の財産や生命を捧げて戦う者は神の目から最高とされる。クルアーン第４章95節参照。

（２）神のこの言葉（クルアーン第７章172節参照）に対し、「あなたがわが主」との思いに安住し、イスラームの本来の姿を忘れて現実の世界から遠ざかってしまった。

（３）ウラマーも律法学者も言葉では修道生活を否定しても生活様式が非イスラーム的になり聖戦士になる勇気を失った。

（４）人間は苦労するように創られている。クルアーン第53章39節、第90章４節参照。









33　知能と心








泥（１）でできたものにも光（２）でできたものにも知恵の支配がある

どんなものもこの天賦の知能の支配から抜け出せない






この世は永遠の昔からこの威厳の虜とりこ

だが毎瞬　知恵と争う心（３）がある







◎33知能や知恵と心との相互関係を述べる。









（１）人間の意。人間は泥で創られた。クルアーン第７章12節、第15章26節参照。

（２）天使の意。クルアーンでは天使が何から創造されたかは明言されていないが、ハディース（ムハンマドの言行録）によれば光からとある。

（３）知恵や知能は真理である心には太刀打ちできない。クルアーン第53章28節参照。









34　主役の陶酔感








神秘主義者スーフィーはただ修行法の気持ちに陶酔し

イスラーム寺院の教師ムッラーはただイスラーム法シャリーアの言葉に陶（１）酔し






詩人の声は死にかけ　生気や味がなく

独り善がりの思いに耽ふけり　眠りもせず目も覚まさず






あの聖戦士（２）ムジャーヒドの姿が見えず　わたしには

あの血管にただただ主役の陶酔感を満たしている







◎34イクバールの目に見えるスーフィー、ムッラー、詩人たちの陶酔感を示し、四番目の陶酔となる聖戦士の陶酔を見ることを望む。









（１）スーフィーにもムッラーにもあるのは気持ちや言葉だけの陶酔で、行為から来るものはない。

（２）イクバールはその姿を見ることを望む。聖戦士についてはⅠ32（１）に既出。









35　墓








墓（１）の寝間では性に合わなかった

世を捨てたスーフィーカランダルには土の下では安楽が得られない






天の静けさが墓にはあるが

天のような解放感や広がりはそこにはない







◎35世を捨てたスーフィーカランダルは神の光明を持ち限界を嫌う者とイクバールは考えている。11世紀以降、そのようなカランダルがイスラーム世界各地においてみられるようになった。社会の外面的規範を無意味なものと考える。









（１）イスラームでは、遺体は顔をマッカの方角（キブラ）に向けて土葬する。なお、神の道で落命した者は死後も生きていると考えられる。クルアーン第２章154節参照。









36　世を捨てたスーフィーカランダルの識別








侠気あふれるスーフィー托鉢僧ダルヴィーシュは世の人々に言う

神（１）の僕しもべが行くところ　おまえも行け






わが混乱はおまえの力を越す

カランダルの住すみ処かをよ（２）けて通れ






おれは舟や船頭はいらぬ

もしおまえが早瀬なら速（３）さを落とせ






わが「（４）神は偉大なりアッラーフ・アクバル」の叫びが　おまえの魔法を壊さなかったか

おまえにこの言葉を翻ひるがえす勇気があるなら　翻してみよ






太陽や月　星々の運（５）行係だ　カランダルは

日々の乗り物でなく乗り手だ　カランダルは







◎36カランダルの特徴を時空を支配する者と述べている。イクバールの作品の中にカランダル、モミン、ファキール（托鉢僧）、神に陶酔する者、神の僕しもべなどが出てくるが、すべて同義語で、それらは各々の自我を完成させている。









（１）敬虔なムスリムモミンに従わねばならない。

（２）無事であることを望むなら。

（３）わが威厳はムーサーが海に命じて人が通れるよう海を二分したように流れに命じることができる。クルアーン第20章77節参照。

（４）クルアーン第34章23節参照。

（５）天体の計算係ですべてを支配する。すなわち他の言いなりにならず自分の意のままに行き、時をも支配する。

　　神アッラーは太陽と月を従わせて定められた期間に軌道を運行する。クルアーン第31章29節参照。









37　哲学








若（１）者の考えが見づらくも見やすくも

カ（２）ランダルの目に隠されることはない






わたしはわかる　お（３）まえの様子が　わたしも

しばらく前　その道を通ってきたので






賢明な人は文（４）脈のねじれに捕われない

潜水夫には母貝でなく真珠が入り用なので






ただ狂（５）人の集まる場所だけで生まれる

炎（６）は火花から得られるとする知性は






心が行うねじれた意味の確認

真珠の輝きより　価値で勝る






死んだものかそれとも臨終のものかだ

肝（７）臓の血で書かれなかった哲学とは







◎37哲学の真実を述べ、哲学とは理性の探究の別名であると言う。正しい哲学とはその確認を心が行うとしている。









（１）当時のカレッジで学ぶ学生に語りかけている。

（２）イクバール自身を指す。

（３）西洋かぶれの若者の様子。

（４）一語一語に捕われず意味の関連を重視する。

　　哲学を論じると応々にして言葉の遊びとなる。アッラーはそれを喜ばない。クルアーン第64章３節参照。

（５）本の知識からでなく人の集まる社会から知性は生まれる。

（６）ムーサーは家人と旅をしている時、トール山のかたわらに一つの火を認める。クルアーン第28章29節参照。

（７）人間の心や魂が確認をしなかった哲学。









38　神の人たち








自（１）由人とはその一撃が致命的な攻撃力を持ち

そ（２）の戦いは狡こう猾かつさや奸計に基づいていない






この世の始まり以来　自（３）由人の性格の中に一緒にある

無欲な生活と粗末なガウン　それに豪華な王冠とが






時を経て太陽となる

その（４）土つち塊くれの中にあの火花が隠れている






それらの存在は偶（５）像参りの心配がない

あなたの敬虔なムスリムモミンが不信の徒と同じ聖紐を身に着けて







◎38神の人たちすなわちカランダルの威厳を明示している。









（１）アッラーのために財産と生命とを捧げて努力奮闘する者。クルアーン第８章34節参照、第49章15節。

（２）イギリス人による一七八七年より一八五七年までのインドでの戦いは狡猾と奸計に基づいていたと考えられる。

（３）自由人の性格の中にはいつも托鉢僧の生き方と王の生き方から来る二つの威厳がある。

（４）人間の意。Ⅰ25（１）参照。

（５）欲を満たすために誰の前にも頭を下げる必要がない。









39　不信者と敬虔なムスリムモミン








昨日きのう　川の岸辺でわたしにヒ（１）ズルが言った

おまえは探しているのか　西洋文化の毒の毒消しを






わたしの所に剣のような一つの方策がある

よく切れる　磨かれて光り輝く






不信者の判別はそ（２）の人がこの世界に消えているかどうか

敬虔なムスリムモミンの判別はそ（３）の人の中に世界が消えているかどうか







◎39不信者と敬虔な敬虔なムスリムモミンの違いを明示している。西洋文化の毒の毒消しをするのは後者である。









（１）預言者の一人で生命の泉の水を飲み永遠の生命を得て、道案内をする。神秘主義文学においては精神の案内をする。クルアーン第18章65～82節参照。

（２）不信者はこの世界のすべてに慄おののくのですべてに礼拝する。快楽に自己を忘れ人間性も落ち、物質世界の利害に捕われて奴隷にもなる。それでこの世界に消えている。

（３）神に対する愛の情熱で現実の世界を征服しているので。なお不信者、敬虔なムスリムモミンについてはクルアーン第２章212節、第６章162節、第24章55節参照。









40　真の救世主マフディー








すべて自らつくった牢獄に投獄されている

東（１）方の恒星たちも　西（２）方の惑星たちも






キリスト教教会の司祭であれマッカ聖域ハラムの長老であれ

言葉に斬新さがなく　行動に斬新さがなく






政治家たちの手法も昔のままの繰り返し

詩人は構想力の貧困に捕われて






世（３）界は今　真の救世主を必要とする

その目が思想の世界に大激震を起こすような







◎40世界がどんな救世主を求めているかを述べる。救世主とは神意により正しく導かれた者の意で、初期には預言者ムハンマドなどを指した。その後、終末の前にこの世に現れ、邪悪によって乱されたイスラーム社会の秩序を正し、真のイスラーム共同体を築くメシア、救世主を指す。









（１）旧態依然の諸民族、特にイスラーム教徒たち。

（２）進歩的な諸民族、特にイギリスの人々。

（３）神は人が自ら変えない限り、人々の運命を変えない。クルアーン第８章53節参照、第13章11節。









41　敬虔なムスリムモミン








（この世で）






仲間の中でおまえは絹糸のようにし（１）なやかだ

だが真偽の合戦となると鋼鉄のようだ　敬虔なムスリムモミンは






その争いは天とある

土からできているが土（２）に染まらない　敬虔なムスリムモミンは






その目には雀すずめや鳩はとは獲物でない

ジ（３）ブリールやイ（４）スラーフィールを獲物とする猟師だ　敬虔なムスリムモミンは






（天国で）






天（５）使は言う　魅力的である　敬虔なムスリムモミンは

天（６）女は不満を持つ　付（７）き合ってくれない　敬虔なムスリムモミンは







◎41敬虔なムスリムモミンとはこの世でどんな威厳を持つか、また天国ではどんな威厳を持つかを語る。

　　ボーパール（水晶の間）にて書く。









（１）不信心の者に対しては強く、お互いの間では優しく親切である。クルアーン第48章29節参照。

（２）唯物論者でない。現世主義でない。この世に快楽を求めない。貪欲でない。人間が土からできていることについてはⅠ33（１）既出。

（３）四人の大天使の筆頭で最初にムハンマドに啓示を教えた。クルアーン第81章19～23節参照。

（４）四人の大天使の一人で、終末の到来時にラッパを鳴らす。

（５）神の被造物だが、神と人間の中間的存在で、複数存在し、それぞれの役割を持つ。クルアーンでは天使が何から創造されたか明言されていないが、ハディースでは光から創られたとある。

（６）天国の乙女。真珠のようで、天幕に住み、敬虔な者への褒賞として与えられる。クルアーン第44章54節参照。

（７）アッラーを喜ばせ、アッラーのために死ぬことを望んでいるので。クルアーン第６章162節参照。









42　ムハンマド・アリー・バーブ








ウラマーたちの前でバーブのスピーチはよかった

気の毒に　サマワトの発音記号を間違って読んでしまった






その間違いをウラマーたちは笑った

すると言った　みなさん方にはわたしの偉さがわからない






今わたしの指導によってみなさんは自由になりました

発音記号の捕われ人びとでしたがみなさんは　クルアーンの諸節の







◎42イクバールは独自のやり方でＭ・アリーの無知蒙昧を隠していた被おおいを引き裂いた。

　　バーブとは、一般信者から隔絶された場所でイマーム位（礼拝の指導者の位）を保持しつづける「隠れイマーム」と交信できる者を指す。Ｍ・アリーは一八四四年、自らを最後のバーブとし、イマームの再臨が近いと説いた。シーア派の一般信徒には支持されたが、ウラマー（学者たち）の反発を招き追及された。自説を主張する際クルアーン各章の発音を間違えた。四七年当時のイラン王朝により逮捕、幽閉される。その後クルアーンに代わる物として『バヤーン』を発表する。









43　運命








（悪魔と神）


イブリース






「（１）有あれ」と仰せになれば天と地がある　神よ　わたしはアーダムに敵（２）意などありませんでした

ああ　あれは　遠（３）近や遅速に捕われるだけの囚人です






「高（４）慢」な言葉など　あなたの前では出せませんでした

それに　わ（５）たしの跪拝などあなたのご意志の中にございませんでした






ヤズダーン






いつわかったか　おまえにその秘（６）密が　おまえの拒否の前か後か






イブリース






後です　存（７）在の完璧さの奇跡を示すお方よ






ヤズダーン


（天使たちの方を向いて）






この卑しいものが言っているが　それに対する言（８）い訳を

あなたのご意志に　わたしの跪拝がなかったという風に






そ（９）れは自由だったのに　強制だったと言う

あ（10）の暴君は燃える炎を　自分で煙だと言う始末だ



（イ（11）ブン・アル・アラビーの詩より）









◎43イクバールは時間や空間の問題の他に運命についても興味を持っていた。「存在一性論」や「完全人間論」を創唱したスーフィー思想家イブン・アラビー（一一六五～一二四〇年）の影響を受け、この詩はその影響の下で書かれた。









（１）宇宙を創造する時、神はこの語句を使った。クルアーン第２章117節参照。

（２）神はアーダムを創造した時、アーダムに跪拝せよと天使たちに命じたが、天使イブリースはその命令に従わなかった（クルアーン第２章34節参照）。それを受けての言。

（３）アーダムすなわち人間は時間や場所に捕われる者。

（４）明白な言葉で神の命令を拒否すること。クルアーン第２章34節参照。

（５）わたしが跪拝をしなかったことは、ヤズダーンであるあなたの喜びや意志に従ったまでのこと。それは唯一神の遵守にかなうこと。

（６）結果的におまえはアーダムに跪拝しなかったが、それは神の唯一性に通じる。

（７）宇宙や天使、人間などを創り出した方。

（８）イブリースがアーダムに対し跪拝をしなかったことの言い訳。

（９）跪拝をするかしないかの選択権は与えていた。

（10）イブリースは完全に間違って話し、自分のしたことを運命のせいにしている。自由だったのに強制だったと正反対に解釈しており、これは炎を煙だと言うのと同じだ。

（11）中世イスラームの神秘主義思想家（一一六五～一二四〇年）。スペインで生まれシリアのダマスカスにて没。宇宙を唯一神の自己顕現体とみる「存在一性論」が有名。ダンテの『神曲』に影響を与える。









44　ムハンマドの魂よ








イスラーム共同体の綴じが解ほどけてしまい

さあ語れ　あなたのイスラーム教徒は　どこへ行けばいいか






あ（１）の騒乱の快感がアラブの海になく

わたしの中に隠れていたあの暴（２）風は　どこへ行けばいいか






隊（３）商も乗り手も食糧もなく

この山や荒野から（４）駱らく駝だ引きの歌い手は　どこへ行けばいいか






この秘密をさあ明かせ　ムハンマドの魂よ

ア（５）ッラーの章句の番人は　ど（６）こへ行けばいいか







◎44イクバールはイスラーム共同体の衰退を預言者ムハンマドに述べ、その解決策を求めようとしている。









（１）アラブ民族がかつて世界を支配していた時の活気。

（２）聖戦ジハードなどの話を語り、教えること。

（３）イスラーム共同体の中に物質的な力がない。隊商とはここではイスラーム共同体を指す。

（４）イクバール自身を指す。今はイスラーム共同体の中に秩序が残っておらず隊商としての統一もない。果して人々を覚醒させられるだろうか。なお駱駝はクルアーンやハディースでも、アッラーの恵みとして高く評価されている。

（５）クルアーンのこと。

（６）間違った時はアッラーの許へ。クルアーン第４章64節参照。









45　イスラーム文明








みなさんに言おうか　イスラーム教徒の人生はどんなだか

そ（１）れは考察の高さと愛の完璧さである






太（２）陽のようにその沈むことは昇ることである

その様子は無比　時代のようにさまざまな色を取る






その中には現（３）代のような厚顔無恥がない

その中にはかつての物（４）語好きや呪文好きがない






その基礎は永遠の真理に基づく

それが人生で　プ（５）ラトンの魔法ではない






その諸要素とは神（６）聖な魂の美しさ

非（７）アラブのよき気立て　それにア（８）ラブの情熱である







◎45この哲学的な詩でイスラーム教徒の理想的な人生を描き、その特徴は最後の対句に見える三つである。









（１）イスラーム教徒の基本的な要素は考察と愛である。考察についてはクルアーン第７章185節、労苦については第90章４節参照。

（２）敬虔なムスリムモミンは一つの状態に満足せず、常に進歩の努力をしている。

（３）猥褻わいせつや厚顔無恥でなく慎み深い。

（４）迷信を好まず神の唯一性を守り、預言者を尊敬する。

（５）プラトン（前四二七～前三四七年）は人生を妄想と考えた。イクバールはそれを「この世からの逃避」となるのでよくないと考えた。

（６）神聖な魂とは大天使ジブリールの別称。その美しさとは美、善、潔白などの意。

（７）非アラブとはイランを指し、そのよき気立てとは学芸を愛すること。

（８）アラブの人々が預言者ムハンマドへの愛の見本を示したように、また自己犠牲の精神を世に示したように、アラブの人々の心は預言者への愛に満ち溢れている。









46　理想のイマーム








理想のイマーム像をあなたはわたしに尋ねてきたが

神があなたをわたしのように秘密がわかる者にしてくれますように






あなたの時代の正しいイマームとは

あなたに今（１）の時代に対して嫌悪感を抱かせるような方です






死（２）の鏡の中であなたに恋人の顔の輝きを見させ

あなたにこれ以上生きることを難しく感じさせる方です






長（３）い間の損害にあなたの血を煮えたぎらせ

清貧の砥石で研とがせ　あなたを剣にさせるような方です






だがこんなイマームでは無む垢くの輝く民を混乱させるだけです

イスラーム教徒に諸王の崇拝をさせるだけのイマームでは







◎46理想のイマーム像、すなわち現代社会が求めるイマーム像を示す。イマームの一般的な意味は、集団礼拝の時に最前例で礼拝の手本を示す人物を表す。通常はイスラーム教徒の集団を束ねる人を呼ぶ。









（１）西欧の文化の影響で非イスラーム化した現代社会。

（２）殉教の感情に酔わせ、楽園で永遠の生と神である真の恋人に会うことを願わせる。クルアーン第３章169節、第９章111節参照。

（３）幾世紀にも渡る隷従による損害。









47　清貧と修道生活








すこし違うものだ　おそらくあなたのイスラームは

あなたの目で　清（１）貧と修道生活が同じなら






修道士の安楽を清（２）貧は嫌う

托鉢僧ファキールの船は絶えず揺れ動く






魂（３）と肉体を知ることを　清貧は好む

敬虔なムスリムモミンの完璧さとは自（４）我が裸である






その清貧の存在は宇宙の試金石である

その清貧は知っている　何（５）が残り何が消えるか






そ（６）れに尋ねよ　目の前にあるもの　そ（７）れは

真実の世界なのか　それとも単なる色と匂いの洪水なのか






イスラーム教徒がこの清貧を失った時から

サ（８）ルマーンやス（９）ライマーンの富がなくなった







◎47イクバールは清貧と修道生活の相違を明らかにした。前者の要点はイスラームの原則であり、後者はキリスト教徒のものである。









（１）清貧とはこの世にあってこの世での欲望を感じる生き方であり、修道生活はこの世との断絶が第一条件である。修道生活はキリスト教徒自らがつくったものでイスラームとは関係がない。クルアーン第57章27節参照。イクバールは清貧を捨てて修道生活をする者をイスラームの信徒として認めていない。

（２）清貧の人は常に誤ご謬びゅうとの闘争で艱かん難なん辛しん苦くの中で過ごす。「本当にわれは、労苦するように創った」とある。クルアーン第90章４節参照。

（３）魂と肉体が一緒に活動して人間の存在がある。だが修道生活では肉体の養育がない。自我は魂と肉体の養育が同時に行われている所に表れるとされる。クルアーン第２章247節参照。

（４）自我の長所を見せること。

（５）修道生活ではこの判断の能力が欠ける。すなわち世を捨てているので何が混ぜ物で何が純粋か、何が利益をもたらし何がそうでないかわからない。

（６）清貧の人である托鉢僧に尋ねよ、彼は宇宙の中に隠されている何であろうと真実でないと知っているから。

（７）托鉢僧の目には宇宙のどんなものも真実ではない。

（８）預言者ムハンマドの教友（？～六五五年頃）。敬虔さで有名。

（９）クルアーンに登場する預言者の一人。旧約聖書のソロモン。ダーウード（ダビデ）の息子。その壮観と公正・正義が有名。









48　ガザル








お（１）まえの人生の元手は学芸の酔いだ

わ（２）が人生の元手はじ（３）っとしていられない心だ






思想家の奇跡とは込（４）み入った哲学

神（５）の名を唱える人の奇跡はム（６）ーサーやファラオそれにシナイ山の逸話






わたしはおまえを便宜上イスラーム教徒と呼んだが

おまえの息の中にない　最後の審判の日の熱気が






長いことわが襟元は切（７）れ切れ

今もまだおまえは冷静　わが落ち度か






恩恵を求めるなら　言葉を慎つつしめ

余計なことは控ひかえよ　見識のある人の前では






この世で決して零落はしない

その愛が大胆で　清（８）貧に気概が満ちている民族は







◎48ガザルとはウルドゥー詩の詩型の一つで、それぞれの行は共通の韻を踏む詩で抒情定型詩と訳されている。意味の点からすると二行を対句としてそれぞれの対句の意味は独立しており他の対句と関連性を持つ必要はない。

　　このガザルは六つの対句から成り、それぞれの対句でイスラームの若者に語りかけている。









（１）西洋かぶれの若者。

（２）真のイスラーム教徒の人生。

（３）神に対する愛。

（４）問題の解決にならない。

（５）唱念ズィクルを一生懸命する人で信仰に篤い人。Ⅰ11（１）既出。

（６）イスラエルの民をムーサーがファラオから救い出す話やシナイ山でのムーサーと神との会話を指す。Ⅰ15（５）、１20（４）既出。

（７）苦しい時襟元を引き千切る。

（８）信仰して善行に勤いそしむ者の恐怖は安心無事に変えられる。クルアーン第24章55節参照。









49　承認と同意








枝々からこの複雑さが明らかになっている

若木も大地の広さを感じている






土中の暗闇に満足せず

毎瞬種子は生長に恋い焦がれている






自（１）然の欲求に対し行動の道は塞ふさぐな

意味が少し違う　おまえの考える承認と同意は






生長の気力があれば　大地は狭くない

神の僕しもべよ　神（２）の国は狭くない







◎49この詩でイクバールは神の承認と同意を明らかにしようとし、人間は努力を断念してはいけないと言う。だが実際のイスラーム教徒は「アッラーの仰せに従えばよい、自ら努力をしなくてもよい」と考えている。









（１）自然の欲求とは成長で、何もしない者には承認と同意の名は与えられない。

（２）神は大地を使いやすくもした。クルアーン第67章15節参照。









50　神の唯一性タウヒードの要点








神の唯一性を語ることはできる

だがおまえの頭に偶（１）像寺院があるとどうなるか






「ア（２）ッラーの外に神はなし」に隠れている愛（３）の秘密

だが師の説（４）明の仕方が律法学者のようであるとどうなるか






真理と誤謬との間にある争いで得られる喜（５）び

おまえがその戦いと一撃を知らないならどうなるか






この世で自（６）由人の様子はどうか

おまえの目が奴隷のようになっていてはどうなるか






清（７）貧の地位は王位より格段に上

だが仕方が何か物乞いのようではどうなるか







◎50神の唯一性の長所とその受け取り方を述べる。









（１）頭の中に物欲や名誉欲があっては神の唯一性は語れない。

（２）信仰告白の句。クルアーン第28章88節参照。

（３）この宇宙にアッラーの外に跪拝するのに相応ふさわしい者はいない。アッラーにはどんな弱点もない。それ故、アッラー以外の者を崇める対象とするのは好ましくない。この事実がわかると、人々の心の中にアッラーに対する愛の感情が生じる。これが愛の秘密である。

（４）その説明の仕方はいつも難しい。

（５）アッラーの道のため奮闘努力する者はその慈悲に浴する。クルアーン第２章218節参照。

（６）アッラーの愛に没入している自由人は王をも恐れない。

（７）清貧の修行の段階における地位。王も清貧の前ではひるんでしまう。Ⅰ23参照。









51　霊感イルハームと自由民








自（１）由な僕しもべが霊感を得る者となると

その目付きは思考と行動の拍車となる






その熱い息の効き目とは

花（２）園の土も火花になる






夜（３）鶯鳥ブルブルに大（４）鷹の仕草が表れる

夜明けに鳴く鳥たちも様子が変わる






自己を知り神に酔う者との交友は

物乞いにもジ（５）ャムやパ（６）ルヴェーズの威厳を与える






だが下（７）僕への霊感から　神よ守りたまえ

それは民族の略奪者である　あのチ（８）ンギス・ハーンのように







◎51自由な僕（敬虔なムスリムモミン）への霊感イルハーム（神の啓示）は人間に利益を及ぼすがアッラーの僕でない者への霊感は害を及ぼすことがあるとし、その例を最後の対句で述べている。









（１）自由な僕とは敬虔なムスリムモミンの意。霊感についてはクルアーン第91章８節参照。

（２）安楽と安息の中にいる人を真の愛に目覚めさせ、行動へと駆りたてる。

（３）啼き声を楽しむ。春と花園に配される。

（４）鷹には精悍さ、気品、敏捷な身のこなしなどがあり、イスラームにおける権威のシンボル。

（５）古代ペルシア王ジャムシードのこと。

（６）サーサーン朝末期の君主ホスロー二世（在位五九一～六二八年）のこと。彼の治世下に最大の領域になり、ニザーミー（一一四一～一二〇九年）の叙事詩『ホスローとシーリーン』の主人公としても有名。

（７）アッラーの僕でない者、すなわち邪教徒に与えられた霊感。

（８）13世紀モンゴル帝国のチンギス・ハーン（在位一二〇六～二七年）は略奪と征服により領土を拡大させた。









52　魂と肉体








理性は長い間この難問の縺もつれに捕われてきた

魂はどんな本質から　暗（１）黒の土塊はどんな本質からなるか






わ（２）が縺れは　陶酔　騒ぎ　喜び　悲哀　苦難とは何か

あ（３）なたの縺れは　杯さかずきは酒のせいか　酒は杯のせいか






語と意味の関係は　魂と肉体との関係は

燠（４）火おきびが　自らの灰で　衣を羽織るようなものか







◎52魂と肉体との関係は常に哲学で話題となるテーマであるが、イクバールはこれら二つを別々に考えるべきではないとする。









（１）泥で創られた人間の体。クルアーン第７章12節参照。

（２）わたしは愛の人なのでさまざまな精神的状況の動きや影響を常に考えている。

（３）あなたは物質主義に染まり、それを軸に動いている。しかし鶏が先か、卵が先かのようで問題の解決にならない。

（４）燠火の全部が灰にならない限り灰の中に火が存続するように火と灰の根本は同じ。すなわち魂と肉体の根本は同じ。









53　ラーホールとカラーチー








誇り高きイスラーム教徒はアッラーだけを見る

死とは何か　現（１）世を後にする単なる旅だ






こ（２）れら殉教者の血の代償をキ（３）リスト教教会の人々に求めるな

それらの血はマッカの聖域ハラムより価値が高い






おおイスラーム教徒よ　おまえは忘れたか

「ま（４）たアッラーと一緒に　外のどんな神にも祈ってはならない」という言葉を







◎53ラーホールとカラーチーは、共に現パーキスターンの大都市。

　　19世紀インドで、西欧列強の圧力とキリスト教など宗教思想の流入に対する危機感から各種の復古主義的宗教改革運動が起きた。一九二七年、ヒンドゥー改革運動団体の一つ、アーリヤ・サマージの教徒が預言者ムハンマドを侮辱する本を書いた。それに怒ったイスラームの若者がその本を販売したラーホールの本屋を殺害し絞首刑になった。カラーチーでも同様の事件が起き、若者が殉教した。









（１）物質的世界から霊的世界への移動であり、イスラームで信仰が篤あつい人はそれを願う。来世こそが真実の生活であると考えている。クルアーン第29章64節参照。

（２）ミヤーンワリーやカラーチーで処刑された若者。

（３）イギリス政府の意。

（４）クルアーン第28章88節より引用。おまえが自分の宗教の敵に報復できるようにアッラーにお願いすることの意。









54　預言者たること








スーフィー聖者でも画（１）期的学者でもハ（２）ディース学者でも律（３）法学者でもない

だからわからない　預言者たることがどういうことか　わたしには






だがイスラームの世界はよくわかる

わたしには（４）藍色あいいろの天の心はよく見える






この今の暗黒の夜にわたしは見た

満月のように輝いている真（５）相を






そ（６）の預言者たることの教義はイスラーム教徒にとって大（７）麻の葉

その中に力と威厳のメッセージがないものでは







◎54預言者とは啓示された神の言葉を預かる者。預言者は朗報の伝達者・警告者（クルアーン第２章213節参照）として人々に遣わされる。ムハンマドは最高の預言者であり、預言者の封印（クルアーン第33章40節参照）と呼ばれた。ムハンマドの時代以降に預言者を名乗る者は偽預言者として否定される。

　　イクバールはイスラーム教徒に預言者の識別について語っている。当時、イギリス人がインドのイスラーム教徒の聖戦ジハードへの士気を消すため19世紀末北インドにミルザー・グラーム・アフマドを介してイスラーム改革復興運動を画策しており、アフマド自身、自らを救世主と考えていた。









（１）各世紀の初めに宗教を革新する者が現れるとされている。

（２）預言者ムハンマドの言行を記録したものに詳しい学者。

（３）ムスリムが遵守すべき規範の体系、イスラーム法の学者。

（４）イスラーム国家で起きていること、起きようとしていることなどの動き。

（５）対句４の内容。

（６）Ｍ・Ｇ・アフマドの教団アフマディーヤが示した聖戦ジハードの教義を精神的な闘争に限定し、武力的な戦いを否定したこと。

（７）イスラームではごく初期から麻酔薬、鎮痛剤、そして麻薬として利用された。また〝山の老人〟が麻薬の力を借りて若者たちに地上の楽園を見せて忠誠を誓わせ、黄金の短刀を授けたのち、刺客として各地に派遣するという〝暗殺教団〟の伝説を生み出した。









55　人間アーダム








その呼び名が人間である者の存（１）在と不在の魔法

それは神の秘密　言（２）葉の衣装を付けさせることはできず






時は天地創造の誕生以来連綿と続く旅である

だがこ（３）れはその動きで微塵も古びず






もし混乱しないなら　はっきり述べよう

人（４）間の存在とは　魂にあらず肉体にあらず







◎55人間の存在について。









（１）人が生まれ死ぬ、また他の人が生まれ死ぬの繰り返し。

（２）言葉で説明できない。

（３）人間の意。人間は瞬間ごとに新しい考え、思想、方策を生んでいるので。

（４）非物質的でも物質的でもなく他のもので、見識のある人だけがわかる。人間は神の代理としてこの世に存在する。クルアーン第２章30節参照。









56　マッカとジェノワ








現代　諸民族の交流が行き渡った

だが人類の同一性は目から隠されたまま






西（１）欧人の知恵の目的は共同体の分裂

イ（２）スラームの目的は人類としての共同体の育成






聖マッカはジェノワの地に問い合わせをした

諸民族の一体化がいいか　人（３）類の一体化がいいか







◎56第一次世界大戦後、国際連盟ができた。その目的はすべての民族が互いに交流を図り、平和な国際社会を築くことであったが、実際は大国による自国の利益確保の機関であった。イクバールはそれに対し批判的で、イスラーム教徒としてマッカより国際連盟があるジェノワ（スイスのジュネーブ）に一つの提案をする。西洋の知とクルアーンの知とを比較して、後者をよしとするからである。









（１）民族の優劣により諸民族の間に不和を作り、互いに離反させる結果となった。

（２）イスラームの原則「神の唯一性」の下では宇宙の創造主は一つ、全宇宙は一つである。イスラームの目的は、差別をなくし、すべての人間の間に兄弟のような感情を作り、一つの共同体にすること。

（３）マッカはすべての人間にとっての場所である。クルアーン第３章96節参照。









57　マッカの聖域ハラムにいる師よ








聖域の師よ　隠（１）遁の生活を捨てよ

夜明けのわが声の目的を理解せよ






どうかあ（２）なたの若者たちを守ってくれますように

そして彼らに自（３）己変革と自己管理の教訓を与えてくれますように






あなたが彼らに石（４）に穴を開ける仕方を教えられますように

西洋文化は彼らにガラス細工の技を教えました






二（５）世紀にわたる隷従が　彼らの心を壊してしまいました

悲嘆に暮れる心の治療　誰か考えてくれますように






狂（６）った勢いでわたしは言ってしまいました　あなたの秘（７）密を

わたしにもどうか報（８）奨をお与え下さい　わたしの狂気に対し







◎57イクバールはウラマーやスーフィー聖者に彼らの宗教的義務を思い起こさせようとしている。









（１）隠遁を遁世・出家生活と考えるならば、社会の中で生きることを説いたイスラームは、根本的にこれを否定する。

（２）若者の指導をアッラーから任されている。

（３）イスラーム共同体に奉仕ができるようにイスラームの真実を知らせ、誤りを正させること。そして自我の擁護をさせること。

（４）努力して強くなる仕方。

（５）過去二百年間イギリス人の奴隷であったことが。

（６）イスラーム共同体に対する愛。

（７）立場や役割。

（８）わたしのメッセージに対しウラマーたちが行動すること。









58　救世主マフディー








諸民族の生活は彼らの構（１）想力による

その意気は花園の鳥に振舞い方を教える






ヨ（２）ーロッパの狂人はヨーロッパ流の

救世主の構想力で国を生き返らせた






あなたは救（３）世主の構想力を毛嫌いするが

麝香鹿じゃこうじかで契丹きったんの地を悲しませるな






死装束の者が生きていたらそれを死人と考えるか

それとも愚か者のその死装束を引（４）き千切ってやるか







◎58イクバールは言う。救世主を待つだけでは駄目である。われらも絶えず努力をしていなければいけない。それに救世主は天から来るものではない。

　　救世主についてはⅠ40を参照。









（１）理想。

（２）ドイツの哲学者ニーチェ（一八四四～一九〇〇年）のこと。ニーチェは古代ギリシアの理性と調和を誉め称える19世紀の精神を批判し、ソクラテス以前のギリシアに新たな文化の可能性を見た。神に名を借りて、欲望と地上の美を否定するキリスト教を攻撃。それゆえにキリスト教と対立するイスラーム文化を評価。イクバールは、ニーチェの生の哲学、特に超人の思想に影響を受けた。

（３）この構想力は民族にとり契丹の地の麝香鹿の価値を持つ。

（４）千切ってやる（生き返らせてやる）ことが必要。それができるのは救世主だけ。









59　イスラーム教徒の人








敬虔なムスリムモミンの威厳や名声は瞬間ごとに新（１）しくなる

話し振りや行いにはアッラーの様子そのものがある






怒（２）りと赦（３）し　清（４）廉潔白と偉（５）大さ

これら四つがあればイスラーム教徒になれる






泥で出来た僕しもべでもジ（６）ブリールの隣人

そ（７）の住み処はブ（８）ハーラーでなくバ（９）ダフシャーンでなく






この秘密は誰にもわからず　敬虔なムスリムモミンは

クルアーン読誦者に見えるが　実際はク（10）ルアーンそのもの






その意志は神の力の試金石

現（11）世でも天秤　来世でも天秤






チ（12）ューリップの肝臓を冷やすのはその朝露

川（13）の心が震えるのはその台風






自然の歌のように魅力的　その人の日夜は

歌の調べは「（14）慈悲あまねく御方章アッ・ラハマーン」の調べ






わが思考の仕事場で星（15）ができる

さあ　その中より（16）運命の星を選べよ







◎59イクバールは敬虔なムスリムモミンの顕著な特徴を述べる。









（１）アッラーはあらゆることを日毎新しさをもって指導する。クルアーン第55章29節参照。

（２）アッラーの美称としての怒る者の意。クルアーン第13章34・37節参照。

（３）同じく赦す者の意。クルアーン第40章42節参照。

（４）同じく神聖者の意。クルアーン第59章23節参照。

（５）同じく偉大な者の意。クルアーン第59章23節参照。

（６）イスラームではアッラーの前ではすべて平等とされ、われわれ人間でも天使ジブリールのような立派な方の側に座することができるの意。なおジブリールについてはⅠ41（３）既出。

（７）イスラーム教徒はイスラームに基づき祖国への奉仕はするが、ヨーロッパ人のように地理的に区分された祖国に捕われない。

（８）ウズベキスタン共和国の都市。

（９）中央アジアのオクサス河上流にあり、ルビーの産地として有名。

（10）クルアーンにある一つひとつのことを実行するので。

（11）敬虔なムスリムモミンがこの世でも来世でも善と悪を区別する神の秤の役目をする。クルアーン第57章25節、第101章６～９節参照。

（12）イスラーム教徒同胞の苦しむ心。それを癒すのは朝露である敬虔なムスリムモミン。

（13）敬虔なムスリムモミンは同胞には優しいが敵には厳しい。敵である川は敬虔なムスリムモミンである台風に脅える。クルアーン第48章29節参照。

（14）この章、すなわちクルアーン第55章全体に歓喜が漲みなぎり、各節は音声的にも流麗である。敬虔なムスリムモミンの歌の調べもこのようである。

（15）前に述べた七つの対句を指す。

（16）運命をきれいにし、運命を開く星の意で、前の七つの星のどれもがそれに当たる。









60　パンジャーブのイスラーム教徒








宗教に関して新（１）規好み　そこの人の性格は

しばらく止とどまるがあっという間に変わってしまい






探（２）究の事態となると詮索に加わらず

師（３）弟関係のこととなるとあっという間に片が付いてしまい






誰（４）か猟師がクルアーンの秘義的解釈の罠わなを仕掛けると

止まっている枝からあっという間に舞い降り罠に掛かってしまい







◎60パンジャーブのイスラーム教徒の気質を解説している。しかしこれらの特徴がすべてのパンジャーブ人の特徴であるというと言い過ぎになる。当時イクバールの頭には、現在のパーキスターンでイスラームとは認められないアフマディーヤ教団の開祖となったパンジャーブ出身のミルザー・グラーム・アフマドのことがあり、それに人々が影響を受けている様子を描いたもの。なお、Ｍ・Ｇ・アフマドについてはⅠ16（４）、Ⅰ18（２）、Ⅰ54（６）を参照。









（１）何か新しい宗派が目の前に見えるたびにすぐそれを受け入れて、それまでのものを捨てる。

（２）新しいものを得ると調べることもしないでただ真似をするだけ。

（３）師弟関係の取り組みは軽率で、師となる人に盲目的に帰き依えしてしまう。

（４）アフマディーヤ教団の創始者ミルザー・グラーム・アフマドを指す。クルアーンの解釈を変更した。









61　自由








誰にその度胸があるか　イスラーム教徒を窘たしなめる

思（１）想の自由は神が与えてくれた恵みである






望めばカ（２）アバをゾ（３）ロアスター教徒の拝火教寺院にできる

望めばそこに西（４）欧の偶像を住まわせることができる






クルアーンの改（５）変遊びをして

望めば自分で新しいイスラーム法も作れる






インドに不思議な光景がある

イ（６）スラームは捕われ人　イスラーム教徒は自由である







◎61イギリス人が当時どんな自由をインドのイスラーム教徒に与えたかを皮肉を込めて述べている。









（１）イスラームから離れて生活するようになったイスラーム教徒の自由は、神に成り代わったイギリスが与える恵みなので、誰も文句も言えない。

（２）マッカの聖モスクのほぼ中央にある石造りの立方体の形をしたイスラームの聖殿。それはイスラーム教徒やイスラーム共同体の魂である。

（３）紀元前一〇〇〇年頃、イラン高原に始まったもので現在イラン固有の宗教で、火を崇拝する。

（４）西欧の文化や学問。

（５）クルアーンの啓示は奇跡であり、それを最後の預言としてムハンマドが授かったままの形で保存し、世界に広めることが、イスラーム教徒の責務だ。にもかかわらずイギリスによる自由のせいでそれを改変する者も出てきた。

（６）イスラームは本来の精神を表すことができない。すなわち唯一神アッラーとその使徒であるムハンマドを信じ、聖典クルアーンの教えに従って生きることができない。一方イスラーム教徒の思考は自由で好き勝手に振舞い、自らは変わらずクルアーンを変えるほどである。クルアーン第３章７節参照。









62　ヨーロッパにおけるイスラームの布教








この文化の心には宗教が欠けている

ヨーロッパ人の中　友（１）愛の基は人種である






イギリス人の目に高くはない

バ（２）ラモンの地位は　キリスト教を受け入れても






もしイギリス人がムハンマドの宗教を受け入れても

イスラーム教徒は不運にも相も変わらず奴（３）隷であろう







◎62西洋人、特にイギリス人の心性を明らかにしている。それは宗教を欠き、その結果友愛の基礎は人種であり、宗教でないと述べる。









（１）イスラームでは民族、人種などにかかわらずイスラームでありさえすればすべて友愛の対象となる。

（２）インドで最高位の社会的階層。しかしインド人であるため、イギリス人と同等の扱いを受けない。

（３）同じ宗教となっても同じ民族でないので。









63　「なしラー」と「外にイッラー」








光の大気の中で枝や葉や実はできなかっただろう

土（１）の寝室から種が旅をし始めなかったとしたら






生の原則とは始まりがラーで終わりがイッラーである

ラ（２）ーがイッラーを知らないと死のメッセージとなる






その精神がラ（３）ーより先に進めないイスラーム共同体とは

いいか　そのイスラーム共同体の杯は溢れ出ているということだ







◎63神の唯一性を表す「アッラーの外に神はなし」の信仰告白に新しい仕方で注釈をしている。この信仰告白は二つの部分、「神はなし」と「アッラーの外に」からなっている。イクバールはそれらを要約して「なし」と「外に」にして言う。









（１）もし種である人間が「なし（ラー）」の土の寝室の暗闇から出てアッラーの「外に（イッラー）」の光の大気の中に出てこなかったら進歩はなかった。

（２）もし人間が神は「なし（ラー）」に満足してしまっていたら、これは進歩のない死のメッセージとなる。

（３）誤りの神々の否定の後、正しい神を認めない共同体は進歩することができない。生の要求は「なし（ラー）」の暗闇の後、「外に（イッラー）」の所に足を踏み入れ、誤った神々の否定の後、真の神の存在を認めることだからである。









64　アラブの貴族へ








このイ（１）ンドの邪教徒が敢えて申し上げます

もしアラブの貴族の方々に失礼でないならば






このことが　以前どこのイスラーム共同体で教えられましたか

ム（２）ハンマドの合一　それにア（３）ブー・ラハブの分裂が






アラブ世界の存在は地理的な境界からではありません

アラブのム（４）ハンマドのお陰です　アラブ世界の存在は







◎64イギリスは当時アラブを誘惑してトルコと戦わせる策を練っていたが、イクバールは信仰告白を唱える地域はすべてアラブ世界に入ってくるのだとアラブの貴族たちに注意を喚起している。

　　ボーパール（水晶の間）にて書く。









（１）アラブのイスラーム教徒はインドのイスラーム教徒を自分と同等の者と考えないだろうがとイクバールは自分自身を指す。

（２）すべての人類はアーダムの子孫で、平等であること、血縁や地縁でなく兄弟愛で結ばれているとのイスラームの考え。

（３）預言者ムハンマドの伯父（五六三～六二四年頃）で、最後までイスラームに反対。人々の間に分裂と反乱を策した。

（４）ムハンマドは全人類の吉報の伝達者・警告者として遣わされた。クルアーン第34章28節参照。









65　アッラーの命令








人（１）間には運命の束縛があるか　神の命令の束縛があるか

賢（２）明なるみなさん　これは少しも難しい問いではありません






運命は一瞬のうちに百回変わります

その追随者は今悲しんだとすればすぐまた喜びます






運命の束縛を受けるのは植（３）物や無生物

敬虔なムスリムモミンにはただアッラーの命令の束（４）縛だけです







◎65敬虔なムスリムモミンには運命の束縛はないが、アッラーの命令の束縛がある。









（１）みなさんは尋ねる。

（２）それについての回答。

（３）植物や無生物には自らに対する意思の決定がないので。

（４）不快な状況に直面してもそれに神の同意があれば受ける。神は法を定めて導き、すなわち人間の運命を定めている。クルアーン第87章３節参照。









66　死








墓の中でも見え隠れしている

生（１）きているなら　心はじっとしていられない






炎（２）のように月や星は一瞬の命

自（３）我の酒の酔いは永遠に続く






死（４）の天使があなたの体（５）に触れる

だがあなたの存（６）在の中心からなんと遠いことか







◎66死とは生命が肉体から断たれることであるが、自我を熟成させた者は肉体は土に化しても永遠に生き続けるという。

　　クルアーンには死の言及は少ない。死は神が定める寿命であり、預言者も死を免れない。クルアーン第３章144節参照。









（１）死には自我を完成させた人の死とそうでない者の死があり、前者の精神は死後も生きている。またアッラーの道のために死んだ人も生きているという。クルアーン第２章154節、第３章169節参照。

（２）自我を完成させなかった者の生は月や星と同じで一瞬の輝き。

（３）自我を完成した者の生は死後も続く。

（４）四人の大天使の中のイズラーイールのこと。イズラーイールは死をつかさどる役で、人が死ぬと四十日後に魂を肉体から引き離すが、死の予定は神の領域で、イズラーイールにもわからない。

（５）その結果肉体の死は必ず起こる。

（６）精神。すなわち精神は生きている。









67　立て　神アッラーの許しで








こ（１）の世が一変したとしても　立て　神の許しで

大地は同じ　空も同じ　立て　神の許しで






「（２）われは神なりアナー・アル・ハック」の叫びを熱くさせたもの

それはお（３）まえの血管の血　立て　神の許しで






不（４）安に襲われても嘆くなかれ

それはヨーロッパ人の呪文　立て　神の許しで







◎67イスラーム教徒に「立て」すなわち目覚めよと言って行動に駆り立てている。









（１）自然の法則は変わらず、神の道に精進すれば必ずその援助が得られる。

（２）ハッラージュ（綿梳すき人）として知られる神秘主義者フサイン・イブン・マンスール（八五七・八五九～九二二年）の言葉。彼の思想はイスラーム社会を動揺させるものとして処刑された。

（３）その血が今もおまえの中に脈打って流れている。

（４）西欧の文化により精神的混乱に陥っているがそれは一時的なもので、キリストがアッラーの許しを得て死者を蘇生させたように救済策はある。クルアーン第３章49節参照。












Ⅱ　教育と訓育







　イクバールは教育家でもあった。ラーホールのオリエンタル・カレッジで英語、哲学、アラビア語を教えるほか、パンジャーブ大学やカーブル大学での大学運営にも指導的役割を果した。

　それゆえ、教育にも関心があり、教育を通してイスラーム教徒としていかに理想を達成すべきかを述べている。
















１　目標








ス（１）ピノザ






賢人は生に視点を置く

生とは何か　拝（２）謁　歓喜　輝き　存在






プ（３）ラトン






賢人は死に視線を向ける

生（４）とは闇夜の火花のごとし






────






生（５）も死も注目に値せず

自我の視線の目標はただ自我である







◎１人間の生と死をスピノザ、プラトンに語らせ、最後にイクバール自身の考えを表明している。

　　ボーパール（リヤーズ・マンズィル）にて書く。









（１）オランダの哲学者（一六三二～七七年）。18世紀末以降ドイツ観念哲学に影響を与える。主著『エチカ』。ヨーロッパ哲学史上最大の形而上学大系の創始者。

（２）神との拝謁を得てそれに歓喜し、真理に達する導きの光で自らの存在を認識する。

（３）古代ギリシア最高の哲学者。弟子のアリストテレスと共に西洋哲学に絶大な影響を与える。

（４）一瞬の間輝きその後すぐ消えてしまうものに真実はない。

（５）イクバールは生も死も関心を向ける価値がないとする。自我を求め努力する人こそ注目に値するとし、自我を得ると死や生がその後についてくるとする。人間は神によりその代理者として地上に送られた者である。クルアーン第２章30節参照。









２　現代の人








「愛がなくなり知は蛇のように咬むだけである」

知（１）を命令に逆らわせず手て懐なずけることはできなかった






星々の運行の道の探索者は

自分の思想の世界の中で旅（２）ができなかった






学識のねじれに巻き込まれ

今日も損（３）益の判断ができなかった






太陽の光線は捕えたが

生（４）の暗黒の夜を朝にすることができなかった







◎２現代人は知的な面では非常に進歩したが精神的な面は少しもよくなっていないと述べる。









（１）知の奴隷になって真実が理解できず、それが多くの不幸の原因となる。

（２）生の真実を知る旅。

（３）人生を送るに当たりどの方法が良いか悪いかの判断。

（４）人間は化学では進歩したが、自分の中の世界の手掛かりを見つけることができなかった。精神的眼光さえあればそれは可能。クルアーン第51章20、21節参照。









３　東洋の諸（１）民族








ベールで覆われていないのに真実が見えない

それらの目は隷（２）属と模倣のせいで盲目になってしまった






イランやアラブをどうやって生き返らせられるか

自ら瀕死の重傷を負っているそれら西欧の文化では







◎３西欧の文化を自らの病いの薬と考え、それを模倣するアジアの諸民族の無思慮を嘆いている。









（１）特にイスラーム教徒の意。

（２）隷従隷属が続くとやがて人間は何の力も持てなくなってしまう。クルアーン第16章75節参照。









４　気づくこと








空に目を遣る占（１）星師では

自分の自我の価値がわからない






自我を天より高く見る者は

朝夕の王（２）国の様子がわかる






そ（３）して目に良いもの悪いものの秘密がわかる

心にとり何が清浄　何が不浄かがわかる







◎４自我の認識の重要性について述べる。









（１）自分の存在について考えない者。

（２）この世の真実。それがわかるように反省する者には天や地にあるすべてのものが与えられるという。クルアーン第45章13節参照。

（３）これらのことがわかって本当の意味で人間になれる。









５　東洋の改革者たち








わたしは絶望　おまえの所に来るサ（１）ーミリーのような酌人に

東洋の宴に持ってきているので　空の杯を






新しい雷光はどこから来るか　雲の襟や裾の中に

そ（２）の袖口に古い雷光もないようでは







◎５特にイスラーム諸国での改革者に改革の期待は持てないと言う。









（１）預言者ムーサーの時代の魔術師。彼はムーサーがツール山に四十日間行っている時、金の仔牛を作りイスラエルの民に拝ませた。自分の魔法で仔牛に話す力もつけさせた。ムーサーは戻ると人々にその礼拝を止めさせた。クルアーン第20章85～77節参照。

　　すなわち彼らが持ってくる杯は人々を騙すだけの物で、それには改革の酒は入っておらず、民族の中に新しい魂を吹き込められる何物もない。そんな人たちは改革者とは認められない。

（２）古い学問や真理を理解していない者に新しいことが期待できるか。









６　西洋の文化








心や目に混乱　西欧文化は

その文化の魂は敬（１）虔になりえなかったので






魂に潔癖さがなくて　ありえるか

清（２）い良心　高潔な思想　繊細な嗜好が







◎６西欧の文化についての批評。









（１）この原因を無宗教のせいとイクバールは考える。神はこの世を一つの共同体にしようとした。クルアーン第５章48節参照。異なる共同体にしたのは人々を試そうとしたからである。

（２）以下の三つの物がないと心と目に害を及ぼす。









７　明らかな秘密








その民族は剣（１）の必要がない

その若者の自我が鋼鉄のようであれば






月や星々の世界はおまえにとってはつまらない

その世界は不（２）自由で　お（３）まえの世界は自由そのもの






波の情熱とは何か　ただ探究の味

貝の中に隠（４）れているもの　その富こそ神（５）の与えしもの






白鷹（６）しらたかは決して落ちない　飛翔の疲れで

もしおまえも意気軒昂なら　落下の心配はない







◎７人生のいくつかの真理を述べる。









（１）何の装備なしでも気力がしっかりとしていればどんな目的でも達成できる。クルアーン第３章139節参照。

（２）知識、意図、見解が奪われている。その上選択権もない。

（３）神により知識や見解、意志などが与えられているので。

（４）真珠。

（５）この宇宙においては、いたる所にアッラーが何かしらの恵みを隠し置いている。それは人間に取り出す努力をさせるためである。

（６）Ⅰ51（４）既出。









８　スルターン・ティプーの遺言








おまえは愛（１）の道の旅人　ならどこにも止まるな

ラ（２）イラーと一緒になっても　同じ鞍に乗るな






小川の流れよ　大河となり激流となれ

岸辺が与えられても　岸辺を受け取るな






この世の偶（３）像殿に迷い込むな

心を溶かしてしまう宴　その宴の熱さは受け入れるな






世の始まりの朝　わたしにジ（４）ブリールは言った

知能の奴隷となる心は承知するな






誤（５）謬は二神を好み　正義は唯一のものを好み

正義と誤謬の中間の味方をするな







◎８スルターン・ティプーはインド南部マイソール地方の一地域を拠点とする小王国の王で（在位一七八二～九九年）で、藩やマラーター勢力と領主支配をめぐって抗争した。またイギリス東インド会社ともマイソール戦争を３次、４次にわたって続行、九九年、第４次マイソール戦争において敗北し戦死した。この後二十年たらずでインドはイギリスに本格的に支配され始めた。

　　スルターン・ティプーはインドで最後のイスラーム教徒の王であり、イスラーム教徒にとっては忘れ難い人である。









（１）真に恋する者なら恋人の探索に夢中でこの世の恵みなどいらない。目的はただ一つ、真実の愛、すなわち神に達すること。

　　耐え忍び、アッラーを畏おそれれば成功する。クルアーン第３章200節参照。

（２）アラブの族部長の息子カイスを成就せぬ恋ゆえに狂人にさせた程の美女。

（３）色と匂いの華やかな世界。

（４）大天使の筆頭。最初ムハンマドが啓示を受けた時、天空から現れて神の言葉を教えた者。クルアーン第81章19～23節参照。

（５）愛の試練が来た時、自分のための口実を求め、さらに他に服従してしまうこと。









９　ガザル








わたしはイラン人やインド人　イラクやヒ（１）ジャーズの人でない

自（２）我によってわたしは両世界から自由になれることを学んだ






おまえはわたしの目に不信な徒　わたしもおまえの目に不信な徒

お（３）まえの宗教は息の数を数え　わたしのは息を神の愛で融かすものだ






おまえはうまく変わった　イスラーム法も変わり

雉きじはやっていけないので　白（４）鷹の宗教では






おまえの荒野にあの狂気が見えない

知恵に目的達成を教えるあの狂気が






歌手は生活の苦痛より離れるべきでない

諸国民の崩壊となる　葦（５）笛奏者の仕方では







◎９人間はすべてアーダムの子孫であるので一切の差別はあるべきでなく生活の根本は愛であるとのイスラームの考えを述べる。









（１）サウディアラビアの紅海寄り西部山岳地域で、マッカやマディーナも含む。

（２）人間をすべて神の僕しもべと考え、膚はだの色、人種、出身、境界画定から自由。さらに神の愛に生きるため、現世や来世に物質的に何も求めない。

（３）おまえの目的は何年生きるかにあり、わたしの目的は神の喜びのための奉仕である。

（４）本来のイスラーム教徒を指す。そのためには力強くあらねばならないが今は程度や能力が雉並みに落ちてしまった。

（５）一時の慰みのための詩。









10　覚醒








その敬虔な人の中で自（１）我に目覚めた者は

剣のようである　その切れ味や輝きが






その素（２）早い目の上に表れる

粒子の中に隠れている　秘（３）密を明かす力が






その神のような人とおまえは何の関係もない

おまえはこ（４）の世の僕しもべ　あの方はこ（５）の世の主あるじ






おまえには今も岸（６）辺に近づく願望がない

あの方は性格の清らかさで宇（７）宙の深さを知る







◎10自我に目覚めると、すなわち霊的認識を得ると、どんな結果を得るか、またその人の人生にどんな変化が起こるかを語る。









（１）アッラーの後継者と確信した者は困難も困難と考えない。この世はすべて自分のために作られていると考えるので。クルアーン第２章29節参照。

（２）自己を知り神に近づいた人の目。

（３）宇宙のすべての秘密。

（４）この世の物質に捕われている。

（５）自我の強さに基づき高い場所に就き、時空を支配する。

（６）神や宗教、自然の法則などから遠く離れている。

（７）人生の真実や目的を知る努力をして、神から宇宙の秘密もわかる力が与えられている。









11　自我の訓練








自我の育成と訓育が欠かせない

泥（１）の一塊の中に灼熱の火（２）を生じさせるには






カ（３）リームの秘密はあらゆる時代共通である

荒（４）野での放浪　シ（５）ュアイブの教え　日夜の羊飼いの生活







◎11人間が生きるための力を得るには自我の訓練が必要である。









（１）人間は泥から創られた。クルアーン第７章12節参照。

（２）その火で誤謬を雑草のように灰にしてしまい、人間の中に神の喜びに従い人間に奉仕する能力を生むために自我を確立させることが必要。

（３）ムーサーの通称。ムーサーは長じてイスラエルの民の指導者となるがエジプトで生まれ育った。成長した後、エジプトを出て、聖なる谷で神の声を聞き、以後カリーム・アッラー（アッラーと語る者）と呼ばれる。クルアーン第28章30節参照。Ⅰ15（５）既出。

（４）ムーサーのように牧童からカリームになるには荒野での放浪以下の三つの要件が必要である。

（５）ムーサーの義理の父であり、人生の師。クルアーン第26章176～190節参照。









12　思考の自由








思（１）考の自由で　身の破滅となる

熟慮と深慮の仕方を知らない者は






熟慮に未熟なら　思考の自由は

人（２）間を動物にしてしまうものだ







◎12西欧の文化やその政治思想に翻弄されている人々を見て。









（１）心の邪よこしまな者は啓典ですら自分勝手な解釈を加えてしまい身の破滅を来す。クルアーン第３章７節参照。

（２）善悪の区別がつかず、おのずから卑俗化と軽蔑の原因となる。









13　自我の生








自我が生きているなら清貧も王位

托たく鉢はつ僧そうの威厳もサ（１）ンジャルやト（２）ゥグリルより劣ることはない






自我が生きているなら岸（３）辺のない海も歩いて渡れる

自我が生きているなら山々の固さも絹地のよう






生（４）きている鰐鮫わにざめには海は自由

死んだ鰐鮫には逃げ水の波も鎖







◎13人間の人生は自我を得たか得ないかで大いに変わる。









（１）現在のイラン、イラク、トルクメニスタンを中心に建国されたセルジューク朝（一〇三八～一一九四年）第８代の王（在位一一一九～五七年）。

（２）セルジューク朝初代の王（在位一〇三八～六三年）。

（３）ムーサーはイスラエルの民を率いてファラオの軍勢より逃げる際、海の潮が突然引いたので逃げきれた。クルアーン第20章77～78節参照。

（４）自我が生きている托鉢僧の意。









14　統治








弟子たちは真まことの話は我慢して聞く　だが

スーフィー聖者や学者たちは托（１）鉢僧の話をいやがる






民族の手から行動力がなくなる

神（２）の本性や本質などの哲学論議が始まると






その古（３）い偶像殿の慣行は古いとはいえ

居（４）酒屋　酌人　胡こ瓶へいは永遠のものでなく






だが酒（５）を取れる運命は　その共同体にある

その若者にとって人生の苦味が蜜であるところの







◎14隠喩や比喩を使い独特の仕方で支配権力獲得の方法を語る。

　　ボーパール（リヤーズ・マンズィル）にて書く。









（１）イクバール自身を指す。その話はスーフィー聖者や学者の現世的利益の邪魔になるので。

（２）何の結論も得られず無益な議論は混乱しか起こさせない。

（３）この世。そこにはさまざまな偶像が存在する。

（４）居酒屋はこの世、酌人は人間、胡瓶は物の意で、すべてが変わり、革命もありえる。

（５）政府や統治の意。









15　インドの学習塾








イクバールよ　ここで自我の学問の名など出すな

学（１）校にとり　そのような科目は相応しくない






か（２）わいそうな雀の目にはその方がずっといい

大（３）鷹の仕草や様子はそっと隠しておく方が






自（４）由人の一瞬は隷従民の一年

なんと遅いか　隷従民の時の巡りは






自由人の毎瞬は永遠のメッセージの発信

隷従民の毎瞬はその度ごとの新たな突（５）然死






自由人の気持ちは真実で輝き

隷従民の気持ちは迷（６）妄に捕われる






隷（７）従民は聖者の奇跡に狂い

自由人の僕しもべは自ら生きた奇跡






隷従民にはこの教育だけで充分

音（８）楽や絵画　植物の勉強での







◎15イクバール独自の仕方で自由人と隷従民を比較している。一九三五年作。









（１）イギリス政府により建てられた多くのカレッジ、大学では西欧の文化・文明が教えられ、学生はアイデンティティーを失いかけていたので、自我の学問は猫に小判である。

（２）間違った教育を受け、勇気をなくしてしまった若者の意。

（３）西欧の文化と衝突する前、イスラーム文化を身につけていた勇敢なイスラーム教徒の若者たち。

（４）時間の長さは物理的には自由人でも隷従民でも同じ。

（５）隷従民は隷属のせいで不名誉な人生を送る。実践がなく、自分の自我を出せず主人の願望で生きる。それゆえ一瞬一瞬が生でなく死となる。

（６）自分だけでよいと考えて実行すると時々間違った道を行くことになる。クルアーン第18章103～104節参照。

（７）隷従民は何かを完成させる能力を欠く。そこで目的達成のため聖者の奇跡を当てにする安易な方法を取る。

（８）支配民族は隷従民に、真の知識の獲得をさせず、自由も味わわせないようなカリキュラムを組ませている。









16　訓育








生には生の　知には知のことがある

生とは心の情熱　知とは頭脳の情熱






知には富も力も　快楽もそなわっている

困ったことは自（１）己の手掛かりがつかめない






知識を持つ人は多いが眼（２）識ある人は得られない

驚くべきことか　あ（３）なたの杯が空なのは






学校の教師の仕方で心が開くか

どうしてマ（４）ッチで電灯が点くか







◎16教育と訓育との相違及び関連につき述べ、訓育なしの本の知識では不完全と言う。









（１）自分は何か、自分の真実は何かがわからない。

（２）霊的認識を持つ人は少ない。

（３）敬虔さがない。人生からの恩恵がない。

（４）電灯を点けるには電流が必要である。心を鍛えるには眼識力ある人の下で訓練が必要。









17　美と醜








紺碧の空の星々のように

思（１）想にも日の出や日の入りがある






自我の世界にも高低がある

こ（２）こでも美と醜の争いがある






自（３）我の上昇で表れるものが美

その下降で生まれるものが醜態や不快である







◎17美と醜の判断の基準を語る。人間の人格がその判断の基準となる。









（１）新しい思想が生まれしばらくの間もて囃はやされるがやがて消える。この繰り返しである。

（２）人々はそれぞれの考えに従って美と醜、善と悪の基準を提示する。

（３）イクバールは前の二つの対句で自我の高低や善悪の出現を述べたがこの対句３でそれをさらに前進させて獲得した自我の高低こそが美醜を生じさせる原因とする。









18　自我の死








自我の死で西（１）洋の内奥ないおうは光なく

自我の死で東洋は不治の病いに取り憑かれ






自我の死でアラブ魂には足あ掻がきや熱がなく

イラクやイランの五体には血（２）管や骨がなく






自我の死でインド人は壊れた羽で

籠かごを清浄な所　巣（３）を禁忌の場と考え






自我の死でマ（４）ッカの師はどうしようもなく

イスラーム教徒の巡礼衣を売って食べている







◎18自我の死の後、生じるさまざまな様子を述べる。









（１）精神の光を欠き美醜の区別もできない。なお西欧の人も東洋の人も自我を失い、自分で自分を害している。神が害しているわけではない。クルアーン第９章70節参照。

（２）血管や骨がなければ、体の中に生の魂は残らない。従って行動力も残っていない。

（３）隷従に満足してしまい、誕生の権利を主張する情熱もない。

（４）個人の権益の満腹と引き換えに宗教を売った。もし自我が生きているなら貧しくともその中で富裕の時を味わえる。









19　親愛なる客人








こ（１）れら学校で学ぶ者の心はさまざまな思想に満ちている

だが善悪の区別は今の時代　誰がするのか






心の部屋のどこかの隅は空きにしておけ

きっとどこからか誰か親（２）愛なる客人が来るだろうから







◎19西欧文化を学ぶ新しい世代の若者に向けて。









（１）イギリス人が建てた学校で、授業科目は西欧文化が中心。学生は知識は豊富であるがイスラームへの関心は希薄。

（２）イスラームの愛の心。









20　現代








円熟した思想を探すにはど（１）こへ行けばいいか

現代の様子はすべてがすべて中途半端なまま






学（２）校は知能の働きを自由にするが

思想同士の関係はてんでにばらばらのまま






無（３）宗教の思想で西欧では愛が死にかけ

思想のばらばらで東洋では知（４）能が隷属化されたまま







◎20イクバールは当時の教育の非イスラーム的現象を批判している。









（１）西欧の文化は東洋人の頭脳に熟していない思想と不安しか与えなかったので。

（２）インドの新しい教育機関での西洋式の科目編成の影響で。

（３）思想はしっかりしているが無宗教思想のため、愛に欠ける。

（４）知能も西欧のの奴隷となり、西洋人の言うことや考えることと同じになる。









21　学生








どうか神さま　何（１）か台風を知らせてくれますように

おまえの海には　少しも荒波が立っていない






おまえは本から離れられない　おまえは確かに

本を読む人　だがおまえは預（２）言者の本の人でない







◎21イスラーム教徒の学生に行動で民族に変革を起こさせることを促している。









（１）新教育で西欧の文化や思想の餌食になってしまった若者に。

（２）西欧のよそ者の本を読むだけで啓示書であるクルアーンを読んでおらず、それから恩恵を得ていない。その恩恵があれば栄光の道を歩めるはずである。

　　　クルアーンを心して読んでいればおまえもそれを神から授かったと感じられる。クルアーン第27章６節参照。









22　試験








山の小川は小石に言った

じっとして静かにしていることをおまえは最善とする






おまえの様子は踏みにじられて哀れを誘う

わが輝きとは海もわれらを必要とする






こ（１）の世でおまえはどの壁とも衝突しなかった

それでおまえが花崗岩かガラスのかけらかが誰にわかるか







◎22誰でも世に自分の完璧さを認めさせたり、自我の力を表現することを望むなら、世の壁と衝突することは必須である。









（１）おまえはいつも頭を下げて川床に横たわっている。それではおまえが花崗岩であったとしても人はそれを認めるか。

　　　神は誰の行いが優れているかを試みるために生と死を創った。クルアーン第67章２節参照。









23　学校








現（１）代はおまえにとり　死の天使だ

おまえに日々の糧の心配を与え　おまえの魂を押収した






おまえの心は脅おびえている　争いの敵に

生は死だ　傷（２）の味の楽しみを失うと






この狂（３）気からおまえを見知らぬ者にした　教育が

知恵に言いわけなど言うなと言っていた狂気から






神の恩恵がおまえに白鷹の目を与えた

隷属がその中に（４）蝙蝠こうもりの目を入れてしまった






学校はおまえの目から隠してしまった

山や森に独居するとわかる　そ（５）れらの秘密が







◎23当時の西欧式のカレッジで学ぶ若者に語りかけ、彼らの心の奥底に隠れている感情を掬すくい上げて、それを彼らの前に提示している。









（１）学校ではイスラームの精神的、人間的教育の代わりに生活の糧を得る教育が重要視され、その新教育は死をもたらす天使のようである。

　　　信仰と学問は共存すべきとする。すべてに神の恵みがあるので。クルアーン第11章６節、第58章11節参照。

（２）不屈の精神が消え、苦難を楽しむ余裕がなくなると生は死と同じ。

（３）神に身を捧げる情熱。

（４）白鷹の目は鋭いが蝙蝠の目は太陽の光を見ることができない。新教育のせいで、イスラーム教徒は自らの損失すらわからなくなってしまった。

（５）新教育が学生たちを神や真理から遠ざけてしまったこと。









24　哲学者ニーチェ








哲学者は神の唯一性が理解できなかった

「（１）神はなしラー・イラーハ」の秘密の理解には心眼が欲しい






天（２）の胸にとっての矢だ　その高き思想は

その構想力は投げ縄だ　太陽や月にとって






その修道生活は高潔であるとはいえ

だ（３）が心は罪を犯す願望にとらわれ







◎24イクバールはその著作の多くの箇所でドイツの哲学者ニーチェについて述べている。それはニーチェの基本的観念に強い批判を持っていたからであった。

　　イクバールは神アッラーの存在を信じる。しかしニーチェはそれを否定する。しかしまたニーチェは超人を、イクバールは完全人間を取り上げ互いに共通点もある。

　　なおニーチェについてはⅠ58（２）既出。









（１）ニーチェが神の唯一性を信じる人に会っていたら、彼もそれに開眼したであろう。

　　　アッラーの御許で最悪の罪人は不信者と言う。クルアーン第８章55節参照。

（２）ニーチェの高い思想から月や太陽、空も逃れることができない。

（３）罪の誘惑にとらわれ、神を畏れる気持ちを生むことができない。









25　諸先生








バ（１）ダフシャーンの紅玉ルビーの育成が目的なら

それてしまう太（２）陽光線では役立たない






この世は伝統の網に引っ掛かっている

学校やその関係者の奮闘努力もいったい何か






かつては時代の師でありえた者が　今では

その古（３）くなってしまった頭は時代の追従者ついじゅうしゃになってしまった







◎25インドの当時のカレッジの教員の心性について解説し、道を失ってしまった者が他の指導などできないと言う。









（１）弟子の育成の意。なおバダフシャーンは古来より紅玉ルビーの産地として有名。バダフシャーンについてはⅠ59（９）既出。

（２）先生の意。先生自身がイスラーム教育に真の情熱がなくては学生の育成は不可能。

（３）保守的になり不義を行う者は誰も導けない。クルアーン第30章29節参照。









26　ガザル








その人は目的地への足掛かりが得られる

暗い夜　チ（１）ーターの目がその灯明である者は






ただ奴（２）隷だけに　暇がある

自由民にはこの世は安楽でないが






西洋の輝きがお（３）まえを眩惑させている

どうかおまえの目の見張りになりますように　あ（４）の方が






あ（５）の豪奢ごうしゃな宴は一息か二息の束つかの間まの客人

星々のように　その杯は輝いているが






本はおまえを快楽のわからない盲人にしてしまった

お（６）まえは朝風から花の様子を知ることができなくなってしまった







◎26ガザルであるので一貫したテーマはない。若者に語りかけている。









（１）チーターは暗い夜でも目が遠くから灯明のように見える猛獣である。それを灯明にする意図は若者よ困難を恐れず、益を得よとの激励。

（２）奴隷には特別の目的がなく暇である。自由民は常に神の喜びを得ようと努力している。

（３）イスラーム教徒の若者。

（４）ムハンマドの意。ムハンマドは昇天の際神を間近に見たがその位の近さでムハンマドによる監視を願う。クルアーン第53章17節参照。

（５）西洋人を頭に浮かべている。

（６）自然の景色から得られる快感までイギリス式教育は若者に感じさせなくしてしまった。









27　宗教と教育








わたしはマッカの聖域ハラムにいる聖者の仕方を知っている

誠（１）意がなければ監視人であるとする主張は法ほ螺らである






キ（２）リスト教徒の教育制度とは

宗教とその倫理的美に反する陰謀である






その運命に従属と圧迫がある

自らの自我で黒白くろしろをつけられない民族には






神は個々人の誤りを見過ごすこともある

だがイ（３）スラーム共同体の罪を許すことは決してない







◎27インドにおける宗教と教育の現実について。









（１）聖者には本からの知識はあるが、宗教にはそれだけで充分ではなく確信と実践が必要。これら二つが誠意に当たる。

（２）イギリス人によってもたらされた教育制度はイスラームの精神を消すものであった。

（３）彼（アッラー）は信仰しない者の行いを虚むなしくさせる。クルアーン第47章32節参照。









28　ジャーヴィードへ








その一






今の時代は宗教の破壊の時代だ

その様子は邪（１）教徒のようだ






王の謁見の間よりずっといい

信仰篤あつき人達が集まる（２）聖せい者じゃ廟びょうの方が






だが現代は魔法の時代

すべての仕方が魔（３）術のようだ






生の泉は乾いてしまい

あの夜（４）酒はどこに残っているか






学（５）び舎やからは消えてしまい

それらの視線が鞭むちであった人達は






お（６）まえが灯明であるその家は

その好みはスーフィー的精神だ






気持ちに「神はなしラー・イラーハ」があれば何（７）が恐れか

たとえ西洋式であっても　教育が






小鳥よ　花の枝でさえずれ　だが

おまえの自（８）我の中に作れ　巣は






人間は海である

岸（９）辺を持たない海である　その一つひとつの滴は






農夫が怠惰でなければ

十万粒の種になる　一粒の種が






ぼ（10）んやりするな　遊んでいる時でない

今こそ腕を磨き　努力する時だ







◎28詩の題名のジャーヴィードとはイクバールの二番目の息子の名である。イクバールはその息子に語りかける仕方で当時のイスラーム共同体の若者全員にアドバイスをしている。

　　詩はその一、二、三と連続した一編の詩に見えるが題名だけが同じで、それぞれ独立した三編の詩である。









（１）イクバールはイスラーム社会の崩壊をキリスト教徒（イギリス）のイスラーム教徒に対する陰謀と取る。それゆえ当時の傾向はイスラームを欠くものとなった。

（２）現世の富は王との謁見の間で得られるが人間の真の目的はそれでなく、正しい道への神への導きを得ることで、それが得られるのは聖者廟である。

（３）策略と欺ぎ瞞まん以外何もない。

（４）人間を正しい道に導いた知識や霊的認識。

（５）その結果、礼儀や訓育の富がなくなった。

（６）愛児ジャーヴィードに語りかけて言う。おまえの家族は清貧を好んだ。おまえもそうあるべきだ。

（７）アッラーは凡すべてのものに恵みをくださる。クルアーン第２章251節参照。

（８）鳥はさえずりながら巣の中を自由に動く。若者よそれを見習え。だが自分の霊的認識の家を忘れるな。すなわち自らの宗教や伝統を忘れるなの意。

（９）それ程広い、すなわち神は人間に限りない力を与えた。天にあり地にある凡すべてのものを。クルアーン第45章13節参照。

（10）対句11はペルシア語。








その二






胸に熱（１）い心がないと

人生の未熟はそのまま続く






獲（２）物が賢く素早いと

古い罠わなでは役立たず






この世に命（３）の水はある

それを得るには喉の乾きが必須






気（４）概こそ真の求道に必要

気概にこそ清貧の完成がある






わが子よ　ありえぬことだ

白（５）鷹が雉きじの僕しもべになることは






詩作は珍しいものにあらず

たくさんのア（６）ンヴァリー　たくさんのジャーミーがいる






この世でわが高さはどの位か

屋（７）根の下でひとり嘆くだけの者である






真（８）実を述べ　それで

わたしは世間の目から尊敬を得ている






欲しくても神の賜物

名声は遺産でなく






息子よ　なんとうまく

ニ（９）ザーミーは言ったか






「名声がどんなに欲しくても自分で得る物

　わが息子だからといって得られる物でなく」







（１）神の愛、それで人生に成熟が生じる。

（２）若者。すなわち民族の若者が先見性があり賢明なら他の政治的文化的奴隷にはならないの意。

（３）伝説によればヒズルはアレクサンドロス大王を連れて命の水を飲ませに行った。ヒズルは飲み永遠の生命を得たが、大王は飲まずそれを得なかった。イクバールは言う、喉の乾きが本当で努力する者が得られると。

　　　ヒズルとはクルアーン第18章65～82節にムーサーの道案内人として出てくるが、神秘主義文学では精神の案内人として有名。Ⅱ39（１）既出。

（４）自尊心を持ち神に助けを求める者だけが求道の道を進める。クルアーン第28章88節参照。

（５）白鷹の生き方こそわが人生だとイクバールは息子に言う。気概があればそれは隷従をよきものとは決して考えない。

（６）アンヴァリー（一一一六頃～八九年）、ジャーミー（一四一四～九二年）共にペルシア詩人。

（７）わたしは隷従民のせいで何の価値もない。それゆえ屋根の上に立ち世界中の人々に詩を聞かせる代わり屋根の下でひっそり詩を書いている。

（８）イクバールの詩についての関心事はそれがいかに個人や民族を覚醒させるかである。

（９）物語文学の完成者として知られるペルシアの詩人。Ⅰ51（５）既出。








その三






敬虔なムスリムモミンには今日は生（１）きづらい

宗教や政治は賭け事になってしまった






行（２）動の酒に酔う人は見当たらず

居るのはただぐうたらに過ごす人だけだ






もし勇気があるなら清貧を探してみよ

その元がヒ（３）ジャーズである清貧を






そ（４）の清貧で人間の中に生まれてくる

何物にも困らないアッラーの輝きが






雀や鳩にとっては死

白（５）鷹のその清貧の高さでは






そ（６）れで知能の目は輝く

ブ（７）ーアリーやラ（８）ーズィーの眉墨まゆずみなしで






それが得るものはマ（９）フムードの壮大さ

性格の中にア（10）ヤーズのようなものがなく






おまえの世界のこのイ（11）スラーフィールは

葦（12）笛奏者の興味は持たないが






そ（13）の目は世界に混乱を引き起こす

こっそり隠れてうまく引き起こす






その気概ある清貧を得た者は

勇者である　手に槍や剣を持たずして






その中に敬虔なムスリムモミンの富がある

さ（14）あアッラーに求めよ　その清貧を







（１）西欧の文化の影響で。

（２）絶えず努力をし神のために殉教をも厭わない者。

（３）ムハンマドがマッカやマディーナで示した清貧。それ以外のものは非イスラームのものである。

（４）アッラー以外誰の前にも求めるための手を広げない、頭を下げない清貧。

（５）白鷹の清貧とはヒジャーズの清貧。敬虔なムスリムモミンは邪教徒を白鷹が鳩や雀を圧倒するように圧倒してしまう。

（６）清貧により。

（７）イブン・スィーナーのこと。中央アジアのブハーラー出身。哲学、医学、数学に秀でていた。Ⅰ５（16）既出。

（８）イランのレイ出身。医学、哲学、錬金術で有名。（八六四～九二五・九三二年）

（９）ガズナ朝（九七七～一一八七年）最盛期の君主（在位九九八～一〇三〇年）。その支配地域はホラズムよりイランに及び、インドにもたびたび遠征した。

（10）注（９）のマフムードに仕えた奴隷。その忠誠心は有名。ここでは奴隷の性質。

（11）四人の大天使の一人。終末の到来時にラッパを鳴らし、死者を生き返らせる。クルアーン第18章99節、第27章87節、第36章51節参照。

　　　なおこの対句８は次の対句９に続く。

（12）西欧の文化や科学的進歩。

（13）魅力を秘めた清貧の目で現代の死んだ人の心を生き返らす。

（14）敬虔なムスリムモミンになるための助けがこの清貧の中にあるのだから、そしてアッラーしか神はないのだからと息子に呼びかけている。クルアーン第28章88節参照。











Ⅲ　女性







　イクバールの時代、女性問題は西欧の文化の影響により複雑な様相を取り始めていた。

　クルアーンには「男は女の擁護者である」とあり、イスラームに心酔するイクバールにとって、通り一遍の男女平等の考えは受け入れにくかった。
















１　西欧の男








幾度となく賢人はそれを解こうとした

だがこ（１）の女性問題はそのままであった






女性の落ち度でない　その失敗は

その高貴さは月も星々も（２）証言する






混乱の現れはヨーロッパ社会にある

気の毒に男は単純で女性を理解できないものだから







◎１ヨーロッパで女性問題がどうして複雑になったかを語る。









（１）女性にどんな権利があるか、男性と較べてその価値はどうかなどについて。

（２）月や星々が清純であるように女性も清純であると。









２　一つの問い








誰か聞いてみるといい　ヨーロッパの学者たちに

インド人やギリシア人がその帰依者となっている






これが社会の絶頂かと

男（１）性が失業者で　女（２）性が膝に乳飲み児なしでいるのが







◎２ヨーロッパでは科学や哲学は大いなる発展をしたが学識者は人々に人生を過ごす仕方を示さなかった。そこから起こる社会体制の欠陥を批判した。









（１）資本主義の結果、失業者が出始めた。

（２）貧困化で産児制限が始まる。









３　パルダ








高い空はさまざまに色を変えたが

神よ　この世界は今（１）も昔の元のまま






妻や夫に違いが見えず

女はひとり静かに座り　男もひとり静かに座る






今もア（２）ーダムの子孫はパ（３）ルダの中

誰からも自我が表れてこないでは







◎３女性が顔を隠すのに着用するパルダは女性特有のもので男性は使用しないと思われているが、イクバールは両者共につけていると言う。パルダの原義はペルシア語でカーテンや幕の意。転じて、南アジアにおける女性を隔離する慣習を指す。









（１）革命や変革が起きたにもかかわらず。

（２）人類のこと。アーダムについてはⅠ43（２）既出。

（３）パルダをつけているので自我が表れず自己の表現がないとしてその表現を勧める。









４　独居








この時代を見（１）せびらかしの欲望が辱はずかしめ

目は輝いているが　心の鏡は錆さびてしまい






見せたい気持ちが度を越すと

思考力は四散して落ち着かず






貝（２）の胸に抱かれることのない運命では

雨期の滴は　真珠になれず






独（３）居の中でこそ自我は得られる　だが

今は寺院でも聖殿でも得られない　独居が







◎４イクバールは独居の利点を語る。だがその独居を女性に向けて語り、現代は女性がそれを得がたくなってしまったと言う。









（１）西欧の文化やその思想のせいとイクバールは考えている。

（２）シリア暦第七月の雨の滴が貝の口に入るとその滴は真珠になると言われている。

　　　貝が海の底で孤独に耐えないならたとえ春の雨があろうと真珠は生まれない。

（３）自我の育成には独居が必要である。

　　　独居に耐えられないと子孫の真珠の養育ができない。イクバールの目には新文化の下で男女が肩を寄せ合いすぎているように見える。









５　女性








女性の存在でこの世の絵に色（１）がある

その楽器で人生のざわめきがある






その一（２）握りの土塊つちくれは高貴さで昴すばるを超える

一つひとつの高貴さとはその小（３）箱に隠されている真珠である






プラトンのような対話篇は出せなかったが

その炎から　プ（４）ラトンの火花が躍り出た







◎５この詩で女性の本質と女性の地位を明らかにしている。









（１）男性だけならこの宇宙の絵には色がない。

（２）ここでは女性を指す。泥で人間（アーダム）を創った。クルアーン第７章12節参照。

（３）女性はすべての栄光そして威厳の源泉である。

（４）プラトンのようなギリシアの大哲学者も女性から生まれ、養育された。

　　　母は懐胎かいたいに苦しみ、そして分娩ぶんべんに苦しむとある。クルアーン第46章15節参照。









６　女性解放








こ（１）の議論で白黒をつけることはできない

こ（２）ちらは毒で向こうは蜜ということはよくわかっているが






何のためか　さらに言って文句を言われるようでは

この前もわたしに不機嫌　新文化に酔った人たちは






こ（３）の秘密は女性の心眼だけが解ける

賢明な人はいいわるいの言を控える






飾りや価値でどちらが勝すぐれているか

女性解放の方か　エ（４）メラルドの首飾りの方か







◎６女性解放の問題について言及し、イクバールはパルダの方を支持しているが、明白な支持表明はしていない。









（１）女性解放について。

（２）女性の性質の点よりパルダなしをよくないとすること。

（３）女性解放がよいかパルダの制度がよいかの判断を西洋文化の影響で賢明になったはずの女性に任せようとしている。

（４）エメラルドの首飾りには三つの含意がある。①パルダをつけない女性にとってのパルダ②束縛③高価なので、男性が忠誠心の証として女性に贈ることが多い。









７　女性の擁護








一つの生きた真実がわが胸に隠れている

血管の中の血が冷たい者　その者にこれがわかるか






パルダでは駄目だ　古くても新しくても教育でも駄目だ

女性の女性たることの擁護には　た（１）だ男性だけだ






この生きた真実が得られなかった民族

そ（２）の民族の太陽は早急に日を落とさねばならなかった







◎７軍事・統治など力を要するものはイスラーム社会では男性の務めと考えられている。女性でもエジプトのマムルーク朝（一二五〇～一五一七年）創始者シャジャルッドゥッル（在位一二五〇年）、デリー奴隷王朝（一二〇六～九〇年）のラズィヤ（在位一二三六～四〇年）のように勇敢な女性もいたが、アッラーは女性を生得的に弱く創ったとされている。









（１）女性は子供の時は父親、結婚後は夫に、母親になると息子の世話を受ける。クルアーンでも男性は女性を擁護せよとある。クルアーン第４章34節参照。

（２）女性解放を百パーセントの解放にすべきとの考えは自然の理に反することで、そのような民族は罪を受けねばならぬとイクバールは考えている。









８　女性と教育








西欧文化が母（１）親になる気持ちをなくさせるなら

人類にとってその果実は死である






その影響で女（２）性が女性でなくなる

そういう学問を学識者は死という






もし女性の学校が宗（３）教教育を欠くなら

愛のための学問や芸術は死となる







◎８女性にとってどんな教育が必要であるか、西欧の教育は女性の人生にどんな影響を与えているかを述べている。









（１）それは人類の消滅を来し、神の摂理に反する。神は配偶者を創り、両人から無数の男と女を増した。クルアーン第４章１節参照。

（２）神がすべてのものを男女の対に創ったことに反する。クルアーン第42章11節参照、第51章49節。

（３）女性としての真の役割を忘れさせ、創造の行為も止む。すなわち伝統的にイスラームは母性の重要性を強調しているが、これがなくなる。









９　女性








男（１）性の真価は他の恩を受けずに表れる

女（２）性の真価の表れは他の者の手助けによる






その労苦に耐える秘密とはこの熱望である

創（３）造の快楽でその存在は火のようである






人生の秘密がその火（４）で開く

この火で生と死の戦（５）いが熱い






わたしも女（６）性の苦痛に心が痛む

だが可能でない　その難（７）しい結び目を解くことは







◎９女性の生来の立場を明らかにした。すなわち女性は創造的行為において男性の協力が必要である。そして女性は男性に頼ることになるが、この状態は避けられない。









（１）男性の特質や美点は女性からの助けなしでも表れる。

（２）女性の真価は母になることで男性の協力なしでは完成しない。クルアーン第４章34節参照。

（３）子供を産む喜びに満ちた女性の体。

（４）アッラーは子供を産む自然の願望を女性に与えた。

（５）この戦いがなければ人間の存在は終わる。

（６）出産で身体的な苦痛を得、また肉体の衰えを引き起こす。

（７）女性が子供を産むようにした神の神秘。












Ⅳ　文学と芸術







　イクバールは文学と芸術（絵画、音楽、ドラマ）に関してイスラームの視点から批判した。自我を強めることが芸術の役目であり、それができないものは価値がないとした。
















１　宗教と芸術








音楽や詩歌　政治や学問　宗教や芸術

それらの手許にはすばらしい真（１）珠がある






それらの表れは（２）土塊つちくれの良心からだ

それらの在処ありかは星（３）々よりも高い






も（４）し自我の擁護ができるなら本物だ

で（５）きないなら完全に手品で作り話だ






天の下もとで諸民族の不名誉となる

文学や宗教が自（６）我と関係ないと







◎１宗教と芸術との間にある関係を明らかにし、芸術のための芸術をよしとしなかった。









（１）人間の向上に役立つもの。

（２）人間を指す。神はアーダムを泥で創った。クルアーン第７章12節参照。

（３）芸術が星々より高くなるためには次の対句３の要件が必要。

（４）人間を人間らしくさせる芸術は本物である。

（５）自我の育成に役立たない芸術は人間の生活に害を及ぼす。それゆえ芸術のための芸術をイクバールは否定する。

（６）文学や宗教が自我と関係を持たず単なる楽しみだけになると国や民族を滅ぼす。









２　創造








新しい世界の出現は新しい思想から

石（１）や煉瓦で　世界は生まれない






自我に沈潜した人々の意（２）志と勇気が

その小川より限りない大海を生んだ






時代の転回をそ（３）の人が圧倒する

一つずつの息で永遠の生を産む人が






自（４）我の死で東洋の地に

神意の秘密を知る者は誰も生まれなかった






荒野の風から友情の芳香が漂ってくる

不思議でない　わ（５）が仲間が生まれてきているので







◎２イクバールは言う。芸術の目的は芸術家が新しい概念を生むことだ。他人の思想を模倣したり古びた思想を提示するのでは創造と言えない。芸術家が創造性を発揮しないなら世界や民族の進歩はない。









（１）石や煉瓦で新しい家はできるが新しい世界はできない。

（２）人間の意志や勇気に限界はない。ムーサーも限りない努力を奨励する。クルアーン第18章60節参照。

（３）毎瞬、努力と勇気を持っての行動は時代をも変える。

（４）東洋の諸民族、特にイスラーム教徒の自我が死に数世紀が経ってしまい何も創造されなかった。その結果は弱小化と隷従化であった。

（５）詩人は自らの詩で人々が覚醒することを確信している。









３　狂人








詩作りもム（１）ッラーの仕事もガ（２）ラス工の工房のよう

残念　荒野でも人里でも堕落してしまい　狂人が






誰も知らない　他の力のあることを　狂（３）人に

山や荒野から遠ざけさせてしまっても　狂人を






学（４）び舎やの人だかりでもいい

それには荒地は必ずしも必要でない







◎３人々に狂気を発揮せよと勧めている。狂気とはイクバールの用語で人間の持つ自我を完全に表現すること。人々がこの狂気を充分に表現しなくなったと言う。









（１）イスラーム寺院で礼拝を先導したり、子供たちにクルアーンなどを教える人。

（２）上辺は輝き、きれいだが耐久力や強さがなく簡単に砕ける。しかし今はそれを砕こうとする者がいなくなった。

（３）狂人の特徴の一つは、苦しい時、胸元を引き裂き、野山や荒野をさまようことである。

（４）現代の学校もガラス工の工房と同じく、やがて荒廃する。これらを打ち壊し新しくさせられるのはこれら狂人である。彼らの関心を方向転換させることが必要である。









４　わが詩へ








わたしには不平がある　お（１）まえの見せびらかしの喜びの態度に

おまえが知れ渡るとわたしの秘（２）密まで知れ渡ってしまった






炎（３）から離れて火（４）花のように飛び跳ねるな

誰かの熱き胸の中に居場所を探せ







◎４自ら自分の詩に語りかけている。









（１）わが詩。

（２）情熱。

（３）目的を持つ詩。

（４）無目的に飛びまわるな。









５　パリのイスラーム寺院マスジド








わが目は建築法の完璧さなどどうして賞讃するか

この西洋のマスジドには誠実さなどひとかけらもない






これはマスジドなどでない　西（１）欧の魔法使いが

マスジドの中に隠したものだ　偶像寺院の魂などを






こ（２）の偶像寺院はこれら略奪者たちの建築物だ

ダマスカスは　彼らの手で廃墟にされた







◎５第一次大戦後、一九一八年シリアのダマスカスにアラブ政府樹立。二〇年三月全シリア会議召集、パレスチナを含めたシリアの独立を図るが四月に英仏による分割統治の開始、七月仏軍はアラブ政府軍を破りダマスカスを占領。フランス人はここにイスラーム寺院を建設する。









（１）フランス人はマスジドを造りあたかもイスラーム教徒を理解しているような態度を示した。

（２）外面的にはマスジドであるが内面的には不信仰の塊に見えた。









６　文学研究








愛は今神が与えてくれた知に従い

恋（１）の道での名誉を汚すなかれ






古い器には新（２）しい魂を入れ

古い魂を追（３）随から自由にせよ







◎６花や鶯うぐいす、恋人の路地などのテーマに代わって文学で進むべき新しい道を示している。









（１）愛と知は神が与えたもので共に重要なものである。だが今は恋の道に迷って汚名を流す時でなく、人々を覚醒させる道を進むべきである。

（２）自由と独立の精神。

（３）古い抒情定型詩ガザルの追随。









７　見る目








春　荒野のチューリップの隊列

若さ　陶酔　興味　喜び　優美






暗い夜の星々のこの輝き

これは海　これは紺碧の空の広がり






夜の背に乗って月の花嫁の旅

日の出　瑠る璃り色いろの空の静寂






見る目があれば料（１）金はいらず

自然は美の売買はせず







◎７宇宙のさまざまな美や恩恵を感じ取るには物質的な代価は必要でなく、確かな眼識があればよいとする。そしてその眼識は人々を宇宙の創造者の方まで向かわせる。

　　アッラーが天と地の間に創ったものの凡すべてに主を畏おそれる者の印がある。クルアーン第10章６節参照。

　　ボーパール（リヤーズ・マンズィル）にて書く。









（１）見るために必要なものは眼識だけである。

　　彼（アッラー）こそは雨を降らせ芽を出させ穀物や果樹を成熟させるので観察せよとある。クルアーン第６章99節参照。









８　クワットル・イスラーム寺院マスジデ・クワットル・イスラーム








わ（１）が光のない胸に今　何が残っているか

「（２）神はなしラー・イラーハ」は死んで憂鬱　それを叫ぶ意気もなく






神の目もわたしを認識できず

マ（３）フムードの地位はア（４）ヤーズと入れ代わり






どうしてイスラーム教徒はおまえの堅（５）固さに恥ずかしくならないか

隷従のせいでその存在がガラスのようになってしまったのに






おまえの威厳に相応しいのはこの敬虔なムスリムモミンの祈りだけ

「アッラーは偉大なりアッラーフ・アクバル」の掛け声に存（６）否の戦いを込める者の






今どこにある　わが息の中にあったあの熱や悶えの心は

わが祈りや祝福から消えてしまった　内なる震えや戦おののきも






わが礼拝告知アザーンの声にあったあ（７）の高さや威厳　今はなく

ああおまえはこんなイスラーム教徒の跪拝に我慢できるのか







◎８北インドの奴隷王朝の創始者アイバク（在位一二〇六～一〇年）はデリー征服後、そこにクワットル・イスラーム寺院の建設を始めた。寺院は完成しなかったが、現存するクトゥブ・ミーナールはその一部で、その偉大さと頑丈さは見る者に感銘を与える。

　　イクバールはイスラーム教徒の衰退をこれと比較して述べる。









（１）イクバールが目にした当時のイスラーム教徒の胸。

（２）イスラーム教徒の中にイスラームの精神がなくなってしまった。

（３）ガズナ朝（九七七～一一八七年）最盛期の君主。Ⅱ28その三（９）既出。

（４）ガズナ朝マフムード王が寵ちょう愛あいした奴隷。

（５）マスジドの堅固なる姿。特にクトゥブ・ミーナールは建設後数百年たってもその姿はもとのままなので。

（６）その掛け声で正義を存続させ悪を消滅させる戦い。

（７）イスラーム教徒の初期の時代のもの。









９　テアトル








おまえの自我でおまえの居所が光り輝き

生（１）とは何か　自我の酔いや喜び　その続く息






月や星々よりも高く　その位置は

その光で生まれる　お（２）まえの人となりが






お（３）まえの存在が他の人の自我で消える　くわばらくわばら

生き返らすな　ラ（４）ート神とマナート神の偶像崇拝は






演技の完璧さとはお（５）まえが消えること

おまえがおらず　自我の熱気がなく　生の調べがなく







◎９この詩でイクバールは演技を自我の敵としている。演技の求めるものは自らの存在を忘れ去り、他の人の自我を提示し、その存在を浮き上がらせることである。そこで役者の自我は否定され、一種の偶像崇拝となっているので。









（１）生とは自我の別名で、自我が死ねばおまえも死んだ人となる。

（２）おまえを最も貴とうとい被造物にしたのは自我である。

（３）おまえが自分の人間性の中に他の人の自我を入れると、おまえの姿は残らない。

（４）共にイスラーム以前の異教の偶像。Ⅰ30（１）既出。

（５）演技の完璧さとは役者が自分の存在、すなわち自我を忘れることである。









10　希望の光








⑴






太（１）陽はその光線たちにメッセージを出した

世界は不思議な所だ　時に朝となり時に夕べとなり






おまえたちは長い間　大気の中を彷徨さまよっている

だが日々の世の冷淡さは増すばかり






砂粒の上を輝かせながら何の安らぎも得ていない

そよ風のようにバラやチューリップの周りを巡るだけで安らぎがない






もう一度わが心（２）の顕現の場に戻って来てしまえ

花園も荒野も人里もすべて捨てさって






⑵






宇（３）宙のすみずみより光線たちが立ち上がる

離れ離れになっていた太（４）陽と抱擁する






混（５）乱が西洋に起きている　明かりが見えないとの

西欧は機械の煙で覆われている　黒くなって






東（６）洋は目の楽しみを欠いてはいない

だが神の世界のような沈（７）黙に覆われている






もう一度われらをこの明（８）かりの胸の中に住まわせてくれ

慈悲深き太陽よ　われらを忘れないでくれ






⑶






一（９）つの生意気そうな光線が　天女のような生意気そうな

落ち着きのない水銀のようなものが






突然言い出した　わたしに光を下さいと

東洋の地の一粒一粒が世界を輝かす者になるまで






わたしはインドの空の暗さを放っておけないのです

深い眠りに陥っている者が眠りから覚めるまで






東方のこの地は希望の中心地です

イクバールの涙でこの地は潤っています






月や星々の目がこの地のせいで輝いています

その一粒一粒の土は珍しい真珠のようです






この地より意味を探す潜（10）水夫たちが出て来ました

彼らにとってはどんな暴風の海も歩いて渡れる海でした






その楽（11）器の歌で心に熱さがありました

ですが今では　宴の楽器の琴爪は他の人のものです






バ（12）ラモンは偶像寺院の入口で眠りこけ

イスラーム教徒はマスジドの壁龕へきがんの下で運命をかこっています






東（13）洋を嫌悪するな　西洋を遠ざけるな

巡り来る夜を朝にせよ　との神（14）からの指示が来ています







◎10この心地よいドラマ的な詩の中でイクバールはインドの人々に楽観主義の教育をしている。そして絶望するな、必ず闇は遠のく、絶望は一番の罪である、なぜならその後にどんな進歩の様子も見えないのでと語る。









（１）以下、対句４までは太陽の絶望を表している。これほど長い間、光線を放ってきたのに時は冷淡だった。今もどうしてこれが続くのか。どうしてわたしは恵みの戸を締めないでいられるかと。

（２）太陽の中。

（３）以下四つの対句は太陽の呼びかけに応じて。

（４）光線は太陽の所に戻ってきて。

（５）神アッラーに顔をそむけ物質的進歩だけを人生の目的としてきたので。

（６）信仰は残っている。

（７）社会の中に騒ぎや熱烈さ、努力の様子が見えない。

（８）太陽。

（９）光線たちが人間の世界で見た様子を太陽に述べていたがその中の一つの光線が言い出す。

（10）インドには数多くの学者、哲学者、聖者などが生まれた。

（11）インドを楽器に喩たとえている。

（12）インドには二つの大きな民族がいた。ヒンドゥー教徒とイスラーム教徒。だが両民族の不活発のせいで西欧諸国に隷従させられる運命となった。バラモンとはヒンドゥー教徒の社会で最高位に属し、司祭を務める。ここではヒンドゥー教徒全体の意。

（13）当時のインドは希望を持てるような状況でなかった。にもかかわらずイクバールは光線という言葉を使って希望のメッセージを出した。

（14）信仰して善行をなす者を、暗黒の深みから光明の中へ導き出す。クルアーン第65章11節参照。









11　希望








わたしはこの世の悪（１）弊と戦う

わたしは兵士でも将軍でもないが






わたしにはわからない　こ（２）れが詩であるか何か他のものか

だがわたしには与えられている　唱（３）念や瞑（４）想　陶（５）酔や音楽が






敬（６）虔な人の額に表れている

威厳に　その人の心は溢れている






それは不信者でないが不信者の所がないわけでもない

敬（７）虔な人が　この世のものにとらわれていることは






だが悲（８）しむな　まだ時はある

新しい星がないことはない　紺碧の空に







◎11イクバールは極端な楽観主義でも悲観主義でもなく、この世界には欠点はあるが徐々に改善されるという改善説を示している。

　　ボーパール（リヤーズ・マンズィル）にて書く。









（１）西欧の隷属下にあるインドの人々を支える戦い。

（２）神から与えられたものを使って詩を書き、人々に神の命令を思い出させている。

（３）神の名を唱えて神の命令を思い出す。

（４）神を霊的に認識して深慮する。なお唱念と瞑想についてはⅠ11◎11既出。

（５）スーフィーの境地になる。

（６）神の真の僕しもべの外面と内面は同じで神を想う。

（７）敬虔な人に相応しいのは現世での興味にとらわれず、どんな困難や不運にも恐れず、神の喜びに従って生きることである。

（８）敬虔な者が前の対句のように神を忘れてしまっていても。









12　愛の眼まな差ざし








この宇宙はその内面を隠さない

それぞれの物体には本（１）体を明かそうとする願望がある






この世の有様が少（２）し変わって見えてくる

愛（３）の眼差しがもとの目に加わってくると






その目で被征服の民族の息子たちが

こ（４）の世で統治者として相応しくなる






その目には残（５）酷さや残忍さもある

その目には美や優雅さもある






その目であらゆる物にわ（６）が狂気は

荒野の放浪の仕方を　教えている






愛（７）の眼差しがもしおまえに与えられないと

おまえの存在は心にも目にも不名誉となる







◎12愛の感情の持つ成果を述べる。もしイスラーム教徒がムハンマドへの愛に満ち溢れ、自我を完璧なものにすれば、まず自己の中で変革が起こり、さらにこの世の変革に通じると言う。









（１）すべての物が自らの立場を求めている。水は雨となり、果物は実となって。クルアーン第50章９～11節参照。

（２）すべての物の中に神の愛が宿っていると見えてくる。

（３）ムハンマドによって覚醒された愛。

（４）隷従の世界から出て。

（５）敬虔なムスリムモミンが邪教徒と戦う時はその愛の目が残酷や残忍と言える程になる。

　　　ムハンマドは不信心の者に対しては強く、お互いの間では優しく親切である。クルアーン第48章29節参照。

（６）わたしの極端な愛は同胞に対する励ましの詩となっている。

（７）精神的眼光があればあらゆるものの中にアッラーの明瞭なしるしが見える。クルアーン第51章20～21節参照。









13　芸術家の人へ








太陽や月　星の輝きは　ほんの束の間

愛でおまえの自（１）我の存在は永遠となり






おまえのマッカの聖域ハラムには黒（２）とか赤の色がなく

おまえにとり　赤や白　青は恥じらいの色






おまえの自我がひとりある時は唱（３）念と瞑想で過ごし

おまえの自（４）我の外への表れは　詩や音楽となって






おまえの魂が隷従の苦痛で弱まると

おまえの芸術の世界は偶（５）像寺院やカアバ巡り　そして跪拝






だがおまえの魂がもしその名（６）誉に気づくなら

人間と霊鬼が一緒の軍になり　おまえこそその軍の隊長となる







◎13イクバールは一芸に秀でた芸術家に自我の重要性を語る。









（１）愛により霊的認識を得て強くなった自我。

（２）イスラームでは膚はだの色、人種、血統などでの人類の分類を合法とはせず、すべてが平等とすることこそ大原則である。

　　　イスラームではアッラーだけを畏れればよいとする。クルアーン第49章13節参照。

（３）自我を強固にするのに必要。

（４）自我なしでは芸術は真の芸術にならない。

（５）上辺は立派そうだが偽りの代表となる。カアバ巡りは本来は神聖なカアバを回る儀式。ここでは転じて偶像巡り。

（６）自我に気づきそれを確実にしたものは世界を征服できる。

　　　人間は神により地上に送られた神の代理者である。クルアーン第２章30節参照。









14　ガザル








海に真（１）珠　恐れを知らない波よ

岸に贈り物　塵ごみやがらくたの






わが火（２）花には稲妻のような真価

だがおまえの葦あしは湿ったまま






おまえの時代はおまえの頑張りから

馬鹿者　天（３）の頑張りからでない　おまえの時代は






こういう狂（４）人も見た　わたしは

運命の綻ほころびを縫い合わせた






酒飲みの最高の飲み方は

葡萄ぶどうの恩によらない　そ（５）の酔いが






今でも東洋の居酒屋にある

それで知（６）覚が鮮明になる酒が






眼識のある人はヨーロッパに絶望

き（７）れいでなくて　それら民族の心が







◎14題名がガザルである。ガザルとは詩の形式の一つで二行ずつの対句がそれぞれ独立した意味を持つ。この詩は七つの対句でできているので七つの独立した意味を持つ。









（１）海に潜る努力をする者だけが真珠を得ることができる。

　　　ムーサーは二つの海が会う所に着くまで旅を止めないと言った。クルアーン第18章60節参照。

（２）わが詩では隷従に安住している民族を起こすことができない。

（３）人間の運命は天の動き、星の運行に左右される考えもある。

（４）敬虔なイスラーム教徒マルデ・モミンを指す。

（５）肝臓や心臓の血でできた真の愛の酒で酔うのをよしとする。

（６）クルアーンは人間の知能を信仰の力で輝かすと考えられている。

　　　今日われがあなたがたの宗教を完成した。クルアーン第５章３節参照。

（７）物質主義にとらわれ神との関係がなくなったので。









15　存在








みなさん　この天の下もとみなさんの存在は火花のようである

だが誰がみなさんを諭さとせるか　存（１）在とはどういうものか






もしも芸術に自（２）我の確立の美点がないなら

絵にしろ詩にしろ　笛や歌にしろ　ああなんということ






学校や居酒屋では消（３）える科目を除いて何も学べない

今もあり死後もあるそういうものを学ばねばならない







◎15イクバールは人間の存在の立場を語る。もし人間がその存在をしっかりとさせるならその立場は不滅となると言う。









（１）存在にはさまざまの形がある。蟻や象も存在する。しかし人間の存在とそれらの存在の違いは、後者の存在の中には神の僕しもべになる可能性はない。人間にはそれがあり、その存在を強めると不滅で永遠となる。

（２）美醜の基準である。そして芸術は自我の奉仕者である。

（３）自我を否定するような科目。









16　メロディー








どこから来たのか　葦笛の音ねに酒のような酔いは

その元は葦笛奏者の心か　それとも葦の茎か






心（１）とは何か　その酔いや力はどこからか

なぜそ（２）の一瞥いちべつが玉座の転覆を引き起こすか






どうして諸民族の運命がそれによるか

どうして刻一刻その様子が変わるか






どういうことか　心ある人の目に

気にもならないのは　ローマやシリア　レ（３）イの王国などが






心（４）の秘密を悟った日　歌い手が

芸（５）のすべての旅程を終えたことになるか







◎16心を目覚めさせ、心にアッラーへの愛の感情を生む歌がイスラーム法に適かなったものと言う。









（１）最初の対句の回答が葦笛奏者であるなら、ここで心とは何かを考えねばならない。

　　　知っている者と知らない者とは同じであるか。知っている者だけが関係をもつ。クルアーン第39章９節参照。

（２）心ある人の。

（３）シリアに属していた古代王国。

（４）歌の効力、魅力は偏ひとえに心によるということを。

（５）そしてその技法は最高点に達し人々を感動させられる。









17　そよ風と朝露











そよ風






星々の空までわたしは届くことができなかった

バラやチューリップの衣服を引き千切るだけだった






わたしは故郷を離れて行ってしまいたい

鶯うぐいすの楽しそうな声も味気なく






神はおまえに両方の場所を与えただろう

花園の方がいいか　空の幕の中での方がいいか






朝露






もし花園の塵ごみがあなたを惹ひき付けなくても

花（１）園も空の幕の秘密の一部分と言うことだ







◎17そよ風と朝露の対話で現実の世界と天の世界を較べている。天の世界を知る朝露は現実の世界も気持ちの持ち方でよいと言う。すなわち人間がもし消滅の世界にとらわれず人生の本当の目的を考慮すれば、人間の世界も天の一部であり悪いものではない。









（１）もしあなたが目を高く上げ、目的を高くするなら花園も天と同じ高さだ。そこにも天の幕の中に隠されている威厳があるはずだ。すなわち人は環境でなく自分の行動による。

　　地上にもあなた自身の中にも数々の印があるがそれをみようとしない。クルアーン第51章20、21節参照。









18　エジプトのピラミッド








その灼熱の砂漠の沈黙の中

自然はただ砂（１）山を作るだけだった






ピラミッドの偉大さに天も頭こうべを垂れている

誰の手（２）が描いたか　永遠となるこの絵図を






自然への隷従から芸（３）術を解き放て

芸術家は猟師だ　獲物などでない







◎18エジプトのピラミッドを例にして芸術の中の不朽性はその中にオリジナリティーがある時に生じるとする。









（１）だが今日できたものが明日には壊れてしまう自然の中でピラミッドの永遠性は偉大である。

（２）自然の隷属を払いのけた人間の手。

（３）もし芸術の永続性や偉大さを望むなら自然の鎖から自らを自由にしなければならない。さもないと砂山のように技法は時の長さにより乱れる。









19　芸術家の創造








昨今の芸術家の作品は目にとり天（１）国

だが眼識ある人の目にはこの秘（２）密の部屋は丸見え






自我がなく　朝夕の世界の動きがなく

生（３）の緊張感の熱も感じられず






気の毒に哀れな異端よ　その偶像は

過ぎ去った時代の壊れたラ（４）ート神とマナート神






お（５）まえは死人のようだ　その芸術はおまえの遺体の先導者

墓（６）の寝床の中の生活が見えるように







◎19インドの芸術家はそれぞれの分野において創造性がないと批判している。









（１）見た目には魅力的。

（２）心の中で物を隠しておく所だが新鮮さや人生の真実が見えない。

（３）気晴らしはあるが人生と対決する勇気や気力がない。

（４）カアバ聖殿にイスラームの出現以前に置かれていた偶像神。

（５）隷属の鎖につながれていて自我が見えず生の魂が見えない。

（６）感情が死に芸に命がないので墓の中での生活のようである。









20　イクバール








天国でル（１）ーミーにサ（２）ナーイーは言っていた

東洋に今もまだあの物乞いの椀やダ（３）ールがあるのか






もちろん確かに　だがと　ハ（４）ッラージは呟つぶやく

一人のカ（５）ランダルのような男が自我の秘密を暴露しているぞ







◎20イクバールは東洋の賢人たちを介して自分の立場を説明。









（１）ペルシア文学最大の神秘主義詩人（一二〇七～七三年）。『精神的マスナヴィー』は13世紀イスラーム世界を代表するペルシア語の作品。

（２）ペルシア最初の本格的神秘主義詩人（一〇七四～一一三四年）。ルーミーにも影響。

（３）ダールとは豆類の入ったカレースープのこと。東洋の人々は今も旧態に満足したままで長い間の隷属の犠牲者で、今もって覚醒の跡が見えない。

（４）フサイン・マンスール・ハッラージュ。「我は神なり」と言って処刑された神秘主義者。Ⅰ67（２）既出。

（５）世を捨てたスーフィー。ここではイクバールのこと。彼の出現により、自我の秘密が語られ、それを止められる者がいない。









21　芸術








芸術家よ　眼識を育はぐくむことはよいことだ　だが

物の真価を見ることのできない目では　何になる






芸術の目的とは永遠の命を生む情熱だ

それが火花のように一瞬の輝きだったら　何になる






それで海の心が騒がしくならないなら

春（１）の慈雨の滴よ　そんな貝が　そんな真珠が　何になる






詩人の声であれ歌人の息であれ

それで花園の心が塞いでしまうなら　そんな朝風　何になる






奇跡なしではこの世のどの民族も勢いづかない

ム（２）ーサーの一撃ザルベ・カリームを持たない芸術では　何になる







◎21イクバールは芸術の意図や目的を示した。その中にもし誤謬を正す力がないとそれは芸術ではなく、時間の浪費である。芸術は自我の育成を助けるものと言う。









（１）原文ではシリア暦第７月の雨の滴が貝の口に入ると真珠ができると言われている。

（２）「神と話をする者カリーム」とは預言者ムーサーの称号。その杖には泉を噴き出させたり、蛇になったり、海を二つにして人が通れるようにする力がある。それぞれクルアーン第２章60節、第26章32節、第26章63節参照。









22　花園の朝








花（１）






おそらくおまえは考えていた　わ（２）が故郷は遠いと

天（３）の使者よ　そうでない　遠くではない






朝（４）露






確かに飛（５）び降りてみると明らか

この点が　大地が天から遠くないことが






朝（６）






夜明けのように花園に足を踏み入れよ

足（７）元の朝露の真珠を壊さないようにして






山や荒野と抱擁をするのだろう　だが

お（８）まえたちの手から天の裳も裾すそは手放さないように







◎22花や朝露、朝を介して人生の真実に光を当て神との関係、すなわち高い目標を放棄すべきではないと語る。









（１）花は朝露に語りかける。

（２）わたしが今いる大地はおまえから遠いと。

（３）天のメッセージを空から持ってくる朝露のこと。

（４）朝露は花に答える。

（５）努力なしでは遠くに見えるが。

（６）夜明けは花と朝露の両方に言う。

（７）夜明けは花園のどの花や露の滴も傷つけない。人間もこの世で他に安心を与え、他を傷つけたりしてはいけない。

（８）人間は土からできたものであるが高い理想を掲げ飛躍、前進すべしとのメッセージ。









23　ハーカーニー








『（１）二つのイラクの贈物トフファトル・イラーカイン』の著者は

眼識ある人々の敬愛の的






その知能はベールを引き裂き

すべてのベールが切（２）り裂かれる









意味を解する人は静か

法ほ螺らを吹くことはしない






彼に尋ねてみよ　こ（３）の塵ごみの家は何かと

これやあれやの混乱は何かと






彼は因（４）果応報の世界を知る

一つのことで百を語る






「こ（５）のような世界の悪臭が漂って来る

　イブリースが残り　人類の祖が死んだという」







◎23ハーカーニー（一一二一～九九年）はイクバールの愛したペルシア詩人の一人であり、「哲学好きのサイヤド・ザーダ宛」（Ⅰ５）の最後にもその句を引用している。









（１）ハーカーニーは一一五六年から五七年にかけて聖地マッカへの巡礼を行い、その旅について書いた詩で、二つのイラクとはペルシア・イラクとアラブ・イラクを指す。

（２）幕の後ろに隠れている宇宙の神秘を解く。

（３）この世界のことで、それは不名誉と屈辱の場である。

（４）この世で行ったことに対し来世でその応報を得ること。

（５）ハーカーニーの詩の引用。

　　　イブリースすなわち悪魔はこの世での人々の善行や禁欲を止めさせるため全力を尽くし生き延びる。一方、人類の祖であるアーダムは神の代理として世に現れたにもかかわらずイブリースにより目的を忘れさせられ、本来ならばアーダムが生き延びるところ、イブリースが生き残った。

　　　クルアーン第51章56節には、ジン（悪魔）を創ったのはわれに仕えさせるためともある。









24　ルーミー








今もって間違って見えている　おまえの半開きの目では

今もっておまえの存在は秘（１）密だ　おまえにとっては






今もっておまえの請願は媚（２）態を知らない

今もっておまえの礼拝には直（３）立礼がない






今もっておまえの自我の楽器は弦が切（４）れたまま

今もっておまえはルーミーの音楽に気づいていない







◎24イクバールにとりペルシアの神秘主義詩人ルーミーの『精神的マスナヴィー』は『クルアーン』や『ハディース』に次ぐ重要性を持ち、この影響でイクバールは知能や理性に代わり愛を重要視することになった。ルーミーについてはⅣ20（１）既出。









（１）目が充分に開いていればすべての秘密が明らかになるがおまえの目は半分しか開いていないので真実がわからずおまえの存在自体が秘密となってしまっている。

　　アッラーは天や地にあるすべてを人間のために供した。クルアーン第31章20節参照。

（２）人間としての輝き。

（３）礼拝の中の一つの動作で神の前に手を組んで立つ動作。すなわち礼拝はするが、祈る相手は神でなく現世の有力者に対するものとなっている。

（４）その理由はルーミーの教えに従い行動していない。教えの要点はムハンマドに従うこと。そのためには愛が必要。愛はすべての病いの治療となる。









25　斬新さ








おまえが世界をもし自分の眼差しで見れば

おまえの夜明けの光で　天（１）が輝き出すだろう






太陽はおまえの閃ひらめきで光明を得るだろう

おまえの運命は月（２）の額に表れるだろう






川はおまえの真（３）珠の波で混乱を起こすだろう

自然もおまえの造化の妙味に赤面するだろう






他人の思想や思考に頼る物乞いよ

おまえは自分の自（４）我に到達できないのか







◎25イクバールは斬新さの価値とその成果を語る。









（１）自分の自我を完璧にして熟考すれば新しい世界が生じる。

（２）月もおまえの満足や喜びに従う。

（３）自我の強さで生じる眼識の光の真珠の波。

（４）他人に頼ると先見の明は生まれない。斬新さを得るためには自我を掘り下げそれに触れなければならない。

　　　クルアーンを中心にして考えていけば矛盾は起こらないとある。クルアーン第４章82節参照。









26　ミルザー・ベーディル








本当かそれとも誤って見るわが目の錯覚か

この大地　この荒野　この山並み　この紺碧の空は






ないと言う人もいれば　あると言う人もいる

おまえの世界の存否は誰がわかるか






ミルザー・ベーディルはなんと巧うまく解ほどいたか

その縺もつれに哲学者もてこずってしまっているのに






「も（１）し心に広さがあったとすればこの花園の跡形はなくなった

　葡萄酒のガラス瓶は狭かったので酒の色は外に出てしまった」







◎26ベーディルはインドのパトナ出身でムガル帝国時代の代表的なペルシア語詩人だった（一六四四～一七三〇年）。その神秘主義的な詩はガーリブやイクバールにも多大な影響を与えた。









（１）これはベーディルのペルシア語の詩からの引用である。

　　　詩人はこう言う、「われわれの心は狭い。そこに神の顕現のすべては収まりきらない。そして心の瓶より出たもの、それが世界のしるしとなった」。

　　　事実この世界のわれわれに見えるもの、それはわれわれの心の中に収めきれない跡形の反映である。この宇宙はわれわれの心が狭いので存在する。









27　威厳と優雅さ








わ（１）たしには　ただハ（２）イダリーの力がよい

あなたにとってはプ（３）ラトンの鋭い知覚がよいのだろうが






わが考えでは美や優雅さもそうなるのだろう

天が力の前では跪拝してしまうように






威厳がないと善や優雅さも形無しになるのだろう

歌も正真正銘の息となってしまうように　燃え立つ火でないのなら






わたしは罰を受けるにしてもそんな火は御免蒙る

そ（４）の炎が激しくなく　荒れ狂っているようでないのなら







◎27自我の完成にとり人間は優雅さと威厳の両方を併せ持つことが必要である。威厳を欠いた優雅さの効力は少なく、また威厳だけが顕著に現れると有害となる。

　　クルアーン第８章60節に、彼らに対してあなたのできる限りの力と多くの繋つないだ馬を備えなさいとある。









（１）わたしは自我を知る人の意、あなたはそれを知らぬ人の意。

（２）第四代正統カリフ、アリーの称号で獅し子しの意。知と力に優れ、人々の崇拝の的。ここでは精神力の強さの意。Ⅰ17（７）既出。

（３）ここでは思想的な力の強さ。プラトンについてはⅠ45（５）、Ⅱ１（３）既出。

（４）イクバールにとっては美の中に威厳が入ってくるとその美は完璧の域に達する。









28　画家








なんとここでも陳腐なことになってしまったか　思想の死が

インド人も西（１）洋人の模倣者となって　イラン人も同じになって






残念と言わねばならない　現代のベ（２）ザードは

東洋の昔からのあの喜びを失ってしまった






画伯よ　あなたの完璧さはよくわかる

あなたは新旧の仕方にもよく通じている






自然の秘密も見せ　自分でも見ている　あなたは

だが自然の鏡の中で　あ（３）なたは自分の自我を見せたか







◎28真の絵画制作とはその中に画家の人格や個性が表れているものとイクバールは考える。









（１）オリジナリティーを欠いて。

（２）イランのサファヴィー朝の創始者イスマーイール一世（一四八七～一五二四年）の頃にいた有名な細密画の画家。

（３）西欧の模倣の結果、自我を認識せず、すべてを得ながらすべてを失っている。

　　　われ（神）は彼らが行った最も優れたものによって報奨を与えるとある。クルアーン第16章97節参照。









29　イスラーム法に適かなった歌








歌い手の抑揚のよく利いた声で明るくなる

だが長続きしないと心のこの喜びが何になる






今でも空の胸中に隠れたまま　そ（１）の歌声は

熱気のあまり星々のかたちも溶けてしまうような






そのせいで人（２）間が悲しみや恐怖を感じないですみ

ア（３）ヤーズがマ（４）フムードになってしまえるような






月（５）や星々の困惑の家も残らず

ただあなたと　（６）神アッラーの外なにもなしのあなたの叫びだけが残り






律法学者がイスラーム法に適ったという

そういう歌が今でも誰か歌い手を待っている







◎29敬虔なムスリムモミンにとってどんな歌が適法かを述べる。









（１）人間の中に生や確信を生ませるものはイスラーム法に適う。

　　　アッラーは堅固な（地歩に立つ）御み言こと葉ばで信仰する者たちを立たせられる。クルアーン第14章27節参照。

（２）アッラーの友になれば恐れや憂いがなくなる。クルアーン第10章62節参照。

（３）ガズナ朝マフムードに仕えた奴隷。それがその音楽を聞き王の気分になってしまう。Ⅱ28その三（10）既出。

（４）ガズナ朝最盛期の君主。その支配領域はホラズムからイラン中央部であったがインド亜大陸にも聖戦ジハードの名で繰り返し遠征。Ⅱ28その三（９）既出。

（５）聞き手のあなたに迷宮を生じさせない。

（６）神の唯一性。クルアーン第２章163節参照。









30　禁忌の歌








わが唱（１）念にスーフィーのような情熱や喜びがない

わが瞑想は果報や罰の判断の基準になっていない






どうかあの方と一致しますように

ハ（２）ディースやクルアーンに詳しい町の律法学者と






もしその節ふしに死のメッセージが隠れているなら

わが目では禁（３）忌　笛であれ　チ（４）ャングであれ　ラバーブであれ







◎30どのような音楽が禁忌かを語る。









（１）礼拝において〝神の名を唱えることにより神を讃美すること〟を指す。

（２）預言者ムハンマドの言行を記録したもの。

（３）何が禁忌かについてはクルアーン第７章33節参照。

（４）チャング、ラバーブ共に弦楽器。









31　噴水








小川のこの流れ　土とのこの抱擁

わが目には好（１）ましくない　こんな眺めは






そんなこっちを見ないで向こうを見よ　若者よ

内（２）なる力であんなに高くなっている　噴水は







◎31小川と噴水を較べることにより自らの考えを表明している。イクバールは懸命に努力する者、自立する者をよしとする。









（１）確かに流れてはいるが土より上に上がらないので。

（２）奮闘努力する者をアッラーは讃える。クルアーン第29章69節参照。









32　詩人








東（１）洋の藪の中　笛の息は不足気味

詩人よ　お（２）まえの胸に息があるのかないのか






隷属のせいで自（３）我が弱くなってしまった

そんな民族に　イ（４）ラン的音調はよくない






ガ（５）ラスの水差しであれ土瓶であれ

おまえの酒は剣のようでなければならない　強さが






そんなどんな世界もない　空の下もと

戦わずしてジ（６）ャムやカエの王座が手に入るような






毎瞬新しいツ（７）ール山が　新しい稲妻が現れ

どうか終わりませんように　興味ある旅路が







◎32どんな詩を書かねばならないかのメッセージを詩人たちに送る。









（１）インド亜大陸の詩人に向かって。

（２）その詩で隷属の人々を覚醒できるか、その力があるのか。

（３）自己を知ろうとする気力や自由独立の願望がない。

（４）非アラブに代わりアラブの節ふしを取らねばならない。

（５）詩作がどのようなものであれテーマが重要。

（６）古代イランの王たち。

（７）預言者ムーサーが神と話そうとして登ったのがツール山で、神は話す代わり稲妻となって現れムーサーは気絶した。クルアーン第７章143節参照。

　　　愛の道ではこの気絶は楽しく何度でもしたい。

　　　詩人は伝統にとらわれず何度でも新しい仕方で人々を覚醒させるべきの意。

　　　本当にわれは人間を苦労するように創った。クルアーン第90章４節参照。









33　ペルシアの詩








ペルシアの詩が心地よく魅力的であろうと

その詩で自我の剣は鋭くならない






もしその声で花園が憂鬱になるなら

朝を生む鳥は沈黙のままがよい






その一（１）撃が山を崩すだけなら何のこと

それでパ（２）ルヴェーズの王国が揺らがないようでは






イクバールよ　今は艱難辛苦の時

鏡（３）で見せるだけのもの　それは避けよ







◎33ペルシアの詩を批判し、それはイスラーム教徒の行動力を麻痺させたとイクバールは言う。









（１）パルヴェーズの妃シーリーンに石工が恋した。困った王パルヴェーズは一計を案じ、岩山にミルクの河を通したら妃を渡すと約束すると、石工は岩山を崩しそれを完成してしまった。

（２）サーサーン朝末期ホスロー・パルヴェーズ二世はビザンツ帝国と戦い、シリア、エジプトを占領。彼の治世下サーサーン朝の領地は最大となる。ニザーミーの叙事詩『ホスローとシーリーン』の主人公。ここで意味のある一撃とは石工のような山に与える一撃でなく、王の専制主義の鎖を断ち切る一撃である。Ⅰ51（６）参照。

（３）原文はペルシア語の片句。現実の世界から離れ、人々を妄想の世界へ導くもの。









34　インドの芸術家たち








彼らの構想力は愛（１）と陶酔の葬列

彼（２）らの暗い思想のせいで諸民族の生活は墓






彼らの偶像寺院には死の影があり

これらバラモンの芸術は生に飽き






人々の目から人間性の高さを隠し

魂を眠らせ肉体だけを目覚めさせ






インドの詩人　画家　小説家に

残念　これら哀れな者たちの血管に女（３）が憑いている







◎34インドの詩人や作家、芸術家たちの心理状態を批判している。一九三〇年代後半から進歩主義文学運動が台頭しインド中を覆った。それは現実直視の写実主義をモットーとするものであったがそれが未消化だと猥褻わいせつと非難される作品も生まれた。









（１）それらの人々の思想は愛と陶酔を終わらせるものである。

（２）彼らが提示するものは民族の生活を破壊する原因である。

（３）進歩主義文学者の中にはフロイトの影響を受けた者もいた。









35　偉大な人








その人の憎（１）悪の念は激しく愛の感情も激しい

その人の怒（２）りはアッラーの僕しもべに優しい






その人は時代の模倣の闇の中でも育つ

だがその気質が求めるものは常（３）に創造






人中ひとなかでもその人は孤（４）独の楽しさを得る

宴（５）の灯火のようにすべてから離れていてもすべての友






夜明けの太陽のごとく　思考の輝きで

話は単純にして明快　含蓄に富む表現






その人の時代の見方は　外（６）の者とは別

道の老師たちはその事情を知らず







◎35イクバールは敬虔なムスリムモミンの性質を述べる。









（１）イスラームの不信仰者に対して。敬虔なムスリムモミンはイスラームに対する愛も強くそのために自らの人生も犠牲にする。

　　彼と共にいる者は不信心の者に対しては強く、お互いの間では優しく親切である。クルアーン第48章29節参照。

（２）正しい道に導くために。

（３）自分自身を見失う代わりに。

（４）神アッラーを思って。敬虔なイスラーム教徒は神を恋人とする。

（５）クルアーン第94章７～８節に、それで（当面の務めから）楽になったら、さらに労苦して、（ただ一筋ひとすじに）あなたの主に傾倒するがいいとある。

（６）クルアーンとムハンマドの言行を通して見ているので。









36　新しい世界








そ（１）の心が生きている人に運命の秘密は隠せない

夢の中でも新（２）しい世界の絵図を夢見ている






そして礼（３）拝告知アザーンの合図で目覚めると

夢で見た世（４）界の建設に取り掛かる






新しい世界の体にはその生きた心の土がなる

新しい世界の魂にはその生きた心のタ（５）クビールがなる







◎36新しい世界はいかに生まれるか、そしてその土壌は何で用意するかを語る。









（１）自我が完璧の域に達し、何をすべきかを知っている人。すなわち神秘主義者。

（２）神の満足を得て動き、イスラームの名声が高まる世界。

　　日毎に彼は、（新たな）御み業わざで処理がなされるとある。クルアーン第55章29節参照。

（３）礼拝への呼びかけ。

（４）栄光あるイスラーム世界。

（５）「アッラーは偉大なり」の叫びのことで、この叫びを新しい世界の基礎にする。









37　意味の発明








意味の発明は神からの賜物とはいえ

芸術家がどうして努力をしなくていいか






建築家の熱き血で建築の完成がある

ハ（１）ーフィズの居酒屋にしろベ（２）ザードの偶像殿にしろ






絶えざる努力なくしてどんな真価も現れぬ

フ（３）ァルハードの屋敷も手斧の火花で明るい







◎37優れた芸術家にはどの分野であれ天賦の才があるが、それを完成させるためには努力が必要であると言う。









（１）抒情定型詩ガザルの最高峰に君臨するペルシア詩人（一三二六？～九〇年頃）。

（２）Ⅳ28（２）既出。

（３）サーサーン朝末期の君主ホスロー二世（在位五九一～六二八年）の時代にいた石工で、君主ホスロー二世の妃シーリーンに恋し、その獲得のために岩山を手斧で掘った。岩から火花が飛び出たため家は明るい。石工についてはⅣ33（１）参照。









38　音楽








その歌はガザル詠みの冷血の証拠

それを聞いておまえの顔が輝（１）かないでは






息の波でその声を有毒にしている

その心が清（２）らかでない葦笛奏者は






わたしは東洋や西洋の花園を隈くまなく回った

だがどの花園でも胸（３）を掻かき毟むしる者はなかった







◎38音楽の善よし悪あしを述べている。









（１）行動の情熱が生まれないでは。

（２）神の愛に溢れていない心。（人々を）アッラーの道から背かせ、（正しい道に）嘲笑を浴びせる者がある。クルアーン第31章６節参照。

（３）苦しみを表現する仕方の一つで、歌を聞き誰もそのような様子を見せた者はいなかった。









39　見る喜び








その血ち塗まみれの中国人の自我は高かった

処刑の直前　執行人にその人は言った






待ってくれ　この眺めはすばらしい

少しわたしは見（１）たい　剣のこの輝きを







◎39処刑される中国人を例にして、自我が高くなると死をも恐れなくなる、完璧に達すると美や優美さを重んじるようになる、とイクバールは述べる。すなわち人間の中に自我の意識が高くなると自分を自分で見る喜びも生まれる。









（１）剣の輝きを見て自ら慰める。









40　詩








わたしは詩の秘密がわからない　だが

諸民族の歴史がその注釈になっていることがある






永遠なる生のメッセージである詩は

ジ（１）ブリールの歌　イ（２）スラーフィールの笛の音ねである







◎40詩の本質の一面を述べる。









（１）大天使の筆頭。最初にムハンマドに啓示を教えた。誠実な聖霊とされている。クルアーン第26章193節参照。

（２）四人の大天使の一人。終末の到来時にラッパを鳴らす。ラッパが吹かれると人々は墓場から出てくる。クルアーン第36章51節参照。

　　すなわち（１）（２）より詩が清潔と覚醒のメッセージを果すの意。

　　またアッラーの御言葉による者の生活についてはクルアーン第14章27節参照。









41　舞踊と音楽








詩でジ（１）ブリールとアフリマンの命が輝き

舞踊と音楽で宴（２）に熱情と陶酔が生まれ






芸術の秘密をこう明かした　ある中国の賢人が

詩（３）はまさに音楽の魂　舞踊はその肉体であると







◎41詩歌、音楽及び舞踊の相互関係を明らかにしている。









（１）前者は天使で善人の意でイスラーム教徒を表し、後者はゾロアスター教の悪神で悪人の意。邪教徒を表す。そして優れた詩なら両者共に賛辞を呈す。

（２）人間の中に。

（３）音楽を人間と仮定するならば。









42　欲望の抑制








よく零こぼすのはこの世の人のよくする慣らい

傷ついて嘆くのは（１）托鉢僧ダルヴィーシュの仕方でない






賢明な古老がこっそり教えてくれた

嘆きを抑（２）えるのは獅し子し　嘆き喚くのは狐や羊







◎42自分の欲望を抑えることのできない人は他の者を支配できないという神秘主義の考えを明かす。









（１）狭義では乞食僧。広義にはスーフィ教団の成員で清貧の権化と考えられている。

（２）抑えることはよきこととされ、親切な言葉と寛容とは、侮辱を伴う施しに優るとある。クルアーン第２章263節参照。









43　舞踊








ヨーロッパ人用に体の上げ下げの踊りはとっておけ

魂の踊りには「（１）神と話をする者カリーム・アッラー」の一撃がある






向（２）こうの踊りの褒ほう美びには喉の乾き

こちらの踊りの褒美には清貧の王冠がある







◎43イクバールは舞踊には肉体の舞踊と精神的な舞踊の二種類があるとした。前者は舞踊中、魂は沈黙のまま、後者は魂の舞踊中、スーフィー的な観点から肉体の陶酔もありイクバールは後者を好んでいる。









（１）「神と話をする者」は予言者ムーサーの呼称。クルアーン第28章30節参照。

　　ムーサーはその杖で地面を打つと泉が沸き出た。クルアーン第２章60節参照。また海の水をその杖で打つと海水は二手に分かれ通り道ができた。クルアーン第26章63節参照。

（２）肉体の踊りは喉の乾きの結果、飲酒や性にその癒しを求める。一方の魂の踊りの結果は王をも眼中からなくなる清貧を得る。












Ⅴ　東洋と西洋の政治







　西洋の政治とそのさまざまな政治体制を解説し、それらが政略、狡猾さ、偽善、暴虐に基づいていると見ている。
















１　共産主義








諸（１）民族の仕方でわたしはわかる

ロシアのこ（２）の動きの速さが無益ではないことが






人間は新（３）しいことに思いを馳せる

古びた仕方に人は飽きてきた






人間の欲望が隠していた

そ（４）れらの秘密が次第に明らかになりだした






イスラーム教徒よ　クルアーンの中に潜水夫となって潜れ

神がおまえに新しい試みを与えてくれるように






今でも「余（５）分のものを」の言葉に隠れていること

その真実がこの時代　明らかになるかもしれぬ







◎１イクバールはマルクスや共産主義にも関心を持っていた。それらにイスラームの原則と類似点があったからである。例えば両者とも資本主義や王制に対しては反対、しかし労働者階級に対しては味方であった。しかしマルクスの弁証法的唯物論には、それが物質主義に基づき、神と宗教の両方を否定しているので反対であった。

　　この詩では共産主義的考え方に似てはいるがもっとよい考え方がクルアーンにあったことを示す。









（１）資本主義体制の欧米の国々。

（２）資本主義体制から共産主義体制に移る速さ。

（３）資本でなく労働力こそ富の源泉となる考え。

（４）資本家が隠していた富を集める願望。

（５）クルアーン第２章219節に、何を施すべきかを問われた時、「何でも余分のものを」と言えとある。

　　　これは個人と国家との間の経済的関係の明示であり、剰余分は個人でなく国家に移管すべきとの考え方。









２　カール・マルクスの声








これでは学問や学識の賽子さいころ遊び　議論や口論の見せびらかし

世の人は今はもう好まない　この古びた見せびらかしを






経（１）済学の先生　あ（２）なたの本に結局何があるのですか

曲りくねった字の見せびらかし　水の零こぼれない横倒しのコップでは






西洋の寺院　教会　学校には

情欲の流血が隠されています　ずる賢い知能の見せびらかしの







◎２マルクス（一八一八～八三年）はドイツのユダヤ人出身の共産主義思想家で、初期にはドイツの哲学者ヘーゲル（一七七〇～一八三一年）の弟子であったが、後にエンゲルス（一八二〇～九五年）と共に共産主義の学説と運動に貢献し、『資本論』を著した。エンゲルスと共にアジアやイスラームの衰退がヨーロッパ人の文明開化的偏見や教育的傲慢さと無縁でないことを示唆している。

　　前の詩「共産主義」でイクバールは共産主義の限界を指摘したが、ここではマルクスに資本主義の狡猾さを述べさせている。それらに代わるものとして、イクバールはイスラームを挙げることを意図している。









（１）資本主義の支持者。

（２）労働者や農民の救済のために何もなされていない。私の本『資本論』を見よ。









３　時代の変革








アジアにもヨーロッパにもない　生の悶えが

こ（１）ちらは自我の死　そして向（２）こうは良心の死






心に変革の熱望が生じている

おそらく近づいてきたのだ　古（３）い世界の死が







◎３イクバールは社会の変革を予測している。









（１）アジアは植民地の隷従で人々の自我がなくなっている。

（２）ヨーロッパでは無神論と共産主義のせいで良心がなくなっている。

（３）資本主義や共産主義の世界。それに代わるものとしてイクバールの頭にはイスラームの世界がある。









４　お追つい従しょう








わたしは世間の様子がわからない　だが

眼識ある人には隠せない　ど（１）んな秘密も






あなたも政府の大臣におもねてみたら

新（２）しい法令も出たし　新時代の始まりでもあるし






お追従かそれとも本当のことかわからないが

誰かが梟ふくろうをもし「夜（３）の大鷹」と言うなら







◎４インド統治法が一九三五年に施行されるとイギリス政府への追従が目立ってきた。イクバールは皮肉を込めて言う。









（１）高い地位や給与を求めてお世辞を使う。

（２）一九三五年のインド統治法。

（３）梟は愚かであるので選択権限は持たない。その梟に向かって梟よと言うと怒るので、怒らせないために大鷹と言う。









５　地位








敬虔なムスリムモミンがヨ（１）ーロッパ人の魔法にかかった

そのせいでカ（２）ランダルの目には涙が浮かんでいる






どうかあなたのその高い官職が無事安泰でありますように

そのためにあなたは自我を台無しにしてしまいましたが






だがこのことは隠そうにも隠せないです

その一部始終がわかっております　鋭い人には






僕（３）しもべたちを仲間にすることはできません

ただ買い取るだけです　その勘の鋭い宝石を







◎５イクバールは高い官職のために宗教と共同体を裏切ったイスラーム教徒を追悼している。









（１）植民地下のインドにおいてアッラーと預言者ムハンマドに反逆してイギリス人に官職と引き替えに魂を売る。

（２）世を捨てたスーフィーや世俗にとらわれない者を指すがここではイクバール自身のこと。

（３）支配民族は被支配民族を統治の仲間にすることはない。









６　ヨーロッパとユダヤ人たち








あ（１）り余る程の快楽　この統治　この賑わい　売買の

だが心は光なき胸の中で安心を欠き






ヨーロッパは機械の煙で暗く

こ（２）のエマンの谷は顕現の場に相応しくない






この若死にの文化は臨終に瀕ひんしてしまい

おそらく教会の（３）管財人ムタワッリーにはユ（４）ダヤ教徒がなるのだろう







◎６イクバールは言う。西欧の文化はやがて消滅する。ユダヤ民族は裕福であり信仰心に篤いのでキリスト教社会を取り込み、政治的宗教的な権力を入手することもありえると。









（１）キリスト教が覆っている西洋全体。

（２）産業革命の結果、人々の心は物質文化の進歩に戸惑い、もはや神や宗教から離れてしまい、ヨーロッパはエマンのような神の顕現の場にならなかった。

　　　ムーサーはトール山の傍かたわらに、一点の火を認めた。そこに火を取りに行くと、谷間の右側の祝福された地、エマンに一本の木があり、そこから神の声がしてきた。クルアーン第28章29～30節参照。

（３）マスジド、聖者廟、修道場のワクフ管財人。ワクフはイスラーム特有の財産寄進制度。

（４）裕福でありすべての教会を買い取ってしまえるので。









７　隷属の心理学








詩人も生まれる　学者も哲人も生まれる

諸民族の隷属の時代でも　いなくなることはない






しかしこれらアッラーの僕しもべたちの目（１）的は一つ

意味の解説をどんなにすばらしくするにしても






獅子たちに鹿の怯えを教えるのがよりよいとする

獅子の勇気の話は残らないようにして






奴（２）隷の人に隷従で満足させてしまう

問題となる点はもっともらしく言い繕って







◎７どの民族でも奴隷化されると、民族全体がそれを受け入れ、現状に満足してしまいがちと言う。









（１）隷属下の詩人・学者・哲人などは自由な世界に住む者とは違って、それぞれの思想の表現の目的は同胞の強化ということよりも対句３にあるようなことになってしまう。

（２）このような態度や気分こそ隷従するものの心性である。

　　本当に彼らは、陰謀を企たくらんでいる。われもまた策謀をめぐらす。クルアーン第86章15～16節参照。









８　ロシアのボルシェビキ








神（１）の喜びの仕方は数奇である

誰もわからない　世界の良心に何が起こるか






十字架を壊す役に任じられてしまった

十（２）字架の擁護を救いと考えてきた者たちが






無神論となったロシアに啓示があった

キリスト教教会のラ（３）ート神とマナート神を打ち壊せとの







◎８ロシア革命を境にロシアにおける宗教の変化を示す。









（１）神の意思の表現の方法は人間の理解を超えている。

（２）ロシアはロシア皇帝の時代キリスト教の最大の中心地の一つであった。

（３）イスラーム以前の時代、これら二つはカアバ神殿に置かれた偶像であったが、ここではキリストとマリアの像の意。









９　今日と明日








そういう者は明日の喜怒哀楽に加わる資格がない

今日自らを啓発せず　苦労をしない者は






そういう民族は明日の騒ぎに参加する価値がない

そ（１）の運命に今日こんにちがない民族は







◎９イクバールはこの小さい詩で、現在と将来の関係を明らかにした。









（１）現代を無駄に過ごさず努力する民族だけが将来の手綱をつかむ価値がある。

　　　訓戒は、主を畏れる者に受け入れられよう。クルアーン第87章10節参照。









10　東洋








わ（１）たしの歌でチューリップの胸元は引き千切られた

だが朝のそよ風は花園を探している　今も






ム（２）スタファーの政治にもレ（３）ザー・シャーにもその表れがなかった

東（４）洋の魂は　体を探している　今も






だがわが自我の教えも厳罰に値する

世（５）間では　絞首台と綱を探している　今も







◎10東洋の民族は今まで正しい指導者に恵まれなかったと言う。









（１）わが詩で覚醒させられた人々は指導者を待っている。

（２）アタテュルク（一八八一～一九三八年）のこと。第一次大戦後のトルコ革命の指導者でトルコ共和国初代大統領（在位一九二三～三八年）。

（３）イランのパフラヴィー朝初代国王（在位一九二五～四一年）。即位前は軍司令官だった。

（４）両者が行った西洋の隷属からの解放は、共にトルコやイランを西洋の鋳型に嵌はめるという上辺だけのことであったので、新しい指導者を探している。

（５）わたしに敵対する西洋諸民族。









11　西欧の政治








西欧の政治は神よ　あなたと同列を装っています

だ（１）がそこの祭司はただ金持ちや有力者だけです






あなたはただ一つの悪魔（２）イブリースを火から創りました

だがそ（３）れは数十万もの悪魔イブリースを土から創りました







◎11西欧の政治は悪魔の営みであるとイクバールは神に語りかける。









（１）神の崇拝者は富者も貧者もあらゆる者を含んでいるが。

（２）アッラーは悪魔を火から創った。クルアーン第７章12節参照。

（３）すべてヨーロッパの政治は悪魔的である。

　　　悪魔は彼らを支配し、アッラーを念おもうことを忘れた。クルアーン第58章19節参照。









12　従属化








現在も事実あのかつての時代のままである

導師の座にある者が　政治の力を持つ者が　礼拝の先導者イマームとなり






それには神秘主義者スーフィーの奇跡や富者の威厳など何の関係もなく

何世紀にもわたる隷属の隷従感に民衆は馴れ切ってしまい






従属化させることに何の難しさもなく

隷（１）従の馴れで隷属が慢性化してしまうと







◎12世界の様子は今も二千年前と同じだとイクバールは言う。力のある者は無力な者を自分の意のままにさせてしまう。









（１）精神的にも物質的にも長い間の隷従は人間を無力にしてしまい、人間の精神や魂の崇高さを考えなくさせている。

　　　行いについての最大の失敗者について、クルアーン第18章103～104節参照。









13　隷属下にある人々へ








東洋と西洋の英知がわたしに教えてくれた

隷属下にある人々にとり錬金術となることを






信仰であれ　哲学であれ　清貧や王権であれ

確かな確信に基づいてこそ　その完成があると






その民族の言葉に力がなくなり実行力が衰えてしまうと

そ（１）の心が確かな確信を欠いてしまうと







◎13隷属下の者が自由を勝ち取るためには誰もが奴隷であるべきでないのだという固い信念を持たねばならない。そしてどの分野であれ確信と信仰の円熟が必要だと言う。









（１）彼らの私欲に従ってはならない。惑わされないように用心せよ。クルアーン第５章49節参照。









14　エジプトの人へ








ス（１）フィンクス自らこう語ってわたしに教えてくれた

昔の秘密を知るあのスフィンクスが






諸民族の運命は突然変わる

それをもたらすのは力であり賢人の知などではない






その様子は時代ごとに変わる

ある時はム（２）ハンマドの剣　またある時はム（３）ーサーの杖となって







◎14この世に新体制を打ち立てるためには知だけでは充分でなく力も必要だとする。









（１）紀元前二五〇〇年頃ギーザに造営された人面獅身の石像。それは今まで人間を見てきた。

（２）ムハンマドは六三〇年マッカ征服までに六二四年バドルの戦い、六二五年ウフドの戦い、六二七年塹壕の戦いを経なければならなかった。「できる限りの力と、多くのつないだ馬を備えなさい」（クルアーン第８章60節）。

（３）ムーサーが杖を投げると蛇になった。クルアーン第28章31節参照。









15　アビシニア



（一九三五年八月十八日）






ヨ（１）ーロッパの禿鷹はげたかはまだわからない

アビシニアの死体がどんなに有毒か

　　これは切れ切れの死体だ






文化の絶頂がその品位の衰退とは

この世での略奪がそれら諸民族の生活手段とは

　　狼は子羊探しに夢中






残念　キリスト教教会の誇りのステンドグラス

教皇は粉々にしてしまった　大衆の面前で

　　司教よ　これは真に心に傷を負わせることだ







◎15タイトルに含まれている八月十八日の日付がこの詩の作詩日とすれば、イクバールは八月の段階で十月二日のイタリアのアビシニア（現エチオピア）侵攻を予測していたことになる。

　　イクバールにはアビシニアに対し次の理由で深い思い入れがあった。初期イスラーム時代の七世紀、キリスト教国のアビシニアがイスラーム教徒の避難民を庇護してくれて以来、イスラーム帝国はアビシニアに敬意を抱き、拡大期においても侵攻しなかった。

　　異教徒間にさえこのような感情が働いていたのに対し、一九三〇年代のヨーロッパはまさに弱肉強食の世界であることをイクバールは示している。









（１）イタリアの意。









16　悪魔イブリースの命令　その政治狂いの息子たち宛に








バ（１）ラモンを政治の渦中に連れ出して

聖（２）紐を着けているその者たちを古寺院から追い出してやれ






死を恐れないあ（３）の飢えている者たち

その体からム（４）ハンマドの魂を追い出してやれ






アラブの思考にヨーロッパの考（５）えを与え

イスラームをヒ（６）ジャーズやヤ（７）マンから追い出してやれ






アフガン人の宗教の気概を静めるには

ム（８）ッラーをそこの山や谷から追い出してやれ






マ（９）ッカの聖域ハラムにいる人たちからはそこの伝統を奪ってやれ

契丹の草原から鹿（10）は追い出してやれ






イ（11）クバールの鼻息からチューリップのような火が出る

そんなガザル詠みは花園から追い出してやれ







◎16イクバールは西欧の政治家たちの東洋に対する政治姿勢を暴露した。西欧の政治家はすべて悪魔の息子であり、東洋のそれぞれの地域の政治から宗教を除き、骨抜きの政治にしようとしている。

　　ボーパール（水晶の間）にて書く。









（１）バラモン階級が中心となるインドの政治について。

（２）ヒンドゥーが首や脇下に巻く。

（３）イスラーム教徒。

（４）ムハンマドの愛。

（５）文化的な考えや新製品。

（６）サウディアラビアの紅海寄り西部山岳地域でマッカやマディーナを含むイスラームの中心地。

（７）アラビア半島南西部にあるイエメンのこと。

（８）イスラーム知識人の尊称。高位の者を指す場合にはイスラーム的初等教育などにたずさわる。

（９）アラビア半島西部の都市で、イスラーム第一の聖地。ムハンマドの生地でカアバ聖殿がある。

（10）中央アジアにある一地域でそこの鹿は麝香鹿として有名。

（11）イクバール自身の詩。









17　東洋の国際連盟








海（１）も支配する　空も支配する

だが古い天の目が変わることもありうる






ヨーロッパの王（２）制が見た夢

その夢判断が変わることもありうる






もしテヘランが東洋のジ（３）ェノワになれば

おそらくこの地球の運（４）命が変わることもありうる







◎17第一次大戦後西側諸国により国際連盟ができたが、イクバールは東側諸国にも同じようなものができればよいとの願望を表現した。

　　ボーパール（水晶の間）にて書く。









（１）ヨーロッパの人々。

（２）帝国主義。

（３）スイスのジュネーブのこと。国際連盟の本部が置かれていた。

（４）西洋の国々のように東洋の諸民族も自決権を持ち、世界のすべての民族のために自由の扉が開く。

　　　アッラーの絆きずなに皆でしっかり縋すがり、分裂してはならない。クルアーン第３章103節参照。









18　永遠の王権








天は私を潜水夫にもした

私は政治の深みに嵌はまらなかったが






天は永遠の王権を好まない

この手品は興味あることと言えるが






今もフ（１）ァルハードの岩山掘りは生きている

世にパ（２）ルヴェーズの王制は残らなかったが







◎18王国は永遠に続かず忘れられることもある。だが個々人がなした努力の話は時代を超えて賛辞をもって受け入れられると言う。









（１）石工ファルハードのこと。

（２）サーサーン朝末期の君主ホスロー二世のことでその領域を拡大した君主であった。Ⅰ51（６）既出。妻であるシーリーンが石工ファルハードに恋され、その扱いに困った王は石工に岩山にミルクの河を通せば彼女を与えるとの難題を吹きかけ事態の解決を図ったが石工はそれを完成させてしまった。だが老婆の妨害で石工は恋する人を得られず、話は石工の自殺で終わる。









19　民主主義








その秘密をある西洋人が明かした

賢人はそれをはっきりと言わないが






民主主義とは一つの統治の仕方である

だが個（１）々人は数えるがその吟味はしない







◎19この詩によってイクバールは民主主義に代わる政治体制を望んでいるとすべきでなく、民主主義の多数決に見える欠点を挙げた詩と見るべきである。









（１）選挙において数は問題視されるが投票者の人格、判断力などの判定はない。

　　　なお彼ら（ユダヤ人と偽信者）の胸の中ではアッラーよりもあなたがたを恐れる。クルアーン第59章13節参照。









20　ヨーロッパとスーリヤ








スーリヤの地は西洋人に与えた

貞（１）潔　同情　安楽を






代わりに西洋から来た　スーリヤに

酒と賭博　そして多くの売春婦とが







◎20スーリヤとはシリアのことで、現代のシリアに限定されず、当時はレバノン、パレスチナ、ヨルダンの一部なども含まれていた。そしてそこからは多数の預言者が出ており、キリストもそのうちの一人である。









（１）これら三つのものはキリスト教の持つ特性で、キリストの意。西洋の大部分の国の宗教はキリスト教であるが、それを与えたとなる。









21　ムッソリーニ



（東洋と西洋の反対者へ）






ムッソリーニの罪は今までのものと比べそんなにも異常ですか

ヨーロッパ人のお（１）人好しの気持ちはすぐ悪くなるようですが






わたしが篩ふるい分けをすると篩ふるいをなぜ悪く言うのですか

すべてが文化の道具です　み（２）なさんが篩で　わたしが箕みです






みなさんはわ（３）が王権の酔いを足あし蹴げにしますが

みなさんは壊さなかったでしょうか　弱小民族の酒のグラスを






この手品の不思議　ど（４）この王制のものですか

首都はありますが　王はおらず統治もなしで






シ（５）ーザーの子孫は葦の灌漑かんがいにたずさわっております

だがみなさんは　世の荒地からも税なしでは済まさせないようです






みなさんは荒野に住む人々のテントも略奪しました

みなさんは農夫の畑も略奪し　王冠や王位も強奪しました






文（６）化のベールを被かぶり略奪行為や人殺し

みなさんが昨日正当としたことを今日わたしもするだけです　正当に







◎21イクバールはムッソリーニ（一八八三～一九四五年）のファシズムには反対だったが、彼の口を通して西欧の帝国主義を非難させながらその批判に答えさせ、最後の句で両者共に叱責に値すると結んでいる。

　　ボーパール（鏡の間）にて書く。









（１）帝国主義者たちは自らを無実と考えている。

（２）文化を広めることを装いながら他国を征服。みなさんは外交的に秘密裡に行い、わたしはオープンにしているだけの違いで共に同じ。

（３）ローマを広げようとする試み。

（４）イギリスのインド亜大陸の統治の仕方。

（５）古代ローマ帝国将軍、ガイウス・ユリウス・カエサル（前一〇〇～前四四年）のこと。葦笛の名手だった。「シーザーの子孫」はイタリア人を指す。

（６）被征服地を文化的にするという口実で。









22　訴え








誰にわかるか　インドの運命が今

気の毒に　誰（１）かの王冠の輝ける真珠では






農（２）夫はどこかの墓から吐き出された死人

その古い死装束は今も地下に置き去りにされたまま






命（３）もよその者の抵当物件　体もよその者の抵当物件

残念　家屋も残らず　居住者もおらずで






みなさんはヨーロッパの隷従に満足

わたしはみなさんに文句がある　ヨーロッパの人たちにでなく







◎22最後の対句がこの詩の命である。









（１）イギリスの王冠の一番高価な宝石である。

（２）資本主義の世界で搾取されている人々。食べる物も得られず、衣服もなく。

（３）イギリス人の意のままにされた植民地インドの人々の様子。









23　委任統治








文化の天使を必要としている所はどこか

現在　その派遣先の選定に難しさはない






賭（１）博がなく　半裸の女がいないところ

飲酒が禁忌であるところ






肉体の中にじっとしていられない深い魂があっても

父や祖父の仕方に嫌（２）悪感が示されていないところ






勇敢で賢く元気な子供たち　ベ（３）ドウィンの子は

だ（４）が学校の恩恵の泉が流れていないところ






これこそヨーロッパの知識人の教（５）令に合うところ

今　まさにそれらの地域こそ文化を欠いているところ







◎23この諷刺詩でイクバールは委任統治を呪い語る。すなわち英国や他の列強諸国がイスラーム国家など弱小国家の征服を望むと、われわれはこの地域を文明化するのだとの口実で委任統治を始める。実際は占領に反対しながらあらゆる種類の悪行を流通させ精神的に征服する。第一次大戦後、特定の国が国際連盟の委任を受けて始まった。









（１）ヨーロッパ民族の本当の目的は自分たちの文化をもたらしこのような国の人を征服し隷属化することであった。

（２）古い伝統やイスラームに対する愛着が確固としているので。

（３）アラブ系の遊牧民。

（４）そこに委任統治の名目で教育施設を建てれば元気な子供たちもスポイルできる。

（５）しかしイスラーム教徒としては、使徒が与える物は受け、禁ずる物は避けねばならない。クルアーン第59章７節参照。









24　宗教のない政治








真実であるもの　それはわたしから隠れない

神はわたしに与（１）えてくれた　善悪を区別できる心を






わが目に　宗（２）教のない政治とは

悪魔の下女　卑しい本性　死人の心






キリスト教教会を放棄して政府は自（３）由になった

ヨーロッパ人の政治は鎖のない神






他国の富に目が行くと

キ（４）リスト教教会の大使が軍隊の先遣隊となる







◎24ヨーロッパ人の政治は無宗教と背教に基づいている。政治と宗教がどんな関係もないとする体制はいかなる点からも人間にとって有用でありえない。









（１）クルアーンと預言者の言行録ハディースによって。

（２）西洋人から知る。

（３）倫理的道徳的に。

（４）宣教師がまず到着し足場作りをする。

　　　だがアッラーの道から（人々を）阻はばむ者であってはいけない。クルアーン第８章47節参照。









25　文化の値段








イクバールはそ（１）の上品さをいささかも疑わない

ヨーロッパ人は被抑圧者たちの同（２）情者である






キリスト教司祭の奇跡とは　彼は

電（３）灯の輝きで彼らの思想を明るくした






しかしわが心はシ（４）リアやパレスチナを嘆く

この難しい結び目はどんな方策でも解けない






トルコの意地悪い爪より逃れ出て

かわいそうに　西（５）欧文化の罠に嵌はまってしまった







◎25ヨーロッパ人のアジアにおける統治は策略を効果的に使い無知な諸民族を騙す仕方を取る。









（１）イクバールはヨーロッパを皮肉ってそのように言っている。

（２）しかしいったん支配権を確立すると悪魔の文化の網を張る。

（３）ヨーロッパ文化で。

（４）第一次大戦前はシリア、パレスチナなどはオスマニア帝国に含まれ、西欧はオスマニア帝国を抑圧者として非難していたが、大戦後、シリアをフランスが、パレスチナをイギリスが占領した。

（５）シリア、パレスチナ、他のアラブ諸国が。









26　忠告








イギリスのある上院議員が息子に言った

お（１）まえの目が見飽きない光景を探し出せ






哀れな者にとり一（２）番の虐待である

子羊に獅子の仕方を見せるなら






支配者の秘密は胸にしまっておくのがいい

被支配者は剣（３）では決して屈服させられないものだ






教（４）育の酸の中にその自我を浸させてやれ

それで柔らかくなる　好きなように馴らせられる






その酸の効き目は錬金術以上のものだ

金のヒマラヤであっても土の小山にさせられる







◎26植民地の支配を以前は武力でしていたが、新しく教育制度を取り入れ宗主国の意のままにしていると言う。









（１）いつまでも見続けられるように何か大きな眺望を探すことを目標にせよの意。

（２）それゆえ支配の仕方は見せるべきでないの意。さもないと被支配者が解放されようと努力をする。

（３）剣以上に有効な手段は対句４、５で述べること。

（４）インド亜大陸の人々はイギリスの教育を二世紀以上も受け、その文化の中に沈み自らを失ってしまった。









27　ある海賊とアレクサンドロス








ア（１）レクサンドロス






償いとしておまえを縛ろうか　それともわたしの剣で

おまえの略奪で海の広さも嘆いている






海（２）賊






アレクサンドロス　残念だ　それで勇敢とでもお考えか

そうして　われら同等の者を辱めたいのか






あ（３）なたの仕事も残酷だ　わたしの仕事も残酷だ

われら二人とも盗賊さ　あなたは陸おかの　わたしは海の







◎27イクバールは王制による搾取と盗賊の略奪行為は言い方の違いだけで実質は同じだと言う。









（１）海賊に言う。

（２）アレクサンドロスに言う。

（３）海賊の言いたいことは以下である。征服者よ、あなたが勝利の時多くの国を略奪し破壊させた。そして夥おびただしい血も流させた。

　　　他人に悪を行った場合、アッラーの痛ましい懲罰がある。クルアーン第42章42節参照。









28　国際連盟








気の毒にもう幾日も前から息が切れそう

どうかわが口から不吉な言葉が出ることのないように






運命は変わりそうにない　だが

キリスト教教会の神父たちは祈っている　変われしと






ヨーロッパのこのつまらぬ老師の妾めかけは

悪魔のお守りでさらに幾日か生きながらえるだろうが







◎28第一次大戦の後、戦勝国が国際連盟を作ったが、この弱さは以前から明白だった。一九三五年イタリアがアビシニアを攻撃すると連盟は微妙な立場になった。もし連盟がイタリアを非難しないと連盟は立場を失う。もし非難すると独、伊そして他の諸国も連盟に協力しなくなる。一方英仏はこの件で事を荒立てることができなかった。当時、連盟は終わるだろうと大方は予想していた。このような状況がテーマとなってこの詩は書かれた。









29　シリアとパレスチナ








フ（１）ランス人の酒飲みの居酒屋は恙つつがなく

ア（２）レッポのすべての胡瓶がバラ色の酒で満たされている






パレスチナの地に　ユ（３）ダヤ人の権利があるなら

スペインの地にどうしてア（４）ラブ人の権利がないのか






イギリス王国の目（５）的はまた少し別

オレンジで儲ける話でなく　蜂蜜や棗椰子なつめや　しの話でもなく







◎29オスマン帝国（一二九九～一九二二年）の時代、シリアは大国でそこにパレスチナ、レバノン、ヨルダンなどの地域も含まれていた。第一次大戦のあと分割され、シリアをフランスが、パレスチナをイギリスが占領した。イクバールは第一次大戦後の西欧列強の政治的策謀を暴露した。









（１）シリアに酒をもたらし人々を厚顔無恥にさせた。

（２）シリア北部の中心都市。鏡やガラス、オリーブ石けんの産地として有名。

（３）パレスチナにユダヤ人がかつて住んでおり、そこはユダヤ人の最初の住み処であったが、そこから追い出された。そこでパレスチナの地にイスラエルの呼び名を与えて再びその地をユダヤ人に与えるという提案が当時された。

（４）アラブもイベリア半島がアンダルスと呼ばれていた七一一年より一四九二年までスペインを統治していたが、その後キリスト教徒により追い出されたのでアラブ人にもスペインに住む権利があると考える。

（５）ユダヤ人をパレスチナに住まわせ、アラブ社会を分割させたりイスラーム教徒を迫害するため。









30　政治指導者








政治指導者に何が望めるか

彼らは土と戯たわむれ　土（１）と関係を持つだけだ






彼（２）らの目はいつも蟻や蝿に向かい

彼らの罠はこの世で蜘（３）蛛の巣のようだ






幸いかなその隊商は　そ（４）の隊長の持ち物が

天使のような清い英知　高い情熱である時は







◎30真の政治的指導者はどうあるべきかを述べている。









（１）高潔さがなく低級である。

（２）蜘蛛のように獲物を待ち、自分の利害のため劣悪な手段を使う。

（３）その罠は蜘蛛の巣のように弱いの意。

　　　蜘蛛の巣の弱さについてはクルアーン第29章41節参照。

（４）アッラーは信者たちの一人に啓典と英知を教えられたとある。クルアーン第３章164節参照。









31　精神的隷属








諸民族の病気の原因は深く微妙である

詳細に言おうとすると言葉が出てこない






獅子の宗教に奴（１）隷の先導者イマームや導師は

なぜか狐の哲学だけを見てしまう






もしその長がこっそりとフ（２）ァラオの弟子になりでもしたら

民族にとってその「（３）神と話をする者カリーム・アッラー」も呪いとなってしまう







◎31隷従の心理状態を述べている。すなわち隷従なれしてしまうと獅子を狐、欠点を良いものに考え始めると言う。









（１）隷従の心性が生まれそれは狐のように臆病で狡猾となる。この病気にとらわれると勇気も度胸も失い、崇高な物も奸計と狡猾さの目で見てしまう。

（２）古代エジプト王の総称。イスラームでのイメージは非情な専制君主。クルアーンの中ではムーサーとの関わりで述べられている。ムーサーを苦しめた話はクルアーン第２章49～50節、第７章104節参照。

（３）ムーサーの別名。ムーサーは聖なる谷で神の声を聞いたので。クルアーン第28章30節参照。









32　奴隷の礼拝



（トルコ赤三日月社代表団ラーホールにて）






トルコの聖戦士ムジャーヒドは礼（１）拝の後　わたしに言った

みなさんの礼拝の先導者イマームはなぜこんな長い跪拝をするのですか






その純朴な聖戦士　自由な敬虔なムスリムモミンは

隷（２）従民の礼拝がどんなものか知らなかった






この世で自由な人はたくさんすることがある

共同体の制度いじりも彼らの好みの活動である






隷従民の体には行動の情熱が欠けている

隷従民の日夜は時の経過が奪われている






だから長（３）い跪拝で何が不思議か

貧しき者に跪拝を除き何があるか






どうかインドのイマームがしてくれますように

イスラーム共同体の生活へのメッセージとなるような跪拝を







◎32この詩は次のような経緯で書かれた。

　　一九三五年の初め、トルコより赤三日月社（赤十字）の代表団がラーホールを訪れた。その際使節団の一行はシャーヒー・マスジドで礼拝をした。その時の礼拝の中で跪拝の部分が異常に長かったので団長はその理由をイクバールに聞いた。イクバールはその答えをこの詩でした。

　　礼拝の真の目的は人間が神と関係を作ることである。それでイスラーム教徒は一日に五回、神の前に跪く。礼拝の中で跪拝の部分を異常に長くすると時間がかかる。トルコ人はその長い跪拝になれていなかったので驚きイクバールに理由を尋ねた。









（１）集団礼拝。

（２）当時インドはイギリスの植民地下にあった。

（３）礼拝の意義についてはクルアーン第39章９節参照。









33　パレスチナのアラブ人








世の人が今もその熱（１）情を忘れないでいる

火がおまえの体の中にあるのを知っている






おまえの薬はジ（２）ェノワにもロンドンにもない

ヨーロッパの大動脈はユ（３）ダヤ人の手にあるので






わたしは聞（４）く　隷属からの共同体の解放は

自我の育成とそれを見せる喜びにあるはずだと







◎33ユダヤ人はイギリスの保護のもとにパレスチナに来はじめた。それはアラブ人にとり不幸なことで何度も衝突が起きた。アラブ人は国際連盟を通して、イギリス政府に改善を求めたがその嘆願は効果なしであった。このような状況の中、イクバールは西洋の魔術からの解放の仕方を語る。









（１）聖戦ジハードへの情熱。

（２）国際連盟の所在地。ジュネーブのこと。

（３）西欧の経済的実権をユダヤ人が握っているので。

（４）賢人より。









34　東洋と西洋








ここでの病気の原因は隷（１）属と追（２）随である

向こうでの病気の原因は民（３）主制の体制である






東洋がそれに罹かからないことはなく西洋も罹らないことはなく

この世では心（４）臓と目の病いはありきたりのことである







◎34東洋と西洋の両方の国々の民族は今、精神力や敬虔さ、さらに清潔感にも欠けており、それが自然と倫理的な病気を引き起こしていると指摘している。









（１）西洋への政治的精神的隷属。

（２）無知なスーフィーや浅薄なムッラーなどへの追随。

（３）外見上は魅力的だが弊害も多い。

（４）東洋においては他の諸民族の奴隷、西洋においては権力を追求することの奴隷。すなわち隷属はこれら二つの場でも存在し、それを心臓と目の苦痛に喩えている。









35　統治の心性



（諸改革）






こ（１）の親切さは愛なき猟師のベール

わが新しい響きも役立たなかった






萎（２）しおれた花を鳥籠の中に置き始めた

捕われの者の心が一時いっとき休まるように







◎35イクバールはイギリス統治時代、インドでイギリス人が行った改革をこの詩で総合的に解説している。

　　注目すべき改革は三つ。一九〇九年のモーリー・ミントー改革では、初めてインドの中央と州の両方で行政参事会と立法参事会が分離され、後者で部分的に選挙制度が導入された。一九年と三五年の改革では、インド統治法で州に実体が与えられた。こうしてイギリスは、インドに広がる不安を抑え、高まる民権運動に対し宥和政策を取った。









（１）新しい法令は統治者の残酷さを隠すためのものだった。

（２）統治者は捕まえた鳥を放すことはしなかった。

　　　私欲に従って、自分のことに、法のりを越えた者に付き従ってはならない。クルアーン第18章28節参照。













Ⅵ　ミフラーブ・グル・アフガーンの思想







　ミフラーブ・グルは架空のアフガニスタン人の名前である。架空の主人公を設定することによりイクバールはアフガニスタン人の自我を覚醒させようとした。イクバールは、もし辺境州の気概あるアフガニスタン人が自分の自我を認識して立ち上がればインド亜大陸をイギリスから独立させるのは容易だろうと考えて、この題名に基づき二十編の詩を書いた。

　題名が一つなので連続した詩と考えがちだが、題名だけが同じで、それぞれ独立した二十編の詩である。
















ミフラーブ・グル・アフガーンの思想








１






わが山よ　おまえを残してどうしてどこかへ行ってしまえるか

おまえの岩山に　わが祖先の墓がある






この世の始まり以来　おまえの所は白（１）鷹や鷲わしの住み処

チ（２）ューリップやバラの花とは関係がなく　鶯の鳴く声もせず






曲りくねったおまえの道にわが天国があり

おまえの土地から竜りゅう涎ぜん香こうの芳香が立ち上のぼり　湧き水には艶があり






白（３）鷹は鶉うずらや鳩の僕しもべにはならず

身（４）の保持のため魂を壊せるか






わが気高き清貧よ　おまえはどちらを取るか

イギリス仕立ての礼服か　それとも継ぎだらけの仕事着か







◎１ミフラーブ・グルはその山岳地帯の祖国の人々に向けて演説をする。









（１）狩猟用の鳥でその鳥の力と崇高さをイクバールは好む。

（２）勇気と強健さを要する砂漠の生活を都市の生活よりもよいとする。

（３）白鷹は山中で生活する人の意、鳩は都会で生活する人、すなわちイギリス人の意。

（４）支配者側のイギリスに官職や褒賞で魂は売らない。








２






この世の始まり以来　民族間の敵対関係は絶え間がなく

この年老いた空の目に　わたしもおまえもか（１）わいげがなく






自（２）我に沈潜せよ　時代に絶望するな

その傷は隠れて縫い合わされるので






この世でおまえは無類で無比となろう

もしおまえの心に降りてくれば　彼（３）に同位者はないとの言葉が







◎２人間の歴史が始まって以来、人間同士の争いが絶えないと言う。









（１）征服される側にならないためには奮闘や勇気が必要で、天に頼ることをしない。

（２）自我に気づき、それを基に実行することで困難に打ち勝つ力が生じる。

（３）宇宙の創造において誰も神アッラーに匹敵するだけの力がなかったように、統治においても神に匹敵する力は誰にもない。クルアーン第６章163節参照。








３






あなたの祈願で運（１）命を変えることはできない

だがそれであなたが変（２）わることはありえる






あなたの自（３）我に革命が起これば

周りが変わっても不思議でない






酒は同じであっても叫びが同じであっても

酌人の振る舞いや酒の仕来りは変（４）われる






あなたの祈願はあなたの願いが叶うこと

わ（５）たしの祈願はあなたの願いが変わることである







◎３イクバールはミフラーブ・グルの言葉で祈願の哲学を述べ、努力も必要であると語る。









（１）神アッラーはあなたの運命を変えることはしない。

（２）意志や実行が必要であるが、祈願し続けるとそれが生まれるので。

（３）自我が完全な域に達し、神の愛に自らを沈ませれば生活の中に偉大なる変化が起きる。

　　アッラーはすべての物を人間に供させ、恩恵を果された。クルアーン第31章20節参照。

（４）神は上述の行為を喜び、恩恵と慈悲を施すので。

（５）あなたが正しい意味で敬虔なムスリムモミンに変わること。








４






意地悪い天も　太陽も　月も

すべてがすべて疲れを知らない旅人である






ア（１）レクサンドロス大王の名は稲妻のように轟き渡ったが

知っているか　突然の死よ　おまえは






ナ（２）ーディルはデリーの財宝を略奪し回ったが

剣の一突きで　一巻の終わりとなった






だがアフガンの地は残り　その山岳地帯も残り

アッラーの命令も　アッラーの国も残っている






困窮で自由人も相手の思い通りにさせられてしまうが

困窮は獅子をも狐（３）にしてしまうが






清貧が自我を知ると

あ（４）なたも王　わたしも王だ






そ（５）の托鉢僧ダルヴィーシュが民族の運命を決める

王の謁見の間に上がったこともなかった者が







◎４国家や政府はすべて消え去る。自我に目覚めるものは消えない。









（１）マケドニア王国の王。東方遠征によってアケメネス朝ペルシアを滅ぼし、インド北西部まで達する空前の大帝国を築いて、大王と呼ばれた。Ⅰ７（２）既出。

（２）イランのアフシャール朝の創始者で一七三六年国王に即位。三八年アフガニスタンのカンダハールとカーブルを占領し、翌年インド遠征。ムガル朝皇帝はデリー侵入を防げず、略奪と殺戮を思いのままにさせた。ムガル朝皇帝の孔雀玉座も持ち去られてしまった。インドから帰還八年後に暗殺された。

（３）狡猾で臆病の意。人々は自分が仕える人に諂へつらい自我を捨ててその勇気や自由をなくしてしまう。

（４）神以外の誰にも頼らない態度、これが王にさせる。

　　　僕しもべにとっての万全な守護者はアッラーである。クルアーン第39章36節参照。

（５）自我に気づくことにより彼らの中に金や物に困らない力が出てくる。他の権力を気にかけず自らの努力と行為により民族の運命を正す。








５






これらの学校　これらのスポーツ　これらの活気

そ（１）の贅沢三昧の中に毎瞬新しい悲しみが生まれてくる






それは学問でなく　自由人にとっては毒である

それがこの世で得るものはた（２）った二切れのパンだけ






愚か者め　文学や哲学は何の役にも立たぬ

技（３）量の修得には刻苦勉励が必要である






熟練者は自（４）然の秘密に打ち勝てる

その人の夜は　夜明けのように輝く






技量ある人が望むなら　その恩恵で

太陽からそれこそ露のように光が落ちて来る







◎５イクバールは、イギリス人がインドで開設したカレッジや学校はぺてんのように見えると言う。それらの目的はインドの人に本当の学問や実践力を与えるのでなく、イギリスのために事務職を用意し、独立の願望を起こさせないようにすることにあると言う。









（１）見映えもよく民族の進歩のもとになるように見えるが、実際はイギリスの教育制度はイスラーム教徒の情況に合っていないので。

（２）性格の中に力強さや人間性を生む代わり、腹を満たすわずかな食物を得るだけである。

　　　すなわち自分の虚しい願望を神として崇めている。クルアーン第45章23節参照。

（３）生活の糧が得られる能力。

（４）その技で自然にある物も利用できる。自分だけでなく他にも恩恵を与えることができる。

　　　すなわち神は存在するすべての物を人々に供させる。クルアーン第31章20節参照。








６






新（１）しい物づくりの世界にいる発明家

いつの世も　時代はその人の周りを巡っている






盲（２）従で壊してしまうな　その自我は

大切にしておけ　またとないものだから　その真珠は






そ（３）の民族に改革のメッセージとは　おめでとう

その頭に夜の歓楽しかない民族に






だが憂える　こ（４）の改革の大騒ぎが

東洋で西洋の模倣の言い訳になりはしないかと







◎６イクバールはこの詩で発明、模倣そして改革の三つのことを述べている。









（１）イクバールにはこの世は完成したものでなく常に完成の方向に向かっているとの考えがある。

　　　アッラーは毎瞬、新しい物の創造に向けて力を出そうとしている。クルアーン第55章29節参照。

（２）自我を壊すようなむやみな模倣を否定。自我を目覚めさせるものであれば西洋文化の受容も否としない。

（３）東洋の諸民族、特にイスラーム教徒。

（４）その一例としてトルコ共和国初代大統領アタテュルクによるカリフ制の廃止がある。Ⅴ10（２）参照。








７






イタリア人が変わった　シリア人が変わった　インド人も変わった

山で暮らす息子よ　自（１）分の自我に気づけ

　　自分の自我に気づけ

　　寝ね惚ぼけ眼まなこのアフガン人よ






気候はよく　水は豊か　土地は肥えて

その畑に灌漑しない者　それで農夫か

　　自（２）分の自我に気づけ

　　寝惚け眼のアフガン人よ






波が高くない　それがどうして海か

風が強くない　それがどうして台風か

　　自（３）分の自我に気づけ

　　寝惚け眼のアフガン人よ






手探りで自分の土地に自分の価値を得た者

その農夫の偉さに王もその王権を差し出す

　　自（４）分の自我に気づけ

　　寝惚け眼のアフガン人よ






おまえの無知が無知の名誉を守った

学識のある人は自分の宗教や信仰を売る

　　自（５）分の自我に気づけ

　　寝惚け眼のアフガン人よ







◎７イクバールはアフガン人に革命のメッセージを送った。イクバールはアフガン人の気質をよく知っていたと言われるが、一般に以下のような特徴が挙げられる。アフガン人は宗教に対する情熱と気概を持つ。聖戦の情熱も高い。当時イギリス人と英国風に嫌悪感を強く持っていた。アフガン人は生来的に勇敢である。このような気質を持つと言われているアフガン人に直接的に語った。









（１）神が与えてくれた能力に気づき、それを利用して隷属と貧困の生活から出よ。

（２）情況がすべてよいのだから収穫を上げるさらなる努力をせよと努力の必要性を促す。

（３）おまえにはすべての能力がある。足りないのはそれを知ろうとする努力をしないことだ。

（４）自分の本当の価値に達するまで努力をせよ。

（５）気概のある敬虔なムスリムモミンの輝きを持つ行為をせよ。








８






烏からすは言う　おまえの翼はなんとも不格好だ

蝙こう蝠もりは言う　おまえは目が見えずなにもできない






だ（１）が大鷹よ　これら鳥たちは砂漠で穢けがれたものだ

紺碧の空の動きなどてんでわからない






そ（２）れらにわかってたまるか　この鷹の風格や威厳が

飛翔の時その魂が　頭のてっぺんから爪先まで目であることが







◎８イクバールは自分の愛する白鷹の持つ美点、飛翔力と視力を述べ自民族の若者もそれらを持つことを願っている。

　鷹と敬虔なムスリムモミンには次のような共通点がある。（１）鷹は巣を作らない。モミンも世の中のことに煩わされない。（２）鷹は死肉を食べない。モミンも不浄な物にさわらない。（３）鷹の目は鋭い。モミンは信仰の力で不信の者に隠れている物を見抜く。









（１）以下対句２、３は詩人の言葉。

（２）アフガンの若者に、自らを認識して決して烏や蝙蝠のような卑しいものになるなという忠告。








９






愛は生来　情欲のように卑しくはない

大（１）鷹の羽では蝿の飛び方はできない






このように花園の仕来りは変えられる

巣（２）は鶯にとって鳥籠のように耐えがたい






旅の用意のある者は出発の合図の銅ど鑼らの音は待たず

波の隊商も出発の合図の鐘の音は気にしない






学（３）校で学ぶ若者は生きているように見える

だ（４）が死んだも同然　ヨーロッパ人から息を借りて吸い






心の訓育をもしおまえが望むなら

敬（５）虔なムスリムモミンの何気ない一瞥だけでいい







◎９これはガザルであるのでそれぞれの対句は意味の関連性を持たなくてもよい。









（１）愛を高所を飛ぶ鷹に、情欲を低所を飛ぶ小蝿に喩えている。

（２）巣は一見して自由な所であるが真の自由を得るためには、さらに清貧の生活をするためには家や家財にあたる巣も不要である。

（３）イギリスが自らの文化を広めるために、イスラーム教徒からイスラームの精神をなくさせるために、さらに自らの統治に役立つための役人を養成するなどの目的で当時学校が建てられた。

（４）イスラームを忘れてしまい、自分の息を吸って生きているのではないので。

（５）動物も人間に、死者も生者に変えさせる力を持つ。
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その若者は民族の目（１）の瞳だ

そ（２）の若さに汚れがなく　その一撃が致命的なので






もし戦いがあれば森の獅子よりも速く突進し

もし平和であればタ（３）タールの砂漠の鹿のような麗しさなので






もしそ（４）の熱さがすべてに火を付けても驚くべきことでなく

葦の茂みもその火花一つで充分なので






神はそれに王の威風を与えた

その清貧の中には（５）襲う獅子ハイダリー・カラーリーの様子があるので






その帽（６）子なしの若者を蔑さげすむな

その帽子なしの若者こそ王冠を着けるに相応しい者なので







◎10イクバールはミフラーブ・グルの言葉で若いイスラーム教徒の美点を述べている。









（１）「目の瞳」で愛児の意。

（２）敬虔なムスリムモミンで誤謬に対しては敢然と戦う若者。

（３）トルキスタンの地域に生息する麝香鹿は芳香を出すが、その鹿のように平和時には平和のメッセージを出す。

（４）葦の茂みのように、悪徳、多神教、不信仰、恥しらずもすべて一つの火花で燃え尽くす。

（５）第四代正統カリフ、アリー（在位六五六～六六一年）の別称の一つ。アリーは勇敢であったので付けられた。

（６）帽子は金持ちのシンボル。金持ちではないが若者は清貧である。
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明かりでお（１）まえの過ぎた晩は輝いていたが

その消えてしまった灯明がまた明るくなれる






勇気のない者は時代を嘆く

だが自由人には運（２）命のメスが蜜の味






そんな若者では戦いの激しさに耐えられない

明け方さえずる小鳥の声に正（３）気を失うようでは






わたしは恐れる　おまえの子（４）供のような性格を

それとヨーロッパ人の甘（５）い菓子売りのずる賢さを







◎11イスラーム教徒の若者に聖戦を呼びかけている。









（１）アフガン人は過去において豪華な歴史的伝統の担い手であった。

（２）運命の苦痛を甘露と考え、また運命の毒を解毒剤と考えて飲んでしまう程勇気がある。

　　　自分たちのために善いことを普通の人は嫌う。クルアーン第２章216節参照。

（３）臆病はすべての行為の邪魔である。

　　　アッラーの慈悲に浴する者は、本当に信仰する者、アッラーの道のために奮闘努力する者である。クルアーン第２章218節参照。

（４）この世での狡猾さ、奸計や欺瞞に耐えられないので。

（５）ヨーロッパ文化の毒が菓子に混入されているので。
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おまえはどんな困難に陥っているか　無（１）宗教とラテン語とでは

「ア（２）ッラーの外にどんな優越となる者もいない」　弱き者の治療には






真の猟師はヨーロッパに絶望

雰（３）囲気は魅力的　だが鹿の全部が全部麝香の香りがしないでは






夜明けの祈りの涙なしでは自我の強化は難しい

川の辺ほとりでこそ美しく　矢のようなチ（４）ューリップの花は






異（５）端者の猟師で敬虔なムスリムモミンの獲物だ

この古い寺院は　色と香りのこの偶像寺院は






導師よ　金持ちをイスラーム寺院マスジドから外に出させよ

壁龕メヘラーブも怒っている　彼（６）らの礼拝には







◎12この詩はガザルである。それでそれぞれの対句は意味の関連性を持つ必要はない。









（１）トルコでアタテュルクによる政治改革でイスラームとの断絶が起こり、トルコ語の表記もアラビア文字からラテン文字使用になり、人々は困惑した。Ⅴ10（２）既出。

（２）アッラーの同意を得よ、その同意を得た者は繁栄するの意。クルアーン第12章21節、第58章21節参照。

（３）若者よ、本質を欠いたその欺瞞的な眺めに騙されるな。

（４）チューリップの花を自我に、川の辺りの水を夜明けの涙に喩えている。

（５）異端者は寺院に影響を受けて偶像を拝み、敬虔なムスリムモミンは影響を受けない。

（６）金持ちはマスジドに来ても偽善的な礼拝をするだけである。
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わたしにはこの世界が変わってしまったように見える

おまえの目にはどのように見えるかわからないが






一人ひとりの胸に最後の審判の朝が見える

若者の考えはひ（１）っくりかえってしまった






戦いなしで生きることの埋め合わせができるか

カ（２）アバの師よ　あなたの夜明けの祈りが何になるか






ハ（３）ーンカーで自我の創造はありえない

湿ったその炎から火花が出てくるか







◎13イスラーム教徒はかつてその勢力がモロッコより中国まで及んでいる時代があった。だが現代（一九三〇年代現在）、世界の列強の中にその足場がなく、それぞれどこかの国々の政治的、経済的、精神的な隷属下にとらわれている。そこでイクバールはイスラーム教徒に語りかけ、奮起させようとしている。









（１）西欧の文化や思想の影響を受け、精神的不安にとらわれている。最後の審判となる革命が見え隠れしている。

（２）イスラーム共同体の若者は西洋の文化や思想に夢中になっており、それを元に戻そうとカアバの師は祈ってはいるが何の効きめもない。

（３）スーフィー教団の道場。そこで神秘主義者スーフィーたちは生活や修行をするが魅力を失ってしまい自我の形成は不可能である。
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奔放さのない愛（１）はずる賢い愛

腕に力がある愛は神の手の愛






道の困難を旅の糧と取る者

そ（２）ういう旅人は見当たらなくなった　残念だがものぐさな人よ






平地に住む者よ　それを野蛮と思うなかれ

山地での独居とは自（３）らを知る修行であるので






この世は慣習の虜　来世は賛歌の虜

だがこれら両（４）方の世界を捨てよ　それこそ王者の生活







◎14これもガザルである。









（１）神アッラーの同意の下で高い目標獲得の愛は狐のようでなく獅子のように勇敢である。

　　　われは人間を苦労するように創った。クルアーン第90章４節参照。

（２）神の道に命を賭ける者。

（３）西欧の文化の影響を受けず自我の獲得をさせる。

（４）その代わり神の喜びを探し、無欲になれば威厳が生まれる。
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人間の良心がそ（１）の真実の証あかしをする

清貧の知識を求める者よ　その知識は難しくない






そ（２）の鋼鉄は剣に相応しいか

もしそれに絹のなよなよしさが生じるなら






清（３）貧が自尊心あるものでないなら　神の怒りを受ける

気概ある者なら　おまえは裕福さの先駆けとなる






西洋人がおまえを自分自身に気（４）づかぬ者にしてしまった　でなければ

敬虔なムスリムモミンよ　お（５）まえこそ吉報の伝達者　悪あしきことの警告者







◎15清貧の哲学を述べている。









（１）清貧の正しいこと。

（２）清貧の道はその性格が絹のような人には難しいがその気質が剣のような人には難しくはない。

（３）イクバールは清貧を二つに分けている。第一の清貧は物乞いの姿のもので、それには自尊心がない。第二はイクバールの好む清貧で、自尊心を持ち、不足を感じず、自らを信用し、神以外には手を差し伸べない清貧である。それゆえ王にも頭を下げない清貧である。

（４）今日イスラーム教徒は清貧の目的を忘れてしまい、ヨーロッパ文化を自分の人生の目的にさせられてしまったので。

（５）クルアーン第11章２節参照。
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諸民族にとっての死だ　中（１）心からの離脱は

自（２）我が中心になれば神の力だ　自我とは






時代の苦味を口にする清（３）貧は

今もその清貧に残っている　物乞いの臭気が






こんな時代でも神の人たちはいる

山をも小粒にしてしまう奇跡を持つ人たちが






戦いでおまえの情熱なしでは美味が得られない

敬（４）虔なムスリムモミンよおまえは今どこにいる　どこにいるのか






太（５）陽よ　東のベールから出て昇れ

わ（６）が山なみをヘ（７）ンナの色の衣で覆ってくれないか







◎16詩型はガザル形式で清貧について述べる。









（１）イスラーム教徒は他の宗教を持つ諸民族と違い、人種、言葉、出自などの違いにかかわらず神の唯一性の考えで結束している。

　　　アッラーの絆きずなに皆で縋すがり、分裂してはならない。クルアーン第３章103節参照。

（２）イクバールは自我には個人的、集団的、宇宙的の三つがあると考えた。ここでは二番目の自我のこと。

（３）真の清貧はアッラーの同意に従うだけで貧困の不平は言わない。

（４）この不相応な時代でも革命を起こすことのできる者の存在が前の対句よりわかる。

　　　なお対句４はペルシア語。

（５）清貧の人の意。

（６）ミフラーブ・グルの祖国。

（７）赤黄色に染まる染料で、太陽の輝きと殉教者の血の意味を表している。
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その火が老若男女の心を燃（１）やす

多数の中に一人でも信（２）仰篤き人がいるならば






山や荒野でも時々生まれる

その清貧が土器のかけらを指輪の宝石にしてしまう者が






おまえは自分の運（３）命は今自分の筆で書け

神の筆はおまえの額を空けたままにしてある






空というこの青い大気も

翼（４）を広げる勇気があれば何でもない






頭上にあるもの　その名は空である

下に来ると　そ（５）の空が大地となる







◎17ミフラーブ・グルすなわちイクバールは托鉢僧の性質を語る。









（１）神の愛の熱を生じさせる。

（２）神の唯一性を確信する者が生じるならば。クルアーン第２章163節参照。

（３）ハディース学者を中心とする伝統主義者は、人間の運命はすべて神によって決定されると考えた。

（４）運命を変えるためにはそれと闘う意志と勇気が必要である。

（５）上に飛び、止まった所が足場となり地面となる。運命を変えるためにここでも努力を強調している。
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シ（１）ェール・シャー・スーリーはこの点を適確に言った

諸部族の特権は不名誉をもたらすものだ






彼らはワ（２）ズィーリーやマフスードの名をいとおしむ

今もって彼らはアフガン民族としての御衣を欠く






山中に住むイスラーム教徒はばらばら

それぞれの部族はおのおの愛する偶像の聖紐を着け






こ（３）こはかつてのカアバ　かつてのラート神とマナート神

どうか神よ　致命的な一撃が加えられることがありますように







◎18ミフラーブ・グルは部族の特権的差別を悪とした。すなわちイスラーム教徒の卓越さの基準は、人種や言語、部族の偉大さでなく、神アッラーの唯一性を認めその前に敬虔であることによる。









（１）本名ファリード・ハーン（一四八六～一五四五年）、ムガル帝国第二代皇帝フマーユーンを破り、北インドで短期間スール朝を開き初代君主（在位一五三八～四五年）となった。アフガン系の君主で托鉢僧の気質がありイスラーム共同体の唯一性を強調した。

　　　人々を種族と部族に分けた理由はクルアーン第49章13節参照。

（２）両方ともアフガンの部族名。これら部族が消滅して民族の一部とならない限り、イスラーム共同体は生まれない。

（３）イスラーム出現以前のアラブはさまざまな部族に分かれ、またカアバにもラート神やマナート神などたくさんの偶像が祀られていた。アフガンの現状がそれと同じであると指摘している。
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本物の視（１）力とは赤や黄色を識別するだけではない

本物の視力とは太陽や月の光が必ずしも必要でない






敬虔なムスリムモミンの目的地はヨ（２）ーロッパよりずっと先

前に進め　この場所はまだ最後の行き先でない






すべての者に珍（３）しいものの居酒屋が開かれている

新しい学問に酔うことは決（４）して罪でない






おまえの死（５）もその酔い気分の中に隠れている

おまえの体にもし神の唯一性を唱える情熱がないと






わが声に族長の息子たちは耳を傾けるだろうか

わたしは乞こつ食じきの身形みなり　帽（６）子も持っていない







◎19ミフラーブ・グルすなわちイクバールはガザル形式の詩で真実を述べている。









（１）敬虔なムスリムにとり必要なものは視力でなく眼識である。

（２）西洋人は科学の進歩により遠くにまで到達しているが、その先にも世界があるはずだ。

（３）新しい知識や学問、発明品。

（４）自己と伝統を忘れなければ。

（５）西欧の知識に迷わされた酔い。

　　　何の権威もないもの、それについて何の知識もないものの崇拝をよくないとする。クルアーン第22章71節参照。

（６）私は托鉢僧で、身分の高さを示す帽子は被っていない。
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自然の諸目的をよく守る

砂漠に住む者や山に居る者は






この世で魔法をかけられた文化の計算ができる　こ（１）れらの人は

その清貧には王者の風格がある






この美や優しさはなぜか　あの力や悠然さはなぜか

夜（２）鶯鳥は花園の住人　大鷹は荒野の野人






師シャイクよ　学園の雰囲気は確かによい　だが

フ（３）ァールークやサ（４）ルマーンは荒野で育つ






そ（５）の飲み手は数世紀後どこかに生まれる

イスラームの酒は剣の強さではあるが







◎20都会での生活に比べて砂漠や荒野での生活の優秀性を挙げている。









（１）西欧の文化の影響を受けた者は自分を忘れてしまっているので、その批判には影響を受けていない者が適任である。

（２）現代文化に魅せられた者を夜鶯鳥、荒野に住む者を鷹に喩え、後者をより優れているとしている。

（３）ムハンマドの教友で本名ウマル・イブン・ハッターブ（五九二～六四四年）。第二代正統カリフ（在位六三四～六四四年）。当初はイスラーム教の迫害者であったが、改宗とともに熱心なイスラーム教徒になった。ファールークとは称号で、真偽を分かつ人の意。

（４）同じくムハンマドの教友の一人であったサルマーン（？～六五五／六五六年）はシーア派運動の創始者の一人とされ、その伝説がイスラームの文化に及ぼしている影響は大きい。とりわけ、神秘主義スーフィズムとシーア派運動に対する精神的影響は重要とされている。

（５）現代文明の酒は人間を鈍なまくらにするので、イスラームの精神である酒を飲む者が現れれば、時代は変わると考えている。最後の対句はイスラーム共同体全体へのメッセージである。











詩集『ムーサーの一撃』とイクバール
















１　詩集『ムーサーの一撃』の出版まで








　イクバールはインドのパンジャーブ州スィヤールコートで一八七七年に生まれ、一九四七年八月印・パ分離独立でパーキスターンが誕生する前、一九三八年に亡くなったが、パーキスターンの国民的詩人と呼ばれている。


　イクバールはウルドゥー語とペルシア語で詩作したが、ウルドゥー語では次の四つの詩集を出した。


⑴ Bā[image: ]g-e-Darā, 1924（『隊商の旅立ちを告げる銅鑼の音』花神社、二〇一一年）


⑵ Bāl-e-Jibrīl, 1935（『ジブリールの翼』大同生命国際文化基金、二〇一一年）


⑶ [image: ]arb-e-Kalīm, 1936（『ムーサーの一撃』）


⑷ Armughān-e-[image: ]ijāz, 1938（《ヒジャーズの贈物》）


　イクバールの詩はその生涯に従い四つの時期にわけられる。第一期が詩の書き始めより留学する前の一九〇五年まで。第二期がイギリス留学をする一九〇五年より一九〇八年まで。第三期が帰国後一九〇八年より政治活動を始める前までの一九二六年まで。第四期がイスラーム教徒としてインド独立運動に関わり晩年を迎える一九三八年までである。


　第一期はイギリスの植民地下で喘あえぐ当時の影響を受けて民族主義を前面に出したもので、テーマは祖国愛であり、その詩は大好評であった。


　第二期の留学の時代は、ヨーロッパに行くと詩作にあきてしまい、一時期、詩作から離れたが、友達や先輩の説得で再び詩作を始めた。


　ヨーロッパ滞在中、西欧の文明やその政治情勢を間近に見るとイクバールの考え方が変わった。民族主義は偏見と見解の狭さに基づいているとし、人間に有益に作用しないのではないかと考えるようになった。さらに西欧の文明は物質主義に立脚し神を否定するものと考え、それは人類に崩壊をもたらすと考えた。このような考えのもとに、イスラームの根本原理を研究し、世界の解放はイスラームによると考えた。その結果、留学中の詩作数は多くはなかったが民族主義の色あいは薄くなり、イスラームのメッセージを含む詩作が始まった。


　なおこの留学中にロンドンで弁護士の資格を得た。


　第三期、帰国するとしばらくラーホールで教鞭を執った。しかし生業は弁護士であった。


　帰国後イスラーム世界を揺るがす事件がつぎつぎ起こると、イクバールはイスラーム教徒としての心情を吐露し、イスラーム教徒を覚醒させるメッセージとなる詩をウルドゥー語で書いた。しかしこの時期、イクバールの詩作にはウルドゥー語に加えてペルシア語でも行うという変化が生じた。それはインドを越えてイスラーム圏の広範囲にメッセージを伝達させるにはウルドゥー語よりもペルシア語の方がよいと考えたからであった。さらに取り扱うテーマが哲学的なものになり始め、そのようなものをすでに数百年にわたって扱ってきたペルシア語に豊かな表現形式を求めることができると考えたからであった。


　一九一五年にAsrār-e-Khudī（《自我の秘密》）、一八年にRumūz-e-Bekhudī（《忘我の秘義》）、二三年にPayām-e-Mashriq（《東洋からのメッセージ》）と立て続けにペルシア語で詩集を出版した。そしてそれらの詩集の中で、衰退するイスラーム教徒に向けて、イクバールは主体性の強調と行動主義を基調とする自我の哲学の思想を提示した。それゆえ、絶望や悲嘆に代わり力強さ、無力感に代わって自立心が、恐怖に代わって勇敢さが表れてきた。


　しかしこれらの詩集はペルシア語を理解しない人々にとって難しかった。このような中で一九二四年、やっとイクバールのウルドゥー語の詩集『隊商の旅立ちを告げる銅鑼の音』が出版されると人々は歓喜してそれを迎えた。収録された多くの詩がこの詩集の出版の何年も前にインドで有名になっており、またヒンドゥー教やイスラーム教といった宗教にとらわれないで読める作品も少なくはなかったからであった。


　その後なおもペルシア語の詩集が続き、二七年にZabūr-e-‘Ajam（《ペルシアの詩篇》）、三二年にJāvīdnāmah（《永遠の書》）、三四年にMusāfir（《旅人》）などと続いた。それらはすべてイスラーム教徒に向けた、イスラーム教徒の覚醒のためのものであった。イクバールのウルドゥー語の二番目以降、『ジブリールの翼』、『ムーサーの一撃』、《ヒジャーズの贈物》の出版は、最初のウルドゥー語詩集『隊商の旅立ちを告げる銅鑼の音』の出版から十年を待たなければならなかった。だがこれら三つの詩集は最初のものと違ってペルシア語詩集同様、イスラーム教徒に向けたものであった。それゆえ、それらにはペルシア語詩集のすべてのエッセンスが入っていると言える。そこでペルシア語を理解しない人にもイクバールの留学から帰国後の変化の様子が初めて充分にわかるようになった。


『ジブリールの翼』はウルドゥー語のこれら四冊の詩集の中で最も詩的技巧に優れたものと多くの批評家が評している。特に抒情定型詩ガザルはすばらしい。


　三冊目の『ムーサーの一撃』は他と比べると、詩的精神が少なく、哲学的思考が多い。いくつかの詩は非常に高度な考えを示し、そのヒントは神の啓示から得たようにも感じられる。この詩集には思想的な深さとイクバールの円熟した様子が垣間見える。イクバールはこの中で世界のすべての問題についてイスラーム的視点で批判している。


　最後の《ヒジャーズの贈物》はイクバールの没後出版されたものである。だがそれはイクバールの生前、本人の手により編まれたもので、その四分の三がペルシア語、残りがウルドゥー語での作品である。ウルドゥー語の作品は数こそ少ないが、その中に傑作中の傑作と言えるような長詩もある。


　今、三番目までの詩集の一九七二年現在の総計発行部数を検討すると以下の通りである。『隊商の旅立ちを告げる銅鑼の音』は四十八年間で二十九版、総計十五万七百部である。『ジブリールの翼』は三十七年間で十八版、九万二千部である。『ムーサーの一撃』は三十六年間で十六版、七万九千五十部である。イクバールの詩集は、長年にわたり版を重ね、いずれも十万部前後という総部数を誇る。今日でもインドやパーキスターンでの通常の初版部数が五百や千部であり、再版はほとんどないことを考慮すると、この数字は驚異的で、イクバールの詩集がいかに人々に望まれてきたかがわかる。







２　詩集『ムーサーの一撃』の意義








『ムーサーの一撃』はイクバールの言葉によれば、現代に対する闘いの宣言の書である。


　イクバールの考える現代とは、神のいない、懐疑的かつ宗教のない二十世紀の時代で、それは西欧の文化が生んだ時代のことである。イスラーム教徒の個人的・社会的なすべての生き方にそれは影響を及ぼした。それによりイスラーム教徒がイスラームの教えにもクルアーンにも関心をなくしてしまった。この西欧の文化の影響は、神の崇拝の代わりに偶像崇拝の輝きを増加させたとイクバールは解釈している。






これら新しい神々の中で一番おおきなものは国

その衣装は宗教には死装束


『隊商の旅立ちを告げる銅鑼の音』「祖国愛」








　イクバールはこのようにも述べている。






現代はペテンで狡猾だ


Asrār-o-Rumūz（《秘密と秘義》）一九七九年版　一五四頁








　イクバールはこの〝現代〟の意味を明らかにするために「西欧の文化」「現代の文化」「今の時代」などの語句を使った。例えば『ジブリールの翼』の中にも以下のようなくだりがある。






現代の文化の酒瓶はラーの酒で満ちている

だが酌人の手にイッラーの盃がない


ガザルⅡ・１‐２‐６








現代文明が自由を与えてくれているが　わたしに

上辺は確かに自由　だが内は囚われの身では


ガザルⅡ・14‐６








『ムーサーの一撃』の中でイクバールは〝現代〟の題名で三つの対句からなる詩を書いている。






円熟した思想を探すにはどこへ行けばいいか

現代の様子はすべてがすべて中途半端なまま






学校は知能の働きを自由にするが

思想同士の関係はてんでにばらばらのまま






無宗教の思想で西洋では愛が死にかけ

思想のばらばらで東洋では知能が隷属化されたまま


Ⅱ‐20








　要するにイクバールは現代の人は宗教を信じない、そして現代は無信仰の時代であると捉えている。現代の一歩一歩の歩みの中に偶像が見え、世の人はそれらを崇拝していると考えている。イクバールはこの偶像を破壊するのに〝ムーサーの一撃〟が効果を発揮することを望んだ。そしてそれぞれのイスラーム教徒がそのような行為者になることを望んだ。


　イクバールはヨーロッパ留学から帰国後、祖国愛に反対する詩を書くが、その中でイスラーム教徒について述べている。






かつての様子を世の人に見せよ

土の中にそんな偶像は埋めてしまえ　預言者に従う者よ





『隊商の旅立ちを告げる銅鑼の音』「祖国愛」








　当時イクバールはただイスラーム教徒よ、偶像を壊せと言って満足していた。だが『ムーサーの一撃』では詳細に偶像を壊す方法を記している。そしてその精神を原書の扉（本書では二三ページ）でタイトル『ムーサーの一撃』の下に次のような二つの対句からなる詩で表現している。






自由な気持ちは一つ場所に止まれない

そよ風のように　旅の気持ちをつくれ






千の泉がおまえの道の石から湧き出る

自我に沈潜しムーサーの一撃を加えよ






　イスラーム教徒に要求されていることは、どこか一か所に止まっていることでなく、次のようになることである。






われらはイスラーム教徒　全世界がわれらの故国




『隊商の旅立ちを告げる銅鑼の音』「イスラーム世界の歌」








　したがってイスラーム教徒はどこか特別の国に属したり、その僕しもべとなることはない。また束縛される関係を作ることも望まない。その代わり、そよ風のように旅をし、動き回る。なぜなら自らに課している義務は全世界にイスラームのメッセージを伝えることだからである。それゆえイクバールは次のようにも述べている。






海の中での魚のように　国から自由であれ


『隊商の旅立ちを告げる銅鑼の音』「祖国愛」








　イスラーム教徒の目的はアッラーの教えを広めることである。それは例えばムーサーが、エジプトでこの目的が完遂できないことがわかったら、自分の仲間をシリアに連れて行くようなことである。途中、困難に出遭う。水が得られないこともある。だが追随者が自我に目覚め、神により与えられた能力を使えば、ムーサーが杖で石を打って石から泉を湧き出させたように、石から一つでなく千の泉も湧き出させることができる。


　イクバールはイスラーム教徒全員に現代と闘うよう刺激した。そのためには偶像を壊すのにムーサーの杖が必要であり、その力は自我に浸ることで得られるのだとその詩の中の半句、「自我に沈潜しムーサーの一撃を加えよ」で述べた。


「自我に沈潜する」とはどういうことか。イクバールの詩では次のように考えられている。






大地　空　玉座　神の座

これらすべての被造物が　自我の標的の中にある


『ジブリールの翼』ルバーイー　12








　完全な自我を持つ者はすべての被造物を意のままにできるとして自我には偉大な力があると考える。またその偉大さを海にたとえている。






自我とはどんな岸辺も持たない海である

もしそれを小川と考えてしまうならどうしようもない


『ジブリールの翼』ガザルⅡ・21‐１








　また次のようにも述べる。






自我の中に沈む　そして再び浮かび上がる

だがこれは　無能な者の勇気では成しえない


『ジブリールの翼』ガザルⅡ・21‐３








　イクバールは自我を海のように測り知れない程の広さであると考えた。そして沈みまた浮かび上がれるものとも考えた。したがって次のようにも述べている。






自らの心に沈潜して人生の手がかりを得よ

わたしの言うことがわからないならそれでいい　自分で気づけ


『ジブリールの翼』ガザルⅡ・７‐５








　沈潜とは具体的に何か。それは内省、熟考、自己を知る努力、自分の隠れた力を知ることなどの意と考えられる。そのためには師に従うことが良いとイクバールは考えている。






もしおまえが神の知らせに精通した者との交流がないなら

わたしが祖先から得たもの　それを取れ






師ルーミーを道の友とせよ

おまえに神が恋の悶えを与えるように


《永遠の書》一九六四年版　二四四頁









３　詩集の構成








　本詩集は実際の作品に入る前に、ペルシア語でボーパールの太守への献辞、ウルドゥー語で読者への言葉、序文にあたる三つの詩がある。その後『ムーサーの一撃』の本文にあたる詩となっている。






　①ボーパールの太守への献辞


　イクバールはボーパールの太守にこの詩を捧げている。彼をよく知るサリーム・チシティーは『ムーサーの一撃』の注釈書の序で次のように述べている。


「私はこの献辞の理由を繰り返し考えた。しかしイクバールが性格的に相手から受けた恩を決して忘れない人であったこと以外、その理由が思い浮かばない。私は一九二四年から三八年までイクバールと付き合う機会があった。私の個人的な経験からして、そうであったことがよくわかる。


　晩年イクバールが病気になると、太守はイクバールを丁重に看病させ、またイクバールに奨学金も出した。そこでイクバールは太守に感謝の気持ちを込め、献辞を書いたのであろう。


　これ以外どんな理由も思い浮かばない。というのはこの本は現代に対する闘いの宣言の書であるが、太守はそれと何の関係もない。彼の太守としての性格も統治もイギリスに恩恵を受けていた。彼は自ら西欧文化に反対して闘いの宣言はできなかった。またイスラーム教徒たちに、それに反する教訓を与えるようなことはしなかった」（Prof. Yūsuf Salīm Chishtī, Sharah [image: ]arb-e-Kalīm, ‘Ishrat Publishing House, Lāhōre, 1972, pp 18-19.）


　イクバールは一九二八年頃より腎臓を患った。さらに一九三二年、風邪から喉が悪化、声のかすれが残った。三四年一月末、症状がさらに悪化し、主な収入源となる法廷での弁護士活動ができなくなった。さらに同年九月、ラーホールで新居ジャーヴィード・マンズィルの工事が始まり経済的困難にも陥った。


　イクバールのこの窮状をボーパール在住の友人サル・ラース・マスウードが心配し、イクバールを喉の電気治療ができるボーパールに呼び寄せ、三五年一～三月にその治療を受けさせた。


　サル・ラース・マスウードはサル・サイヤド・アハマド・ハーン（一八一七～九七年）の内孫にあたり、当時、文部大臣の職にあったボーパールの名士で、ボーパールの太守サル・ハミード・アッラー・ハーンとも親しかった。それでサル・ラース・マスウードはイクバールがクルアーンの注釈書を書き太守に献上するという名目で、太守からイクバールに奨学金を出させることも取り計らった。奨学金は三五年六月より月額五百ルピーで始まった。


　イクバールは計三回、喉の電気治療のためボーパールを訪れている（三五年一月三日～三月八日、同年七月十七日～九月三日、翌三六年三月二日～四月九日）。ボーパールに来るとイクバールはサル・ラース・マスウード邸のリヤーズ・マンズィルやシーシャ・マハルに宿泊した。そこでの詩作については本文中に記したとおりである。


　献辞はペルシア語で次のとおりである。






ボーパールの統治者　サル・ハミード・アッラー・ハーン太守に捧ぐ






時代がアジア諸民族に対し　何をしたか何をしているか

その物語をよく語れる者は　誰もいなかった






あなたには洞察力がある　わが心の奥底にあるもの

あなたの心はそれを推察し　あなたの頭はそれを察知する






春を告げるこれらすべてをわたしから取れ

「花はあなたの手の中で　枝よりも生き生きする」






　それぞれの対句の意味を考えると次のようになる。


　対句１：西欧の人々が東洋の民族になしてきた抑圧と暴力、その話は長く苦痛に満ちている。今まで誰もこの話を書こうとしなかった。そこで私がこの話を語る重要な義務を負う。


　対句２：見識の高いサル・ハミード・アッラー・ハーン、あなたは敬虔なお方です。あなたの知性は広く、私の気持ちや考えがよくわかるお方です。


　対句３：私は春の花をお持ちしました。どうかお受け取り下さい。花は枝にあるよりもあなたの手もとにある方がみずみずしくなりますので。


　すなわちこの詩を書いたイクバールの意図は、「自分はアジアの人々の覚醒のための詩を書いた。あなたの援助により出版でき、それがさらに多くの人々の所へ届くであろう」という太守への感謝である。






　②ウルドゥー語で読者への言葉


　ボーパールの太守への献辞の後、次のような三つの対句からなる詩を読者に示し、ここに述べられていることなくしては、どんな民族も世界において成功しないと語る。






読者へ






人生の真実に目が届かない限り

あなたのグラスは石に太刀打ちできない






ここは腕力と一撃が冴えるところ

戦場で弦楽器チャングの音など求めるな






心臓と肝臓から流れ出る血だ　命のもとは

愚か者め　血の迸ほとばしる歌だ　必要なのは　水などの歌でない






　最初の対句は次のような意味である。


　対句１：イスラーム教徒の人よ、人生の真実をよく見なければならない。そうしなければおまえのガラス細工は石の衝撃に耐えられない。人生の真実とはこの本の命である。


　イクバールは一九三二年のある集まりでサリーム・チシティーに次のように語った。


「イスラーム教徒は長い間、人生の真実から疎遠になってしまった。そして今、イスラーム教徒はすべての真実、真理に背を向けている状態である。駝鳥が猟師を見て頭を砂の中に隠して、自分は猟師の目から逃れたと考えるように、イスラーム教徒は困難に立ち向かう代わり、イスラーム寺院などに自分の頭を隠してしまっている。しかしこの行為はまったく無駄である。困難はそれに立ち向かうことによってのみ遠ざけることができる。自分の将来に戸惑い困惑すると、酒や音楽のもとへ人は逃れる。わが民族は今、きたならしい聖者廟などに安心の場を求めている」（Ibid., p.22.）


「もしあなたが困難に打ち勝ちたいと思うならFace facts like a man（この言葉をイクバールは英語で言った）となれ。イスラーム教徒は非常に臆病になってしまったので、今や真実や真理と対決できない。そして命を狙われた牛が逃げてしまうようになっている。真実の重要性を男らしく認めよ。その存在を認めよ」（Ibid., p.23.）


　イクバールから読者への、最初で最大のアドバイスは、人生の真実と真理を常に眼中に置いておくようにということである。


　対句２：イスラーム教徒よ、この世は歓楽の場ではない。この世は努力と勤勉の場所だ。この世は歌や踊り、食べたり飲んだりの場所でなく、闘いの場である。限りない闘いの連続である。快楽を追求する民族は滅びると述べている。


　イクバールはすでに『隊商の旅立ちを告げる銅鑼の音』の中でも人生は闘いの場であると言っている。






自然の仕事場で　平穏無事はありえない

変化はこの世で証明済みである


「星」








『ジブリールの翼』でも人生は止まっているものでないことを言っている。人生は動きのあるもので、その動きこそ努力であり、イスラーム教徒の証であると述べている。






生の川は絶えず流れている

生の苦闘が万物から生じる
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　さらに《ヒジャーズの贈物》の中でも生きた民族の様子を動きあるものと述べている。






人生における生きた民族のしるしとは

朝夕がその運命の中で動いている


イクバール・アカデミー版二〇〇七年　七四七頁








　これら三つの対句でも示されているようにイクバールは人生を闘いの場と捉えている。すなわち「読者へ」の詩の二番目の対句では、イスラーム教徒よ、世界が闘いの場とわかったら、闘いの場で自分の力を示せ、そしてムーサーの一撃を示せ、ハープの音は期待するなと述べている。


　対句３：最後の対句でどのような民族が生き延びられるかを述べている。日夜、心臓と肝臓の血を飲んでいるような、すなわち努力している民族だけが生き延びる。そこに勇気や若さが生じる。水の量の違いによって音が出る楽器ジャル・タラングを操作するのでなく、水のかわりに血を入れ、血が迸り出ることによって音を出すような楽器にして遊ばなければならない、すなわち努力しなければならない。それゆえクルアーンはイスラーム教徒にいつも神のための戦いに準備することを命じている。「彼らに対して、なんじの能うかぎりの武力と、多くのつないだ馬を備えよ、それによってアッラーの敵、なんじらの敵、彼ら以外の者にも、恐怖を与えよ」（第８章60節）


　イクバールは絶えずクルアーンを研究していた。おそらくこの読者へのアドバイスにもクルアーンから影響があったと言える。






　③序文にあたる詩


「読者へ」の詩の後に序文にあたる詩が来る。イクバールはそれを二つの部分に分けている。







序








⑴






偶像殿にもマッカの聖域ハラムでも自我の目覚めがない

東洋の地では　諸民族の魂は阿あ片へんづけ






もしおまえに地上の混乱が容易でないなら

天に飛びかう思想に酔いしれることはよくない






死の悲しみからおまえの解放は可能でない

おまえは自我を土の体と考えているので






時代は起きている出来事を隠せない

隠すのはおまえのベールだ　心と目の汚れた






わたしに与えられた　アジアの湿った藁わらが

わが炎の中には　反抗心と大胆さがあるので






⑵






おまえの罪だ　イクバールよ　宴うたげを飾るのは

おまえは時代のように　人との繋つながりは希薄だが






阿片の吸引に慣れた哀れな者たちに

おまえの歌は意気軒昂さを生じさせた






紺碧の空のせいで震えている

家の中庭で満足していた切れ切れのあの羽が






おまえの罰は夜明けの歌が奪い取られることだ

愛や陶酔　出会いの喜びが奪い取られることだ






　対句１：現状では、東洋においてイスラーム教徒の自我は目覚めていない。そして非イスラーム教徒の自我も目覚めていない。イスラーム教徒も非イスラーム教徒も自我を忘れている。その理由は眠ってしまっているからである。自我の自覚のために覚醒が必要である。しかし阿片に酔っている民族をいかにして目覚めさせられるだろう。


　対句２：世界の混乱に巻き込まれている民族、四方より不幸に取り囲まれている民族は、まずそれから解放されなければならない。もし民族が隷属の鎖をたち切る代わりに、哲学や論理の問題にとらわれると、袋小路に陥ってしまい危険である。


　対句３：みなさん、もしあなたが無知で、自我を土色の顔、つまり物質的なものと考えるなら、死の悲しみから解放されない。自分の無知により精神も体のように消滅し、死とともに人生が終わってしまうと考えるなら、人はその思いで動揺する。しかし自分の自我が死後も残ると考えるなら死を恐れない。


　対句４：世界の出来事はさまざまな原因と結果がある。もしあなたがその原因と結果を見ることができないとすると、その理由はあなたの両方の目が澄んでいないからである。そしてあなたの前にきれいでない幕がかかっているからである。


　対句５：私の詩の中には神が与えてくれた力がある。その力でアジアの人々を覚醒できる。


　後半の⑵は次のようになる。


　対句１：私が人々の中にわが考えを広め、宴を賑やかにさせ、宴を飾ったのはわが罪だと非難する。


　対句２：私は阿片の常習者を賢明にした。わが詩によって彼らの中に自由と自治を得ようとする気持ちが生じた。


　対句３：奴隷のような生活で満足していた被抑圧者たちが今、自由の雰囲気の中で息を吸うことを望んでいる。


　対句４：それゆえ、イスラーム教徒に反対する勢力は、抑圧されている民族の中に自由の気持ちが生じないようにと、私が夜明けの声を上げて詩を作ることから離れるように望んでいる。






　④本文の詩


　本文にあたる詩は序の後から始まる。イクバールは六つのテーマ（六つの章）のもとに、個人的、集団的生き方のすべてを批判し、それぞれにイスラーム的見解を提示して、自らの思想を述べている。







４　詩集『ムーサーの一撃』の詩








『ムーサーの一撃』の中にある詩の総数は二〇二編、その中で抒情定型詩ガザルは五編と少なく、残りの一九七編はすべて二行詩型キタである。テーマ別の編数を見ると「イスラームとイスラーム教徒」が六七編、「教育と訓育」が二八編、「女性」が九編、「文学と芸術」が四三編、「東洋と西洋の政治」が三五編、そして最後に置かれている「ミフラーブ・グル・アフガーンの思想」が二〇編である。


　これらの詩は自我の確立を中心にして、当時の出来事や状況について述べられ、それらを通してイクバールはイスラーム教徒に闘争の精神を教えようとしている。






Ⅰ　イスラームとイスラーム教徒






　西欧の文化の影響で神への崇拝に代わり、偶像崇拝が増えた。そこでイスラーム教徒はイスラームの教えにもクルアーンにも関心を失った。イクバールがそれを強く感じていたことから、このテーマでの詩作数が一番多くなっている。


　クルアーンはイスラーム教徒に信仰をもって善行、努力、聖ジハ戦ードを命じた。この教えでイスラーム教徒はこの世で支配者にもなった。しかし非イスラームの思想や文化の影響を受け、その民族の良心も変わってしまった。






悪であったものが次第によいものになってしまった

隷属の中では変わってしまうので　諸民族の強き心も


Ⅰ‐３‐３








　イスラーム教徒の衰退の本当の理由は貧困などでなく清貧が充分に享受されていないことにあった。






理由は何かほかのものである　おまえが考えるようなものと違い

敬虔なムスリムモミンの衰退は貧困のせいなどでない


Ⅰ‐７‐３








　イクバールはアッラーとの謁見の場で、わが民族は外国への長い間の隷属の結果、被害者意識がなくなり魂が死んでしまったとの心の苦痛を表現する。






ですがあなたはわたしを　こういう国に生んでくれました

僕しもべたちは奴隷であってもみんな喜々としているこの国にです


Ⅰ‐10‐４








　イクバールはここでイスラームの基本的概念は何か、神の唯一性、自我、愛、清貧、神の承認と同意、聖戦ジハ　ードなどに触れて、再び人々の関心をイスラームの方に向けさせようとしている。


　イクバールはイスラーム教徒にムハンマドの昇天を通して、人間でも愛に満ち溢れると全宇宙を征服できると語る。






愛の情熱に飛ひ翔しょうの意味が与えられると

このつまらぬ者が月や太陽も征服してしまう


Ⅰ‐４‐１








　かつてのイスラーム教徒には神の唯一性につき、理解と実行があった。今は実行を欠きイスラーム教徒が虚弱になってしまった。






生きた力であった　この世でこの神の唯一性トゥヒードは　かつて

だが今日ではどうか　単に神学上の問題になっているだけ


Ⅰ‐14‐１








　礼拝の真実を述べている。すなわちもしイスラーム教徒が誠意をもって神アッラーに帰依するなら他から何かを欲しがる必要がなくなる。神アッラーの真の僕しもべになればこの世のすべてに隷属する必要がない。






この一回の跪拝き　はい　それをおまえは億おっ劫くうにしているが

千回の跪拝より人間を救ってくれる


Ⅰ‐30‐２








　さらにイスラーム教徒の目的は神アッラーとその教えを広めることであるとし、全世界にイスラームのメッセージを伝えるにはどうしなければならないかを述べる。


　世界がどんな救世主を求めているか。救世主とは神意により正しく導かれた者の意で、初期には預言者ムハンマドなどを指した。その後、終末の前に現れ、イスラーム社会の秩序を正し、真のイスラーム共同体を築く者とされている。クルアーン第８章53節にも「神は人が自ら変えない限り、人びとの運命を変えない」とあるので、人間には運命を変えてくれる救世主が必要であると言う。






世界は今　真の救世主を必要とする

その目が思想の世界に大激震を起こすような


Ⅰ‐40‐４








　そのためには今まで幾世紀にもわたる隷従により被ってきた損害を気づかせる人だとも言う。






長い間の損害にあなたの血を煮えたぎらせ

清貧の砥石で研とがせ　あなたを剣にさせるような方です


Ⅰ‐46‐４








Ⅱ　教育と訓育






　イクバールは偉大な教育家でもあった。ラーホールで英語、哲学、アラビア語を教えるほか、パンジャーブ大学、カーブル大学での大学運営に指導的な役割も果し、デリーのイスラーム民族大学ジャーミア・ミッリヤー・イスラーミヤにも関心を持っていた。その結果、教育問題がテーマの詩も数多く書いている。


　イクバールは当時、給料の低い下層クラスの事務職員を育成するためにインドに導入された教育制度を批判して次のように言っている。






神の恩恵がおまえに白鷹の目を与えた

隷属がその中に蝙こう蝠もりの目を入れてしまった


Ⅱ‐23‐４








学校はおまえの目から隠してしまった

山や森に独居するとわかる　それらの秘密が


Ⅱ‐23‐５








　白鷹の目は鋭いが蝙蝠の目は太陽の光を見ることができない。すなわち新教育のせいでイスラーム教徒は自らの損失すらわからなくなってしまった。さらに新教育は学生たちを神や真理からも遠ざけてしまった。学校やカレッジはたくさんの本の虫を作り出す。しかし彼らは知的あるいは精神的な発達もなく、教科の中にある事項を覚えるだけである。






学校は知能の働きを自由にするが

思想同士の関係はてんでにばらばらのまま


Ⅱ‐20‐２








　イクバールは学生がクルアーンを学び、その教えを熟考し、そしてその指示に従って行動することの必要性を強調する。イクバールは学生が自我を発達させる方法を教えられていないとつけ加えている。イクバールは、皮肉っぽく学生たちに鷹のやり方を教えるのは相応しくないと言い、そして支配民族のイギリスが隷従民に真の知識の獲得をさせず、自由の味を味わわせないようなカリキュラムで充分という態度でいると言う。






隷従民にはこの教育だけで充分

音楽や絵画　植物の勉強での


Ⅱ‐15‐７








　イクバールは教師と学生、双方に対して批判的であった。人間の安寧を導かねばならない教師が習慣と伝統の奴隷となっていると見ている。そして彼らは、あわれにも学生を覚醒させることに失敗していると見ている。






かつては時代の師でありえた者が　今では

その古くなってしまった頭は時代の追つい従じゅう者しゃになってしまった


Ⅱ‐25‐３








　学生は学校で自己を尊重することを教えられていない、そして教師は学生の間に自尊心を吹き込むことに失敗しているとイクバールは述べる。






学校の教師の仕方で心が開くか

どうしてマッチで電灯が点くか


Ⅱ‐16‐４








　この項の最後に息子ジャーヴィード・イクバール宛ての詩がある。それは神秘主義を説きながら当時のイスラーム共同体の若者全員に宛てたアドバイスである。詩のタイトルは「ジャーヴィードへ」でその一、その二、その三とあるが、タイトルだけが同じでそれぞれ独立した詩である。






Ⅲ　女性






　イクバールの時代、女性問題は複雑な様相を取り始めていた。この複雑さは西欧の文化によって生じたものであった。女性の中には男と女の間に完全な平等がある、女性はいかなる点でも男性に劣らず、男性には頼る必要がないとの考えを抱く者も出てきた。


　クルアーン第４章34節には「男は女の擁護者である」とあり、イスラームに心酔するイクバールにとって、当時主張され始めた男女平等は受け入れにくかったらしく次のように言う。






何のためか　さらに言って文句を言われるようでは

この前もわたしに不機嫌　新文化に酔った人たちは


Ⅲ‐６‐２








　だが女性は熱弁を振るったり哲学者のような対話をしたりすることはできないが、預言者や優れた人物を産む母であると賞賛する。






プラトンのような対話篇は出せなかったが

その炎から　プラトンの火花が躍り出た


Ⅲ‐５‐３








　そして出産こそが女性の最大の義務であり、宗教的知識の獲得は男性と同様に必要であるとする。






西欧文化が母親になる気持ちをなくさせるなら

人類にとってその果実は死である


Ⅲ‐８‐１








Ⅳ　文学と芸術






　このテーマのもとで、イクバールは文学と芸術（絵画、音楽、ドラマ）に関してイスラームの視点から批判した。そしてイスラーム教徒に、非イスラーム的理論と思考の弊害について知らせた。


　イクバールが詩を書き始めた頃、二つの芸術論があった。一つが芸術のための芸術、もう一つが形式に重点を置く形式主義で、イクバールはこれらどちらにも反対の立場であった。イクバールによれば、詩の主な目的は、人間が日々の生活の中で持ち上がってくる問題や障害を処理するために、生活自体を豊かにすることにあり、機能主義をよしとした。イクバールの考えは、自我を強めることが芸術の役目であり、それができない芸術は価値がない。意志、感情、思想のない芸術はイクバールにとって無意味であった。機能主義をもとにイクバールは社会改革が芸術の目的であるとの考えに賛成であった。


　ホメロスの時代より今日に至るまで、詩人や作家、芸術家はそれぞれの芸術について芸術論を述べているが、イクバールもここで芸術についての基本的な考えを数多く述べている。


　もし芸術の永続性や偉大さを望むなら自然の鎖から自らを自由にしなければならない。さもないと砂山のように技法は時の長さによって乱れる。イクバールはエジプトのピラミッドを例にあげてそれを説明している。すなわち芸術とは自然の模倣でなく、自然の束縛から自由であるべきと考えている。






自然への隷従から芸術を解き放て

芸術家は猟師だ　獲物などでない


Ⅳ‐18‐３








　自然を改善するのは本来神の仕事であるが、詩人こそそれを改善すべきであると考えた。






天使たちは神にイクバールの陰口をたたいた

横柄な奴やつ　自然の造化にけちをつけている


『ジブリールの翼』ガザルⅡ・51‐１








　イクバールは芸術は自我を強めるものと考え、ペルシアの詩を批判する。ペルシア詩はイスラーム教徒の行動力を麻痺させたと言う。






ペルシアの詩が心地よく魅力的であろうと

その詩で自我の剣は鋭くならない


Ⅳ‐33‐１








　芸術はまた社会の進歩に寄与しなければならないと考え、イクバールは社会を見る目として指導力を失ってしまった宗教指導者や政治家を批判する。






星々に道を示していた者たち　今

待ちあぐねている　誰か道を知る人を求めて


『ジブリールの翼』ガザルⅡ・26‐５








　イクバールは演劇を自我の敵と捉える。演劇の求めるものは役者が自らの存在を忘れ、他の自我を演じることである。そこで役者の自我は否定され、一種の偶像崇拝にも通じると考えている。






おまえの存在が他の人の自我で消える　くわばらくわばら

生き返らすな　ラート神とマナート神の偶像崇拝は


Ⅳ‐９‐３








　自我を作れない芸術は役に立たない。






もしも芸術に自我の確立の美点がないなら

絵にしろ詩にしろ　笛や歌にしろ　ああなんということ


Ⅳ‐15‐２








　エジプトのピラミッドは世界の七不思議の一つである。見る人はその偉大さに驚くが、芸術の不朽性はそこにオリジナリティーがある時に生じる。






ピラミッドの偉大さに天も頭こうべを垂れている

誰の手が描いたか　永遠となるこの絵図を


Ⅳ‐18‐２








　その考えから、イクバールはインドにおける芸術のあわれさを悲しむ。というのはインドの芸術家にはそれぞれの分野において創造性がない。隷属の鎖に繋がれていて自我が見えず、生の魂が見えない。感情が死に芸術に命がないので、墓の中での生活のようである。






おまえは死人のようだ　その芸術はおまえの遺体の先導者

墓の寝床の中の生活が見えるように


Ⅳ‐19‐４








　真の絵画制作とは、その中に画家の人格や個性が表れているものとイクバールは考える。だが西欧の模倣の結果、自我を認識せず、すべてを得ながらすべてを失っている。






自然の秘密も見せ　自分でも見ている　あなたは

だが自然の鏡の中で　あなたは自分の自我を見せたか


Ⅳ‐28‐４








　一九三〇年代後半から進歩主義文学運動が台頭し、それがインド中を覆った。それは現実直視の写実主義をモットーとするものであったが、それが未消化なため猥褻と非難される作品も生まれた。そこでイクバールはインドの詩人や作家、芸術家たちの心理状態を批判した。






人々の目から人間性の高さを隠し

魂を眠らせ肉体だけを目覚めさせ


Ⅳ‐34‐３








インドの詩人　画家　小説家に

残念　これら哀れな者たちの血管に女が憑いている


Ⅳ‐34‐４








Ⅴ　東洋と西洋の政治






　イクバールは西洋の政治とその政治体制、例えば社会主義、民主主義、王制、独裁制などについて解説し、これらの政治及び政治体制はすべて政略、狡猾さ、偽善、暴虐に基づいていると指摘する。


　イクバールはマルクスや共産主義にも関心を持っていた。それらは資本主義や王制に対しては反対、努力する階層に対しては味方であったので、イスラームの原則と類似点があると考えた。


　しかしマルクスの弁証法的唯物論には、それが物質主義に基づき、神と宗教の両方を否定しているので反対であった。政治への希望をイクバールはクルアーンに見ていた。






イスラーム教徒よ　クルアーンの中に潜水夫となって潜れ

神がおまえに新しい試みを与えてくれるように


Ⅴ‐１‐４








今でも「余分のものを」の言葉に隠れていること

その真実がこの時代　明らかになるかもしれぬ


Ⅴ‐１‐５








　西欧の政治は悪魔の営みであると神に語る。






西欧の政治は神よ　あなたと同列を装っています

だがそこの祭司はただ金持ちや有力者だけです


Ⅴ‐11‐１








　民主主義に代わる政治体制を望んでいたわけではないが、民主主義の多数決には疑問を持っていた。






民主主義とは一つの統治の仕方である

だが個々人は数えるがその吟味はしない


Ⅴ‐19‐２








　西洋人の東洋における統治は、策略を効果的に使い無知な諸民族を騙す手法を取る。第一次世界大戦前はシリア、パレスチナなどはオスマン帝国に含まれ、西欧はオスマン帝国を抑圧者として非難していたが、大戦後、シリアをフランスが、パレスチナをイギリスが占領した。






しかしわが心はシリアやパレスチナを嘆く

この難しい結び目はどんな方策でも解けない


Ⅴ‐25‐３








　イクバールは委任統治を呪い語る。すなわちイギリスや他の列強国がイスラーム国家などの弱小国家の征服を望むと、われわれはこの地域を文明化するのだとの口実のもとに委任統治を始める。これは第一次大戦後、特定の国が国際連盟の委託を受けて始まったが、実際は占領に反対しながらあらゆる種類の悪行を流通させ精神的に征服した。






勇敢で賢く元気な子供たち　ベドウィンの子は

だが学校の恩恵の泉が流れていないところ


Ⅴ‐23‐４








これこそヨーロッパの知識人の教令に合うところ

今　まさにそれらの地域こそ文化を欠いているところ


Ⅴ‐23‐５








　第一次大戦後、西側諸国により国際連盟ができたが、イクバールはアジア諸国にも同じようなものができればよいとの願望を表明した。






もしテヘランが東洋のジェノワになれば

おそらくこの地球の運命が変わることもありうる


Ⅴ‐17‐３








Ⅵ　ミフラーブ・グル・アフガーンの思想






　この章でイクバールはアフガニスタン人のミフラーブ・グルになって自分の思想や考えを表現した。ここでも中心テーマは自我の育成である。ミフラーブ・グルとは仮空の人名ではあるがイクバールのことで、この名前を使うことで詩に行為者すなわち主人公がアフガニスタン人であることを示す効果が出ている。例えば最初の詩の中で辺境の山岳地帯の住人となって述べる。






わが山よ　おまえを残してどうしてどこかへ行ってしまえるか

おまえの岩山に　わが祖先の墓がある


Ⅵ‐１‐１








　十九世紀から二十世紀にかけてアフガニスタンはイギリスと三度の戦争をしている。すなわち第一次アフガン戦争（一八三八～四二年）、第二次アフガン戦争（一八七八～八一年）、第三次アフガン戦争（一九一九年）である。そして第二次アフガン戦争後、アフガニスタンはイギリスの保護国となった。しかし第三次アフガン戦争で独立はしたが、独立後もアフガニスタンにはイギリスやソ連の力が依然として残存した。イクバールの心にはそのようなこともイスラーム共同体の弱体化に見えたのであろう。一九二四年以降、イクバールの亡くなる三八年まで親密な交際のあったチシティーは、イクバールがイスラーム共同体崩壊の悲しみに涙している様子を何度も目にしたと言う。


　そのような中で、イクバールはアフガニスタン人がもしイスラーム教徒として目覚めれば、そこがアジアでイスラームの拠点の一つとなると考え、アフガニスタン人を覚醒させることに努めた。そしてその自我の覚醒の訓練のために、そのアフガニスタンの山岳地帯こそ最適の場所であることをこれらの詩の中で繰り返し述べている。


　なお、本書は[image: ]arb-e-Kalīm, Shaikh Ghulām ‘Alī and Sonz Publishers, Lāhōre, 1972を底本とした。また「西洋」と「西欧」の訳語については、原則として原書に基づいた。
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訳者あとがき









　今から十六年前の一九九八年、パキスタン人ならその催しの名を耳にするだけで血が騒ぐムシャーイラ（詩会）を大東文化大学で行った。パキスタン大使館、パキスタン航空、パキスタン銀行の人々、そのほか日本在住のパキスタン人たちを招待して本国パキスタンさながらであった。

　ムシャーイラは大盛況でそれから毎年、大東大の東松山キャンパスで開くことになり、今年（二〇一四年）で一七回目となった。

　ムシャーイラとは自作の詩を詠む詩会のことで、その始まりはアラブにあったと言われ、ペルシア詩を通して十七世紀インドに入ってきた。当時ウルドゥー語の中心はインドのデカン地方（インド半島の南方の高原地域）であったが、その地の王クトゥブ・シャー・クリー（在位一六一一～一六二五年）のもとで初めてムシャーイラが開かれ、そこで詠まれたのが叙情定型詩ガザルであった。その後、宮廷や貴族の屋敷、詩人の邸宅が会場となり、女人禁制で夜の九時頃から始まり一晩中続いた。ムシャーイラでは燭台が灯され、それが回ってくると、受けた人は前に置き、声の調子や言い回しに注意して自作のガザルを披露した。

　ガザルとは二行でできた対句が奇数個集まって一編を形成している。それぞれの対句の意味は独立しており他と関連性を持つ必要はなく、われわれ日本人が戸惑うところであるが、それぞれの対句は同じ押韻や韻律によって非常に高い音楽性を持つ。

　ムガル帝国最後の皇帝バハードゥル・シャー二世（在位一八三七～五八年）は月に二回、十五日と二十九日に定期的なムシャーイラを開いた。この宮廷のムシャーイラでは、歌うようにガザルを詠むのが流は行やった。格式あるこのムシャーイラに呼ばれることは詩人にとり大変名誉なことで、ムガル帝国宮廷はウルドゥー詩の開花の中心となった。

　それぞれ有名な詩人は弟子の一団を抱えていた。ウスタード（師）とシャーギルド（弟子）の関係は特別で、ウスタードを批判する他のグループに対し、シャーギルドたちはその批判に果敢に反論した。

　ムシャーイラを始める前、その日のための韻律を決めるのに論争となることもあった。

　ムシャーイラで詠まれた詩はその後街の流しの楽士により歌われることもあり、詩人や文化的エリートの間だけに留まってはいなかった。

　十九世紀後半、ウルドゥー詩の改革運動が起こり、ナズムと呼ばれる自由詩もムシャーイラで詠まれるようになったが、やはりムシャーイラで人気があるのは今でもガザルである。

　現在では事あるごとに、大学の講堂や公会堂、あるいは大きな広場には華やかな日除け天幕が張られ、誰でも自由に参加できる開放的なものに変わった。かつては深夜まで続いたのが比較的早く終わるようになり、テレビでもムシャーイラが放映されるようになった。ムシャーイラが催されないのはラマザーン（断食月）だけである。

　ムシャーイラの場では詩人は胡座あぐらをかいて座り出番を待つ。初心者からベテランへと出番が回って行くと、ある人は陶酔したように、ある人は絶叫するように、またある人は身振りや手振りを混じえ、また歌うようにして自作の詩を詠みあげる。特にガザルが詠まれると、聞き手は対句ごとに反応し、気に入った対句に出合うとすかさず「ワー、ワー」という喝采をあげる。詩人はそれに応えて軽く会釈して、二度三度と同じ対句や詩句を繰り返す。対句は調子がよく長いものでないので、容易にその場で覚えられる。そこで聞き手も詩人と一緒になって口ずさみ、会場が知的な場に変わる。

　ムシャーイラは社交や娯楽の場でもあるが、詩人の自由な発表の場にもなっている。そしてまた詩人としての登龍門にもなっている。イクバールが登場したのもこのムシャーイラや大会を通してであった。イクバールの最初のウルドゥー語詩集『隊商の旅立ちを告げる銅鑼の音』の序文を書いたシャイク・アブドル・カーディルはその中でイクバールの詩の詠み方について次のように述べている。

「初期の頃、大会では普通に詠んだが、その詠み方でも味があった。しかしある時友達がイクバールに調子を付けて詠んだらと勧めた。彼の声は高くもともとよい声だった。それに節を付けて詠む方法もたくさん知っている。それで詠むと聴衆はしんと静まり、耳を澄まして聞いた。その結果、二つのことが起こった。一つは、その後イクバールは普通に詠むのが難しくなった。聴衆はイクバールが詠むたび節を付けて詠むように要求するようになったからだ。もう一つは、以前は詩がわかる人だけがイクバールの詩を読み評価したが、誰でもが魅了されるようになった。ラーホールのイスラーム擁護協会の大会でイクバールが詩を詠むことがわかると、数万人もの人が一度に集まるようになった。詩を理解する者はいっそう夢中になり、また理解できない者も夢中になった」

　一九一一年四月のイスラーム擁護協会の年次大会で、イクバールは有名な「神への訴え」をそれまでの例に反して棒読みで詠み始めた。すると聴衆はいつもの詠み方で聞かせてくれと声をあげたが、イクバールは相変わらず棒読みで続けた。「神への訴え」には棒読みが相応しいとの考えがあったからである。聴衆がいかにイクバールの美声を求めていたかを示す例と言えよう。

　また一九二二年、同じくイスラーム擁護協会の年次大会では、「道案内のヒズル」を詠みながらイクバール自身、感極まって涙を流し、聴衆も泣いたという。集まった聴衆は二万人を下らなかったとされているが、これもいかに多くの人が詩の内容も然さることながらイクバールの詩の詠み方に感動を求めて集まっていたかを示す例と言えよう。






　では日本でのわれわれのムシャーイラはどうか。われわれのムシャーイラは三部に分かれている。最初は学生の部で、学生がウルドゥー語の詩を読んだり、ウルドゥー語の歌を歌ったり、またウルドゥー語でスピーチをする。第二部はパキスタン人による本場さながらのムシャーイラで、仮設の壇上に座る詩人たちは自作の詩を披露する。第三部は、カレー・パーティー。詩を詠んだ人も観客も学生もパキスタン式のカレーを食べる。

　二〇〇六年、『ガーリブ詩集ディーワーネ・ガーリブ』を拙訳で出版した。この翻訳出版の思わぬ効用の一つが学生の部の出し物が増えたことである。それを使ってバイト・バーズィーができるようになった。

　バイト・バーズィーとは、バイトが「対句」、バーズィーが「ゲーム」の意で、合わせて「対句のゲーム」あるいは「詩のゲーム」とも訳せる。そのゲームとは、前の人の対句の末尾の文字を、次の人がその文字で始まる対句で返していく対句の尻取りである。もし返句ができず詰まってしまったら負けである。このバイト・バーズィーはパキスタンの学校では行事の後、学生が二手に分かれてよく行われる。これが好きな人は、どんな文字が出てきても詰まらないように、バイト・バーズィー用の詩集を買い求め、常日頃、暗記に努めている。

『ガーリブ詩集』は主にガザルが中心となっている詩集である。ガザルとは前に述べたように、一編が奇数の対句からなっており、各対句の意味は独立している。『ガーリブ詩集』には二三五編のガザルがあり、それらを対句に分解すると一四六〇となる。すなわち一四六〇の独立した意味を持つ詩集とも言える。

　訳者がバイト・バーズィーと出合ったのは学生時代で、カラーチー大学でウルドゥー語を勉強している時だった。われわれのムシャーイラの準備をしている時、『ガーリブ詩集』を使ってバイト・バーズィーをしてみたらと思った。そこで『ガーリブ詩集』の一番初めに出てくる対句に繋がる対句を見つけ、その先に同じような仕方でつぎつぎ続けていくと、四、五〇の対句がそんなに苦労しないで連続して繋がった。これならいけると思い、それに訳を付けて学生に配り、ムシャーイラまで毎回授業の合間に練習をした。当日は二つのグループに分かれ、交互に読んだ。学生が読みだすとすぐ、「ワー、ワー」の賞讃の声があがり、一緒に口ずさんでくれる者も出た。われわれが芭蕉や蕪村の俳句を知っているようにパキスタンの人たちは、ガーリブの対句をよく知っているからである。そして学生が読む対句が思いがけない繋がりとなると観客は意表をつかれた感じがするらしく、いっそう、賞讃の声をあげてくれる。ガーリブの対句は人間の心の奥底を語ってくれているからである。会場は本番のムシャーイラが始まる前に、本番さながらの雰囲気になってしまった。それ以来、ここ数年ムシャーイラの前に『ガーリブ詩集』を使ってわれわれのバイト・バーズィー用の対句集を作っている。ムシャーイラまでに学生たちの多くは自分の割当分を黙っていても暗記してしまう。これはムシャーイラでのバイト・バーズィーの思わぬ収穫である。

　だが『ガーリブ詩集』の対句だけを使ってするバイト・バーズィーでは、何か正式ではない気がしてならなかった。カラーチー大学では二手に分かれた学生たちがさまざまな詩人たちの対句を使って丁丁発止とやりあっていた様子が頭にあったからであった。ところがイクバールもわれわれがしているように特定の詩人の対句を使い、バイト・バーズィーをしていたのである。それを知ったのはつい最近、今年の九月であった。

　イクバールは『ムーサーの一撃』の作品を書いている頃、喉の変調から仕事もままならなくなり、ボーパール在住の親友サル・ラース・マスウードの手配で病気治療のためボーパールに滞在した（詳細は解説をご参照ください）。

　ボーパールではたいていサル・ラース・マスウード所有のリヤーズ・マンズィルかシーシャ・マハルに滞在し、よくサル・ラース・マスウードや彼の妻と歓談した。サル・ラース・マスウードはイクバールの詩のファンであり、イクバールの詩を数多く暗記していた。陽気で、茶目っ気もあった彼は、ある晩イクバールにバイト・バーズィーを申し込み、イクバール以外の詩人の詩は使わないという条件をつけた。バイト・バーズィーは夜の八時頃から始まった。初めのうちはイクバールも即座に対句を返していたが、だんだん速度が落ちてきて、自分の詩を思い出すのがやっとになってきた。一方、サル・ラース・マスウードの記憶力は抜群でまったく負ける気配はない。バイト・バーズィーは十時近くまで続いたが、イクバールはとうとう音を上げ、サル・ラース・マスウードの勝ちを認めた。

　このことを知り、『ガーリブ詩集』の対句だけに限ってきたわれわれのバイト・バーズィーもあまり引け目を感じなくてもいいのかと思いなおした。






　この本の出版にあたり多数の方々のご協力をいただきました。翻訳の企画段階から大同生命国際文化基金専務理事北迫晃氏、事務局の嵯峨山由紀さんには大変お世話になり深く感謝いたします。また編集担当の日本経済新聞出版社日経事業出版センターのスタッフの皆さん、装幀担当の山崎登氏、扉絵を描いて下さった樹下龍児氏には心から御礼申し上げます。

　最後になりましたが、大阪外国語大学名誉教授加賀谷寛先生がお忙しい中、訳者紹介の一文を書いて下さいました。先生にはいつになってもお世話になり通しです。先生の編まれました『ウルドゥー語辞典』を毎日使わせていただき、本書ができました。ほんとうにありがとうございます。






　　二〇一四年十二月



片岡弘次　　
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1877年、パンジャーブ州スィヤールコートで生まれる。1898年、ラーホールのガバメント・カレッジで修士号（哲学）を取得する。1905～08年、ケンブリッジ大学とミュンヘン大学に留学。論文「ペルシアにおける形而上学の発展」でミュンヘン大学より博士号を取得する。1908年、ロンドンで弁護士資格を取得する。1908年8月帰国し、同年10月より弁護士としてラーホールで開業する。留学前の一時期、オリエンタル・カレッジおよびガバメント・カレッジで哲学と英語の教鞭を執る。1919年、イスラーム擁護協会の理事長となる。1920年代半ばから政治活動に積極的に関与し、ムスリム世論の組織化に努める。1923年、英国よりナイトの称号を授与される。1930年、ムスリム連盟アラーハーバード大会で議長となり、ムスリム多住地域を合併して単一国家を成立させる構想を打ち出す。1931年、第二回ロンドン円卓会議に出席。1932年、第三回ロンドン円卓会議に出席。1938年、ラーホールにて没する。
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編著書に、『少数民族の生活と文化』（未來社、〈21世紀の民族と国家〉、1998年）、訳書に、マントー『黒いシャルワール』（鈴木斌共編訳、大同生命国際文化基金、1988年）、マントー『グルムク・スィングの遺言』（鈴木斌共編訳、大同生命国際文化基金、1990年）、ファイズ『ファイズ詩集』（花神社、1994年）、A・J・カイサル『インドの伝統技術と西欧文明』（多田博一・篠田隆共訳、[image: ]凡社、〈技術史クラシックス〉、1998年）、ガーリブ『ガーリブ詩集』（花神社、2006年）、イクバール『隊商の旅立ちを告げる銅鑼の音』（花神社、2011年）などがある。イクバール『ジブリールの翼』（大同生命国際文化基金、2011年）で日本翻訳家協会の日本翻訳特別賞（2011年度）を受賞。

　2010年、パーキスターン・イスラーム共和国よりスィターラ・エ・イムティアーズ勲章を受章。
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